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熊
本
県
菊
池
市
へ

　
　
　
災
害
支
援
物
品
を
運
搬

熊
本
県
菊
池
市
へ

　
　
　
災
害
支
援
物
品
を
運
搬

1
平
成
28
年
度

　
　
富
士
河
口
湖
町
消
防
団
出
初
式

2 　

熊
本
県
を
中
心
に
発
生

し
ま
し
た
大
規
模
地
震
に

よ
り
、
多
く
の
被
害
が
発

生
し
て
お
り
ま
す
。

町
で
は
、
全
国
ボ
ー
ト
場

所
在
市
町
村
協
議
会
の
災

害
時
相
互
応
援
協
定
に
基

づ
き
、
被
災
さ
れ
た
熊
本

県
菊
池
市
か
ら
の
要
請
に

応
じ
救
援
物
資（
飲
料
水
・

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
等
）
を
運
搬

い
た
し
ま
し
た
。

　

今
般
の
災
害
に
よ
り
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
み
な
さ
ま

に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
で
は
被
災
地
の
１
日
も
早
い
復
興
に
向
け
、
引
き
続

き
支
援
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

富
士
河
口
湖
町
消
防
団

出
初
式
が
４
月
17
日
に
町

民
体
育
館
で
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

雨
天
に
よ
り
急
き
ょ
屋

内
で
の
開
催
と
な
っ
た
も

の
の
、
一
堂
に
会
し
た
団

員
た
ち
は
規
律
正
し
い
動

き
で
日
頃
の
訓
練
の
成
果

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

式
の
中
で
は
熊
本
県
で

の
地
震
に
よ
る
犠
牲
者
に

黙
と
う
が
さ
さ
げ
ら
れ
た

ほ
か
、長
年
に
わ
た
り
、消
防
・
防
災
活
動
に
従
事
さ
れ
地

域
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
へ
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

船
津
に
お
住
い
の
梶
原
み
ね
子
さ
ん　

長
浜
に
お
住
ま

い
の
宮
下
カ
ズ
エ
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
３
月
に
百
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
、
町
長
が
自
宅
を
訪
問
し
お
祝
い
し
ま

し
た
。お
二
人
と
も
お
元
気
で
、
に
こ
や
か
に
町
長
と
話
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

富
士
山
噴
火
に
備
え
た
広
域
避
難
計
画
で
、
富
士
北
麓

市
町
村
の
住
民
の
広
域
避
難
先
が
決
ま
り
ま
し
た
。
広
域

避
難
の
想
定
人
数
は
６
市
町
村
で
９
５
，０
０
０
人
に
の
ぼ

り
、調
整
を
進
め
て
き
た
結

果
、当
町
約
２
６
，０
０
０

人
は
山
梨
市
、笛
吹
市
、富

士
川
町
、市
川
三
郷
町
の
４

市
町
が
避
難
先
に
決
定
い

た
し
ま
し
た
。３
月
に
４
市

町
を
訪
問
し
覚
書
を
締
結

し
、今
後
、地
区
ご
と
の
割

振
り
や
避
難
先
の
駐
車
場

の
確
保
な
ど
さ
ら
に
協
議

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

町
内
で
ホ
テ
ル
経
営

な
ど
を
行
う（
株
）Ｓ
Ａ

Ｗ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
創
業

者
、
澤
畑
満
さ
ん
か
ら

町
内
の
保
育
所
に
通
う

子
ど
も
達
全
員
に
町
の

ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
ふ
じ
ぴ

ょ
ん
」
の
ぬ
い
ぐ
る
み

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

澤
畑
さ
ん
は
「
ち
び

っ
子
た
ち
に
喜
ん
で
も

ら
う
と
と
も
に
、
ふ
じ

ぴ
ょ
ん
が
多
く
の
町
民

に
知
ら
れ
る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。園
児
も
た
い
へ
ん
喜
ん
で
い
ま
し
た
。あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
で
５
回
目
と
な
る
富
士
・
河
口
湖
さ
く
ら
祭
り
が

河
口
地
区
で
開
か
れ
ま

し
た
。会
場
に
は
国
内

外
か
ら
大
勢
の
人
が
訪

れ
、
満
開
に
咲
き
誇
る

花
と
湖
の
共
演
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

河
口
地
区
の
桜
は
、

「
河
口
緑
の
会
」の
皆
さ

ん
が
長
年
に
渡
り
手
入

れ
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
だ

け
で
な
く
湖
岸
に
植
え

ら
れ
た
芝
桜
も
見
事
で

す
。

梶
原
み
ね
子
さ
ん
　
宮
下
カ
ズ
エ
さ
ん

　
　  

百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

3

園
児
に

ふ
じ
ぴ
ょ
ん
ぬ
い
ぐ
る
み
プ
レ
ゼ
ン
ト

5

富
士
山
噴
火
避
難
先
市
町
と
覚
書
締
結

4

富
士・河
口
湖
さ
く
ら
祭
り
開
催

6

梶原みね子さんとご家族

宮下カズエさんとご家族
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３
月
29
日
に
福
祉
の
集
い

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
の
集

い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
祉
の
集
い
で
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
を
は
じ
め
と
す

る
福
祉
団
体
へ
金
品
等
の
ご

寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
に
対

す
る
感
謝
状
の
贈
呈
や
福
祉

ポ
ス
タ
ー
・
作
文
の
コ
ン
ク

ー
ル
の
表
彰
式
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
交
流
の
集
い
で
は
西

島
福
祉
レ
ク
研
究
舎
の
望
月
栄
司
先
生
に
よ
る
「
み
ん
な

で
楽
し
む
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
が

行
わ
れ
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
も
一
緒
に
体
を
動
か
し
な

が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
○
福
祉
作
文
　
最
優
秀
賞

　
　

・
小
学
生
の
部　

古
屋　

朋
秀（
素
和
美
小
４
年
）

　
　

・
中
学
生
の
部　

渡
辺　

友
理（
河
口
湖
北
中
３
年
）

　
○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ポ
ス
タ
ー
　
最
優
秀
賞

　
　

・
小
学
生
の
部　

朝
比
奈　

和
美（
大
嵐
小
６
年
）

　
　

・
中
学
生
の
部　

中
村　

温（
河
口
湖
北
中
１
年
）

福
祉
の
集
い・

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
の
集
い

7
　

４
月
14
日
よ
り
続
く
大
規
模
な
地
震
に
よ
り
熊
本
、大
分

両
県
で
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
被
災
者
を
支
援
す
る
た
め
、
山
梨
県
町
村
会
を

通
じ
義
援
金
の
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。役
場
本
庁
他
、

各
出
張
所
な
ど
に
募
金
箱
を
設
置
し
ま
し
た
の
で
、町
民
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
も
共
同
募
金
を
受
け

て
お
り
ま
す
の
で
、併
せ
て
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

　

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

熊
本
地
震
に
対
す
る
義
援
金
の
お
願
い

第3回目「王岳・鍵掛峠」　～根場・王岳・鍵掛峠～
■日　時　６月１２日(日)　AM 7時45分　富士河口湖町役場前駐車場集合
　　　　　小雨決行（雨天問合せ：090-8802-6120　井出） （実質歩行時間：約４時間５０分）
■コース　役場前駐車場出発：精進湖バス停
■持ち物　お弁当、水筒、雨具、非常食（行動食含む）、絆創膏、薬、その他必要と思われるもの、歩きやすい
　　　　　履きなれた靴(できればトレッキング用シューズ）
■参加費　１０００円／１人　（バス代、保険代など）
■募　集　定員20名　　■対　象　小学生高学年以上（ただし小学生は大人同伴）
●申込・問合先　町役場政策財政課　岡村・後藤　℡72‐1129
今後の予定…7/10鬼ヶ岳・雪頭ヶ岳、8/21節刀ヶ岳・大石峠、9/11新道峠・黒岳
　　　　　　10/9御坂峠・清八山、11/13御巣鷹山・八丁山、12/11木無山・霜山
　　　　　　※変更する場合もございますので、広報誌等でご確認ください。

まちづくりワークショップ「御坂山塊縦走計画」
　「御坂山塊縦走計画」と題して本栖湖から河口湖畔までのルートを9回に分けて実施している登山です。
第3回目は下記のとおり実施いたしますので、皆様ふるってのご参加お待ちしております。

テレビ版“こうほう富士河口湖”は
河口湖有線テレビ放送と
北富士有線テレビ放送でご覧いただけます

河口湖有線テレビ放送 定時放送の内容を…
１１ｃｈ
毎日　7:30～　12:30
　　 19:30～　23:30～

北富士有線テレビ放送
デジタル１０ｃｈ（１０１）月～土曜  13:30～　19:00～
デジタル１０ｃｈ（１０２）月～日曜　9:00～16:00～　22:00～

防災行政無線は
「定時放送（19:20、7:20）」と

臨時放送があります

○河口湖ＣＡＴＶ「Ｌ字テロップ」で流れます。
○河口湖ＣＡＴＶの「町からのお知らせ」で
　テロップ放送されます。

放送時間
　6:20、7:20、8:20、11:20、12:20、
　15:20、16:20、19：20、20:20、23:20

●問合先　町役場政策財政課  ℡７２‐１１２９
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町からのお知らせ町からのお知らせ
　
「
富
士
山
の
麓
で
暮
ら
し
た
い
！
」と
い
う
方
々
の
移
住

の
応
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
富
士
山
暮
ら
し
応
援
隊
が

移
住
者
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
し
ま
す
。移
住
者
の
方
、富

士
山
暮
ら
し
を
応
援
し
た
い
方
、
移
住
を
考
え
て
い
る
方

々
の
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。富
士
山
暮
ら
し
の
コ
ツ
や

生
活
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
情
報
交
換
の
場
に
し
た
い
で
す
。

ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

■
日
　
時　

７
月
２
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
12
時
30
分
〜
午
後
４
時
ま
で

■
場
　
所　

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス　

有
隣
園

■
内
　
容　

河
口
湖
名
産
品
食
べ
比
べ
、ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
（
予
定
）

■
参
加
費　

１
０
０
０
円
／
１
人　

■
募
　
集　

定
員
50
名　

■
対
　
象　

移
住
５
年
以
内
の
人
、移
住
し
た
い
人
、空
き

　
　
　
　
　

家
オ
ー
ナ
ー
、移
住
者
を
応
援
し
た
い
人

　

浄
化
槽
を
設
置
す
る
人
に
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
地
域　

町
内
全
域
。

※

た
だ
し
、次
に
掲
げ
る
区
域
を
除
き
ま
す
。

　

○
下
水
道
法
又
は
同
法
第
25
条
の
３
第
１
項
に
基
づ
き

　
　

策
定
さ
れ
た
事
業
計
画
に
定
め
ら
れ
た
区
域

　

○
精
進
地
区
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
、
本
栖

　
　

地
区
地
域
し
尿
処
理
施
設
の
事
業
計
画
に
定
め
ら
れ

　
　

た
区
域

■
補
助
対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
専
用
住
宅
に
50
人
槽
以

　

下
の
浄
化
槽
を
設
置
す
る
人
。

※

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、
補
助
の
対

　

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

○
確
認
申
請
又
は
浄
化
槽
設
置
の
届
出
を
行
わ
ず
に
浄

　
　

化
槽
を
設
置
す
る
人

　

○
販
売
の
目
的
で
浄
化
槽
付
住
宅
等
を
建
築
す
る
人

　

○
専
用
住
宅
又
は
土
地
の
借
受
人
で
、
浄
化
槽
設
置
に

　
　

関
し
て
貸
付
人
の
承
諾
が
得
ら
れ
な
い
人

■
補
助
金
額

　

浄
化
槽
の
設
置
に
要
す
る
費
用
に
相
当
す
る
額
と
し
、

　

次
の
額
を
限
度
と
し
ま
す
。

　

◆
５
人
槽　
　
　
　

３
３
２
，０
０
０
円

　

◆
６
〜
７
人
槽　
　

４
１
４
，０
０
０
円

　

◆
８
〜
50
人
槽　
　

５
４
８
，０
０
０
円

■
補
助
金
の
返
還

　

○
不
正
の
手
段
に
よ
り
補
助
金
を
受
け
た
と
き
。

　

○
補
助
金
を
他
の
用
途
に
使
用
し
た
と
き
。

　

○
補
助
金
交
付
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。

■
注
意
事
項

　

○
専
用
住
宅
と
は
、
主
に
居
住
の
用
に
供
す
る
建
物
又

　
　

は
延
べ
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
を
居
住
の
用
に
供

　
　

す
る
建
物
を
言
い
ま
す
。

　

○
補
助
金
の
交
付
申
請
は
、
浄
化
槽
設
置
工
事
前
に
行

　
　

っ
て
く
だ
さ
い
。

　

○
工
事
が
完
了
し
た
ら
、
補
助
事
業
完
了
報
告
書
を
提

　
　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
■
日
　
時　

６
月
27
日（
月
）

■
場
　
所　

河
口
湖
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
対
象
者　

町
内
在
住
者

　

※

た
だ
し
、１
組
に
２
名
以
上
の
町
内
在
住
者
が
い
る
こ
と
。

■
プ
レ
イ
代　

１
１
，４
６
０
円

　
　
　
　
　
　
（
税
・
カ
ー
ト
代
・
諸
経
費
・
昼
食
含
む
）

　

但
し
、２
Ｂ（
バ
ッ
ク
）は
追
加
料
金　

２
，１
６
０
円

　
　
　

 

３
Ｂ（
バ
ッ
ク
）は
追
加
料
金　
　

  
５
４
０
円

■
申
込
日
時　

５
月
26
日（
木
）

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら
船
津
地
区
在
住
者

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
船
津
地
区
以
外
在
住
者

※

船
津
地
区
在
住
者
か
ら
優
先
的
に
受
付
を
行
い
ま
す
。

■
申
込
期
間　

５
月
26
日（
木
）〜
６
月
８
日（
水
）　

　
　
　
　
（
既
定
組
数
に
な
れ
ば
、締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。）

　
　
　
　

＊
申
込
み
用
紙
は
役
場
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

　

大
嵐
区
並
び
に
富
士
ヶ
嶺
区
で
新
た
に
区
長
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。地
域
の
た
め
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

大
嵐
区
　
　
　
　
竹
田
文
明

　
富
士
ヶ
嶺
区
　
　
伊
藤
正
夫

「
Ｏ
ｕ
ｒ  

ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
．  

Ｙ
ｏ
ｕ
ｒ  

ｍ
ｏ
ｖ
ｅ
． 

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
人
間
を
救
う
の
は
、人
間
だ
〜
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
赤
十
字
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

　
　
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ま
な
し
２
０
１
６

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す
。

赤
十
字
の
活
動
は
皆
さ
ま
方
か
ら
の
活
動
資
金（
社
費
）に

支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
赤
十
字
社
富
士
河
口
湖
町
分
区

　

例
年
６
月
１
日（
水
）か
ら
６
月
７
日（
火
）ま
で
は
水
道

週
間
で
す
。町
で
は
水
質
検
査
計
画
に
基
づ
き
、安
心
・
安

全
な
水
道
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま

す
。水
質
検
査
計
画
・
水
質
検
査
結
果
は
、役
場
水
道
課
又

は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
覧
で
き
ま
す
。貴
重
な
水
を
大

切
に
す
る
よ
う
節
水
及
び
宅
地
内
漏
水
の
早
急
な
修
理
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

尚
、
水
道
週
間
の
お
知
ら
せ
は
日
本
水
道
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。第
五
八
回
水
道
週
間

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
じ
ゃ
口
か
ら 

安
心
と
ど
け 

未
来
ま
で
」

で
す
。 http://w

w
w
.jw
w
a.or.jp/

●
問
合
先　

総
務
課　

℡
７
２‐

１
１
１
２

平
成
28
年
度
の
区
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た

●
問
合
先　

福
祉
推
進
課　

℡
７
２‐

６
０
２
８

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す

●
問
合
先　

水
道
課　

上
水
道
係　

℡
７
２‐

１
６
２
０

水
道
週
間
に
つ
い
て

●
問
合
先　

環
境
課　

℡
７
２‐

３
１
６
９

浄
化
槽
設
置
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

●
問
合
先　

総
務
課 

〔
船
津
財
産
区
事
務
局
〕　

℡
７
２‐

１
１
１
２

第
41
回
富
士
河
口
湖
町
住
民
ゴ
ル
フ
会

　
　
　
参
加
者
募
集

●
問
合
先　

政
策
財
政
課　

℡
７
２‐

１
１
２
９

富
士
山
暮
ら
し
応
援
隊

　
　
　
　
「
移
住
者
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
」
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町からのお知らせ町からのお知らせ
■
日
　
時　

平
成
28
年
５
月
22
日（
日
）　

午
前
９
時
か
ら

　
　
　
　
　

※

雨
天
中
止

■
持
ち
物　

軍
手
、ご
み
袋（
買
い
物
袋
を
１
〜
２
枚
持
参
）

　

児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年
６
月
中

に「
現
況
届
」の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。こ
の
届
は
、毎

年
６
月
１
日
に
お
け
る
状
況
を
提
出
し
、
６
月
以
降
の
児

童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、６

月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。対
象
と
な
る
方
に
は
６
月
初
旬

に
通
知
を
し
ま
す
。記
入
事
項
、
添
付
書
類
、
提
出
方
法
等

の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
現
況
届
と
一
緒
に
同
封
し
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

尚
、
平
成
28
年
５
月
以
降
に
富
士
河
口
湖
町
に
認
定
請

求
さ
れ
た
方
（
５
月
以
降
に
第
１
子
が
生
ま
れ
た
方
ま
た

は
転
入
さ
れ
た
方
）
は
今
回
の
現
況
届
の
提
出
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

◎
児
童
手
当
支
給
日
に
つ
い
て

　

６
月
10
日（
金
）は
児
童
手
当
の
支
給
日
で
す

　

各
受
給
者
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。支
給
額
の
内

容
に
つ
い
て
は
、平
成
28
年
２
月
〜
５
月
の
４
ヶ
月
分
で
す
。

■
支
給
額

＊
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
場
合
は
、
特
例
給
付
と
し
て

　

月
額
一
律
５
，０
０
０
円

　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
裏
方
で
大
会
を
盛
り
上
げ
て
み
ま
せ

ん
か
？
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
ま
す
。

　
日
　
時　

６
月
19
日（
日
）

■
内
　
容　

駐
車
場
・
会
場
整
備
係
、
選
手
受
付
・
会
場

　
　
　
　
　

内
給
水
係
な
ど　

※

昼
食
は
弁
当
を
用
意
し

　
　
　
　
　

ま
す
。

■
募
集
締
切　

５
月
31
日（
火
）

■
日
　
時　

５
月
26
日（
木
）　

午
前
10
時
〜
12
時

■
場
　
所　

勝
山
ふ
れ
あ
い
ド
ー
ム
前
駐
車
場

●
問
合
先　

環
境
課　

℡
７
２‐

３
１
６
９

一
万
人
の
清
掃
活
動
に
つ
い
て

●
問
合
先　

住
民
課　

℡
７
２‐

１
１
１
４

６
月
は
児
童
手
当
の
現
況
届
の
提
出
月
で
す

●
問
合
先　

健
康
増
進
課　

℡
７
２‐

６
０
３
７

献
血
の
お
知
ら
せ

●
問
合
先　

生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係　

℡
７
３‐

１
２
２
０

第
32
回
西
湖
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　
　
　

大
会
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

児
童
の
年
齢

３
歳
以
上

小
学
校
修
了
前

１
０
，０
０
０
円

（
第
三
子
以
降
は
１
５
，０
０
０
円
）

３
歳
未
満

一
律　

１
５
，０
０
０
円

児
童
手
当
の
額（
１
人
当
た
り
月
額
）

中
学
生

一
律
１
０
，０
０
０
円

6月号広報
6月2日㈭
配布予定
広報誌に関する

お問い合わせは

政策財政課（渡辺 和馬）

℡７２-１１２９

メ
イ
ン
会
場

●
八
木
崎
公
園　

　
　
（
八
木
崎
公
園
駐
車
場
）

会
　
場

場
　
　
　
所

サ
ブ
会
場

地
区
会
場

●
大
石
公
園　

　
　
（
大
石
自
然
生
活
館
駐
車
場
）

　

船
津
会
場

　
　
（
大
池
公
園
駐
車
場
、畳
岩
付
近
）

●
河
口
会
場

　
　
（
河
口
湖
美
術
館
芝
生
広
場
）

●
勝
山
会
場 

（
シ
ッ
コ
ゴ
公
園
）

　

長
浜
会
場 

（
長
浜
湖
畔
）

※

右
記
●
印
の
４
会
場
で
外
来
植
物（
ア
レ
チ
ウ
リ
・

　

オ
オ
ブ
タ
ク
サ
等
）の
駆
除
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
船
津
温
泉
休
養
施
設
「
芙
蓉
の
湯
」
及
び
高
齢
者
体
力
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
「
健
康
プ
ラ
ザ
」
は
町
民
の
た
め
の
施
設
で

す
。
運
営
時
間
等
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
清
掃

及
び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
の
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

※

利
用
料
　
高
校
生
以
上
〜
74
歳
　
　
　
３
０
０
円

　
　
　
　
　
小
中
学
生
　
　
　
　
　
　
　
１
５
０
円

　
　
　
　
　
75
歳
以
上
、障
害
手
帳
保
有
者
、

　
　
　
　
　
未
就
学
児
　
　
　
　
　
　
　
無
料

※

各
施
設
と
も
健
康
増
進
施
設
で
す
の
で
「
禁
酒
・
禁
煙
」

　
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
町
外
の
方
で
町
に
資
産
を
保
有
し
、
納
税
の
対
象
と
な
っ

　
て
い
る
方
は
、申
請
に
よ
り
利
用
券
を
発
行
し
ま
す
。

※

資
産
保
有
者
利
用
料
　
高
校
生
以
上
　
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
校
生
未
満
　
２
５
０
円

開
館
時
間　

午
前
10
時
か
ら
午
後
９
時

最
終
入
館　

午
後
８
時
30
分

休
館
日　
　

毎
週
火
曜
日

芙
蓉
の
湯

開
館
時
間　

午
前
10
時
か
ら
午
後
９
時

最
終
入
館　

午
後
８
時
10
分

体
力
づ
く
り
ゾ
ー
ン（
歩
行
浴
、
ジ
ャ
グ
ジ
ー
等
）の
ご
利

用
時
間
は
午
後
８
時
15
分
ま
で

休
館
日　
　

毎
週
月
曜
日

健
康
プ
ラ
ザ

町
営
温
泉
利
用
時
間
等
の
案
内

問
合
せ　

健
康
増
進
課　

7
2
ー
6
0
3
7
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町
役
場
職
員
の
異
動
に
つ
い
て 

【
昇
　
任
】 

 

　
健
康
増
進
課
長
　
浜
　
　
伸
一
（
上
九
一
色
出
張
所
長
）

　
環
境
課
長
　
　
　
渡
辺
　
澄
男
（
議
会
事
務
局
課
長
補
佐
）

　
都
市
整
備
課
長
　
三
浦
　
吉
彦
（
税
務
課
長
補
佐
）

　
出
納
室
長
兼
会
計
管
理
者
　
堀
内
　
正
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合
）

 
 

【
配
置
換
】 

 

　
政
策
財
政
課
長
　
赤
池
　
和
文
（
環
境
課
長
）

　
税
務
課
長
　
　
　
河
野
　
恵
市
（
都
市
整
備
課
長
）

　
住
民
課
長
　
　
　
渡
辺
　
田
津
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
出
納
室
長
兼
会
計
管
理
者
）

　
水
道
課
長
　
　
　
流
石
　
　
文
（
住
民
課
長
）

 
 

 
 

【
昇
　
任
】 

 

　
総
務
課
長
補
佐
　
外
川
　
　
誠
　
（
総
務
課
職
員
係
長
）

　
税
務
課
長
補
佐
　
郷
田
　
よ
し
み
（
税
務
課
住
民
税
係
長
）

　
住
民
課
長
補
佐
　
渡
辺
　
勝
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
涯
学
習
課
男
女
共
同
参
画
係
長
）

　
福
祉
推
進
課
長
補
佐
　
羽
田
　
牧
子 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
長
）

　
学
校
教
育
課
長
補
佐
　
清
水
　
勝
也
（
総
務
課
防
災
係
長
）

 
 

【
配
置
換
】 

 

　
政
策
財
政
課
長
補
佐
　
渡
辺
　
昭
一
（
観
光
課
長
補
佐
）

　
上
九
一
色
出
張
所
長
　
渡
辺
　
勇
人
（
観
光
課
長
補
佐
）

　
税
務
課
長
補
佐
　
　
　
古
屋
　
良
夫 

（
都
市
整
備
課
長
補
佐
）

　
環
境
課
長
補
佐
　
　
　
宮
下
　
秀
明 

（
生
涯
学
習
課
長
補
佐
）

　
農
林
課
長
補
佐
　
　
　
渡
辺
　
洋
文
（
水
道
課
長
補
佐
）

　
観
光
課
長
補
佐
　
　
　
中
村
　
拓
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
河
口
湖
南
中
学
校
教
育
委
員
会
）

　
水
道
課
長
補
佐
　
　
　
渡
辺
　
節
男
（
農
林
課
長
補
佐
）

　
議
会
事
務
局
課
長
補
佐
　
　
　
相
沢
　
一
憲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
政
策
財
政
課
長
補
佐
）

　
生
涯
学
習
課
長
補
佐
　
　
　
　
渡
辺
　
和
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
民
課
長
補
佐
）

 
 

 
 

【
昇
　
任
】 

 

　
総
務
課
防
災
係
長
　
　
　
　
　
高
橋
　
幹
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
防
災
係
）

　
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係
長
　
倉
沢
　
美
由
紀 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係
）

　
健
康
増
進
課
介
護
保
険
係
長
　
萱
沼
　
千
鶴
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
市
整
備
課
用
地
係
）

　
都
市
整
備
課
建
設
係
長
　
　
　
三
浦
　
晋
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
林
課
地
籍
調
査
係
）

　
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係
長
　
渡
辺
　
　
誠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係
）

　
出
納
室
出
納
係
長
　
　
　
　
　
五
味
　
裕
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
出
納
室
出
納
係
）

　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係
長
　
相
沢
　
ま
す
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
涯
学
習
課
船
津
小
学
校
司
書
）

　
こ
も
も
保
育
所
長
　
　
　
　
　
小
林
　
よ
し
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
も
も
保
育
所
）

　
小
立
保
育
所
長
　
　
　
　
　
　
梶
原
　
勝
美
（
小
立
保
育
所
）

 
 

【
配
置
換
】 

 

　
政
策
財
政
課
政
策
調
整
係
長
　
渡
辺
　
大
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
政
策
財
政
課
情
報
政
策
係
長
）

　
政
策
財
政
課
財
政
係
長
　
　
　
小
佐
野
　
健
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
民
課
窓
口
係
長
）

　
総
務
課
管
財
係
長
　
　
　
　
　
倉
沢
　
准
也 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
税
務
課
資
産
税
第
二
係
長
）

　
税
務
課
資
産
税
第
二
係
長
　
　
渡
辺
　
浩
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係
長
）

　
税
務
課
収
納
係
長
兼
収
納
特
別
対
策
班
長
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶
原
　
　
浄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
税
務
課
収
納
係
長
兼
住
民
税
係
長
）

　
税
務
課
収
納
係
長
　
　
　
　
　
　
井
出
　
新
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係
長
）

　
住
民
課
窓
口
係
長
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
千
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

（
住
民
課
戸
籍
係
長
）

　
福
祉
推
進
課
社
会
福
祉
係
長
　
　
朝
比
奈
　
伸
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
環
境
課
生
活
環
境
係
長
）

　
環
境
課
生
活
環
境
係
長
　
　
　
　
渡
辺
　
善
佐
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
道
課
下
水
道
施
設
係
長
）

　
農
林
課
農
政
係
長
　
　
　
　
　
　
前
嶋
　
富
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
政
策
財
政
課
政
策
調
整
係
長
）

　
農
林
課
地
籍
調
査
係
長
　
　
　
　
古
屋
　
昌
浩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
推
進
課
社
会
福
祉
係
長
）

　
農
林
課
畜
産
係
長
　
　
　
　
　
　
松
本
　
光
巧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

（
農
林
課
農
政
係
長
）

　
観
光
課
商
工
係
長
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
敏
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
道
課
下
水
道
業
務
係
長
）

　
西
湖
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
観
光
施
設
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
勝
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
環
境
課
資
源
保
全
係
長
）

　
都
市
整
備
課
公
園
管
理
係
長
　
　
小
佐
野
　
才
史 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
）

　
水
道
課
上
水
道
業
務
係
長
　
　
　
外
川
　
正
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
林
課
畜
産
係
長
）

　
水
道
課
下
水
道
施
設
係
長
　
　
　
白
壁
　
孝
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
市
整
備
課
建
設
係
長
）

　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係
長
　
　
流
石
　
良
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
市
整
備
課
公
園
管
理
係
長
）

　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係
長
　
　
古
屋
　
春
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
健
康
増
進
課
介
護
保
険
係
長
）

　
生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係
長
　
　
堀
内
　
　
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
観
光
課
商
工
係
長
）

　
船
津
保
育
所
長
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
静
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
も
も
保
育
所
長
）

 
 

【
派
　
遣
】 

 

　
富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合
　
山
中
　
寛
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
管
財
係
長
）

課 
長

課
長
補
佐

係 

長
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【
配
置
換
】 

 

　
政
策
財
政
課
　
　
　
小
林
　
文
香
　
（
生
涯
学
習
課
）

　
政
策
財
政
課
　
　
　
渡
辺
　
和
馬
　
（
環
境
課
）

　
総
務
課
　
　
　
　
　
外
間
　
　
恵
　
（
政
策
財
政
課
）

　
総
務
課
　
　
　
　
　
土
屋
　
真
理
　
（
税
務
課
）

　
総
務
課
　
　
　
　
　
渡
辺
　
玲
奈
　
（
健
康
増
進
課
）

　
総
務
課
　
　
　
　
　
外
川
　
雄
一
郎
（
水
道
課
）

　
税
務
課
　
　
　
　
　
半
田
　
一
幸
　
（
観
光
課
）

　
税
務
課
　
　
　
　
　
古
屋
　
真
由
美
（
出
納
室
）

　
健
康
増
進
課
　
　
　
梶
原
　
美
帆
　
（
政
策
財
政
課
）

　
健
康
増
進
課
　
　
　
三
浦
　
春
佳
　
（
水
道
課
）

　
環
境
課
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
晃
士
　
（
税
務
課
）

　
農
林
課
　
　
　
　
　
小
林
　
　
駆
　
（
政
策
財
政
課
）

　
都
市
整
備
課
　
　
　
倉
澤
　
芳
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
梨
県
美
し
い
県
土
づ
く
り
推
進
室
）

　
出
納
室
　
　
　
　
　
大
石
　
紗
輝
子
（
税
務
課
）

　
生
涯
学
習
課
　
　
　
北
川
　
浩
正
　
（
税
務
課
）

　
船
津
保
育
所
　
　
　
白
須
　
　
恵
　
（
こ
も
も
保
育
所
）

　
こ
も
も
保
育
所
　
　
渡
辺
　
真
理
　
（
船
津
保
育
所
）

　
こ
も
も
保
育
所
　
　
山
中
　
昭
美
　
（
足
和
田
保
育
所
）

　
こ
も
も
保
育
所
　
　
小
佐
野
　
芳
保
（
富
士
ヶ
嶺
保
育
所
）

　
小
立
保
育
所
　
　
　
三
浦
　
克
子
　
（
富
士
ヶ
嶺
保
育
所
）

　
小
立
保
育
所
　
　
　
渡
辺
　
香
苗
　
（
河
口
保
育
所
）

　
大
石
保
育
所
　
　
　
堀
内
　
留
美
　
（
勝
山
保
育
所
）

　
河
口
保
育
所
　
　
　
渡
辺
　
厚
子
　
（
足
和
田
保
育
所
）

　
河
口
保
育
所
　
　
　
松
尾
　
奈
津
子
（
こ
も
も
保
育
所
）

　
河
口
保
育
所
　
　
　
堀
内
　
麻
耶
　
（
勝
山
保
育
所
）

　
河
口
保
育
所
　
　
　
天
野
　
萌
々
子
（
小
立
保
育
所
）

　
勝
山
保
育
所
　
　
　
北
宮
　
え
り
か
（
こ
も
も
保
育
所
）

　
足
和
田
保
育
所
　
　
小
佐
野
　
圭
子
（
河
口
保
育
所
）

　
足
和
田
保
育
所
　
　
大
石
　
ま
ゆ
み
（
こ
も
も
保
育
所
）

　
富
士
ヶ
嶺
保
育
所
　
浜
　
　
る
り
　
（
こ
も
も
保
育
所
）

　
富
士
ヶ
嶺
保
育
所
　
石
井
　
理
沙
　
（
小
立
保
育
所
）

【
派
　
遣
】 

 

　
山
梨
県
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
佐
野
　
俊
之
（
税
務
課
）

 
 

【
採
　
用
】 

 

　
教
育
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
古
屋
　
義
幸 

　
政
策
財
政
課
　
　
　
　
　
後
藤
　
竣
亮 

　
政
策
財
政
課
　
　
　
　
　
渡
部
　
礼
佳 

　
住
民
課
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
健
太
郎 

　
観
光
課
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
一
充 

　
水
道
課
　
　
　
　
　
　
　
相
沢
　
正
和 

　
税
務
課
　
　
　
　
　
　
　
石
倉
　
俊
希 

　
総
務
課
　
　
　
　
　
　
　
貴
家
　
麻
菜 

　
船
津
保
育
所
　
　
　
　
　
在
原
　
智
美 

　
こ
も
も
保
育
所
　
　
　
　
權
正
　
美
奈 

　
勝
山
保
育
所
　
　
　
　
　
杉
本
　
美
奈
子 

 
 

 
 

【
採
　
用
】 

 
　
総
務
課
　
　
　
　
　
　
　
古
屋
　
立
夫 

　
水
道
課
　
　
　
　
　
　
　
外
川
　
金
雄 

　
生
涯
学
習
課
　
　
　
　
　
北
野
　
幸
江 

 
 

　
流
石
　
速
人
　
　
　
　
　
政
策
財
政
課
長

　
古
屋
　
立
夫
　
　
　
　
　
税
務
課
長

　
渡
辺
　
喜
正
　
　
　
　
　
健
康
増
進
課
長

　
外
川
　
金
雄
　
　
　
　
　
水
道
課
長

　
北
野
　
幸
江
　
　
　
　
　
福
祉
推
進
課
長
補
佐

　
三
浦
　
登
美
　
　
　
　
　
船
津
保
育
所
長

　
三
浦
　
千
恵
　
　
　
　
　
小
立
保
育
所
長

　
渡
辺
　
　
正
　
　
　
　
　
じ
ん
芥
処
理
場

　
小
佐
野
　
美
代
子
　
　
　
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
三
浦
　
智
奈
美
　
　
　
　
船
津
保
育
所

　
小
澤
　
眞
澄
　
　
　
　
　
小
立
保
育
所

副
主
幹
・
主
査
・
主
任
・
主
事

再
任
用
職
員

退
職
者

　
富
士
河
口
湖
町
消
防
団
出
初
式
が
４
月
17
日
に
町
民
体
育
館

で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
火
災
早
期
発
見
者
・
初
期
消
火
協
力
者
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈

と
、
長
年
に
わ
た
り
、
消
防
・
防
災
活
動
に
従
事
さ
れ
地
域
に
貢

献
さ
れ
た
方
々
へ
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

・
精
積
章

　
前
副
団
長
　
　
　
　
久
川
　
修

山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰

・
甲
種
功
労
章

　
前
副
団
長
　
　
　
　
小
佐
野
　
茂
雄

・
乙
種
功
労
章

　
船
津
副
分
団
長
　
　
井
出
　
聡

　
船
津
分
団
　
　
　
　
渡
辺
　
美
貴

　
小
立
分
団
　
　
　
　
渡
辺
　
毅

　
大
石
分
団
　
　
　
　
堀
内
　
伸
悟

　
勝
山
分
団
　
　
　
　
小
佐
野
　
正
和

　
足
和
田
分
団
　
　
　
渡
辺
　
和
也

　
上
九
一
色
分
団
　
　
石
原
　
裕
明

富
士
・
東
部
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
表
彰

　
前
副
団
長
　
　
　
　
渡
辺
　
清
美

　
前
副
団
長
　
　
　
　
堀
内
　
勝

　
前
副
団
長
　
　
　
　
三
浦
　
孝
四
郎

富
士
五
湖
消
防
本
部
消
防
長
表
彰

　
　（
火
災
早
期
発
見
者
・
初
期
消
火
協
力
者
）

　
・
大
石
　
竹
仁

　
・
関
野
　
義
行

　
・
高
橋
　
由
衣

　
・
高
村
　
美
恵

　
・
常
盤
　
司

町
長
感
謝
状

　
　（
災
害
の
予
防
又
は
鎮
圧
に
従
事
し
功
労
顕
著
な
者
）

　
・
富
士
桜
自
主
消
防
隊

富
士
河
口
湖
町
消
防
団
出
初
式
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参議院議員通常選挙について
　富士河口湖町選挙管理委員会より、７月頃に投票が行われる「参議院議員通常選挙」についてお知らせします。
　この選挙から、選挙権年齢が１８歳以上に変わります。投票所入場券は、これまでと同じく告示日に葉書で郵送
しますので、入場券をお持ちになって投票所にきてください。
　なお、入場券が届かない、なくしてしまったといった場合がありますが、投票所に免許証等本人確認ができるも
のをお持ちになれば入場券がなくても投票できます。
　期日前投票は、公示日の翌日から投票日の前日まで役場本庁で行います。朝８時３０分から夜８時まで投票でき
ますので、当日投票に行けない方は是非ご利用ください。

　お住まいの地区により、投票所は指定されています。投票所入場券等で、投票場所をよくご確認のうえ、投票に
お出かけください。
　（※１ 船津地区は投票所が2ヶ所に分かれていますので、ご注意ください。）
　（※２小立地区の投票所は、前回の町長選挙の時に会場となった「町民福祉館ふじやま」ではなく、建替え工事が
　　　　完了した「小立福祉センター」に戻りますので、ご注意ください。）
　（※３ 精進地区の投票所は前回と同じく「精進体育館」が投票所となります。）

第 １ 投票所

第 ２ 投票所

第 ３ 投票所

第 ４ 投票所

第 ５ 投票所

第 ６ 投票所

第 ７ 投票所

第 ８ 投票所

第 ９ 投票所

第１０投票所

第１１投票所

第１２投票所

第１３投票所

第１４投票所

富士河口湖町交流センター（旧河口湖町役場）

浅川公民館

小立福祉センター

大石福祉センター

河口福祉センター

船津保育所

勝山ふれあいセンター

足和田交流センター

西湖公民館

根場公民館

大嵐児童館

精進体育館

本栖公民館

上九一色コミュニティセンター

船津地区（※1）

浅川地区

小立地区（※2）

大石地区

河口地区

船津地区（※1）

勝山地区

長浜地区

西湖地区

根場地区

大嵐地区

精進地区（※3）

本栖地区

富士ヶ嶺地区

農業用ビニ－ル・マルチの回収について
　農業用ビニ－ル・マルチの回収を下記の日程で実施いたしますので、最寄の場所に持ち込みをお願いいたします。
なお、持ち込み日及び持ち込み時間以外は、絶対に持ち込みをしないよう、皆様のご協力をお願いいたします。

富士河口湖町役場農林課
７２－１１１５

ＪＡ北富士　７２－１５１８

ＪＡクレイン富士豊茂支店
８９－２０１１

１．野菜用マルチ及び飼料用ロ－ルのラップ、泥等が付着・茶色に劣化したハウスビニ－ルは、ＪＡ北富士・ＪＡクレインで

　　　販売している専用の回収袋を購入し、回収袋に入れて出してください。（他の袋では回収しませんのでご注意ください。）

２．ハウス用のビニ－ルは、折りたたみ、紐で十文字に縛ってください。
　　（糸入りのビニ－ルは、持ち込みができませんのでご注意ください。）

３．肥料の袋は、重ねて折りたたみ、紐で十文字に縛ってください。

４．花き出荷用のかごケ－スは、重ねて、紐で十文字に縛ってください。

５．花き苗・野菜苗の鉢は、透明のゴミ袋等に入れて出してください。

※上記の状態になっていない場合は、持ち込み場所で手直しをしていただくことも

　ありますので、ご協力をお願いいたします。

持ち込みのできる種類及び持ち込み方法

５月 ２４日（火）

５月 ２４日（火）

５月 ２５日（水）

５月 ２５日（水）

５月 ２５日（水）

午前８時～午前９時３０分

午前１０時～午前１１時３０分

午前７時３０分～午前９時

午前９時３０分～午前１１時

午前１１時３０分～午後１時３０分

大石公園駐車場

河口多目的広場

中央公民館前駐車場

勝山ふれあいド－ム駐車場

富士ケ嶺公民館前駐車場

持ち込み日 持ち込み時間 持ち込み場所 お問い合わせ先
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県などからのお知らせ県などからのお知らせ県などからのお知らせ

　山梨県富士･東部農務事務所では現在直売所に出荷し
ているが、さらにステップアップしたい方の栽培の基礎
知識の習得を目的に「農業技術基礎講座」を開催します。
■日時　隔月一回程度（平日の午後１時３０分～）
■会場　北都留地域、南都留地域、富士北麓地域のう
　　　　ち２会場(県合同庁舎や市役所等を想定してい
　　　　ます。ただし応募人数によっては１会場に集約
　　　　します。）
■対象者　農業経験者で現在直売所出荷を行ってい
　　　　　る、もしくは直売所出荷を行ってまだ日が浅
　　　　　い方が対象となります。
■内容　ア　計画的な栽培、土作り、施肥、病害虫防除等
　　　　イ　直売向け品目の紹介と栽培方法
　　　　ウ　先進農家や県試験研究機関の視察

■主催・講師　山梨県富士･東部農務事務所
　　　　　　　　　　　　　　　　　農業農村支援課
※詳細は応募いただいた方に別途お知らせいたします。
■応募締切り　平成２８年５月３１日（火）

　「生きているのがつらい」と悩まれている方、家族に
死にたいと訴える人がいるなど対応に困られている方、
自殺に関する相談をお受けします。秘密は守られます。
まずはお電話ください。
■日時　月曜～金曜日（祝日を除く）
　　　　午前９時～午後４時
　　　　○夜間相談　火曜～土曜日　午後４時～１０時
■電話　こころの健康相談統一ダイヤル
　　　　　℡0570-064-556

●問合先　山梨県富士･東部農務事務所　農業農村支援課

℡0554-45-7806

「農業技術基礎講座」開催のお知らせ

●問合先　山梨県立精神保健福祉センター

℡0570-064-556

自殺予防のための相談

住民基本台帳の閲覧状況を公表します。
　平成２７年度の住民基本台帳の閲覧は１０件でした。
富士河口湖町住民基本台帳の一部の写しの閲覧に関する事務取扱要綱第6条に基づき、以下のとおり公表
します。

番号 閲覧日 申　出　者 閲覧事由(利用目的)の概要 閲覧に係る住民の範囲

8

10 2.23

9 12.21

12.3

7 11.27

6 11.27

5 10.9

4 10.9

3 10.8

2 8.26

1 6.23 一般社団法人 新情報センター 家計消費状況調査（総務省統計局
統計調査部消費統計課）

船津地区
１６歳以上の男女　５０名

一般社団法人 新情報センター

一般社団法人 新情報センター

家計消費状況調査（総務省統計局
統計調査部消費統計課）

船津地区・小立地区
１６歳以上の男女　５０名

株式会社 
日本リサーチセンター

１１月全国個人視聴率調査
　　　　（ＮＨＫ放送文化研究所）

小立地区
男女　１２名

株式会社 

日本リサーチセンター

第２回家計と貯蓄に関する調査
　　（一般財団法人ゆうちょ財団）

家計消費状況調査（総務省統計局
統計調査部消費統計課）

小立地区
２０歳以上の男女
２８名

一般社団法人 中央調査社

一般社団法人 中央調査社

地域社会における大学の役割に
関する世論調査
　　　（学校法人　青山学院大学）

船津地区・勝山地区
２０歳以上の男女　
２０名

船津地区
２０歳以上の日本人の男女
１１名

株式会社 ビデオリサーチ

全国たばこ喫煙者率調査
（日本たばこ産業株式会社　
　たばこ事業本部　マーケティング
　戦略部）

土地問題に関する国民の意識調査
　　（国土交通省土地・
　　　　　 建設産業局企画課長）

船津地区　
２０歳以上の男女　２０名

一般社団法人 中央調査社
教育・生涯学習に関する世論調査
（内閣府大偉人官房政府広報室長）

小立地区
２０歳以上日本人の男女
１０名

小立地区　５０名

株式会社

サーベインリサーチセンター

男女共同参画に関する県民意識・実
地調査（山梨県企画県民部県民生活
・男女参画課）

船津地区・小立地区・河口地区・
西湖地区・富士ヶ嶺地区　
２０歳以上の男女７５名

お問い合わせ　　住民課　窓口担当　℡　７２－１１１４

富士河口湖富士河口湖富士河口湖広
報 10
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県などからのお知らせ県などからのお知らせ県などからのお知らせ

■日時　6/15（水）　13：30～16：00
■場所　都留市まちづくり交流センター１階　会議室１
　　　　（旧都留市文化会館・YLO会館）
　　　　　山梨県都留市中央三丁目8番１号
■対象　がん患者・がん患者の家族や関係者
※保健師・ピアサポーター（がんを経験した仲間）が悩
　みや不安に寄り添います。当日参加も可能ですが事前
　の予約が確実です。　お気軽にお電話下さい。

　今年で５回目を迎える、カジダン・イクメン写真展。お
子さんとの始めて記念の思い出や、ふだんの家事や育児
の風景など、 男性が活躍している写真であれば、ジャン
ルは問いません。
　とっておきのお写真をお送りください♩。
■募集内容　家事や育児に積極的に取り組み男性を撮
　　　　　　影したもので、未発表のもの。（おひとり、
　　　　　　2枚まで）
■応募期間　4/1（金）～5/25(水)
■展示期間　6/1（水）～6/30（木）

■日時　5/20（金）13：30～16：50
■会場　男女共同参画推進センターぴゅあ総合
■講師　萩原なつ子さん
　　　　　立教大学大学院21世紀社会デザイン研究科
　　　　　社会学部社会学科教授

　総務省では、６月１日から１０日までを「電波利用環境
保護周知啓発強化期間」として、電波を正しく利用してい
ただくための周知・啓発活動および不法無線局の取り締
まりを強化します。電波は暮らしの中で欠かせない大切
なものです、電波のルールをみんなで守りましょう。
お問い合わせは関東総合通信局まで
○不法無線局による混信・妨害　03-6238-1939
○テレビラジオの受信障害　　　03-6238-1945
○地上デジタルテレビ放送の受信相談
　　　　　　　　　　　　　　  03-6238-1944

■日時　5/21（土）　13：30～15：00
■場所　富士山科学研究所　１階ホール
■参加費　無料　　■対象　どなたでも
■内容　富士山の植物の特徴と生態
■講師　中野隆志（富士山科学研究所　主幹研究員）

　自然や環境に関する絵本の読み聞かせやゲームなど。
開始30分前からは折り紙教室も。
■日時　5/22（日）　・10：30～　・14：00～　
　　　　1回約40分
■場所　富士山科学研究所　　■参加費・定員　なし
■対象　幼児・小学校低学年（対象外でも参加可）

　チョウの標本などの展示や富士山の豊かな自然環境
とチョウの関わりを紹介します。
■日時　3/23（水）～6/22（水）　9：00～17：00
■場所　富士山科学研究所　エントランスホール
■参加費　無料　　■対象　どなたでも

　お子さまの発達や発育にお悩みのご家族のために、
専門の医師などがチームを組んで巡回相談を行います。
　お子さまの心身に障害がある場合、できるだけ早期に
専門家による適切な治療や指導を受けることが大切で
す。
　お子さまを連れて、どうぞお気軽にご相談ください。
■日時　5/18（水）13：30～16：00　※予約制
■場所　富士河口湖町役場
■相談内容　発達や発育の遅れ等の心配があるお子さ
　　　　　　まに対する家庭療育のしかた、施設入所
　　　　　　の相談他
　事前に都留児童相談所までご連絡をお願いします。

　労働保険料・一般拠出金の年度更新手続きは、毎年６
月１日から７月１０日（平成２８年度は１０日が日曜日に当
たるため１１日まで）の間に行うこととなっております。
法定申告・納付期限内に申告・納付を済ませていただき
ますようにお願いいたします。
　年度更新申告書の送付は５月末、申告書受理会は６月
中旬以降を予定しています。

●問合先　山梨県がん患者サポートセンター

℡055-227-8740

山梨県がん患者サポートセンターから
　　「出張がん相談」を実施します

●問合先　山梨県労働局　　　　　℡055-225-2852
　　　　 都留労働基準監督署　℡0554-43-2195

労働保険料と
　　一般拠出金の申告・納付について

●問合先　ぴゅあ総合　℡055-235-4171

ぴゅあ総合からのお知らせ

●問合先　山梨県都留児童相談所　℡0554-45-7837

心身障害児　巡回療育相談

●問合先　環境教育・交流部　教育・情報担当　℡72-6203

山梨県富士山科学研究所から

不法電波はいけません

「カジダン＆イクメン写真募集」

もりのおはなしかい～絵本の読みきかせ～

「企画展～富士北麓のチョウ～」

富士山科学講座

男女共同参画ネットワークセミナー・基礎講座
ひとりひとりの思いをまちづくりに
男女共同参画の視点で地方創生を考える
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■会場　ラ　ボエーム（河口湖円形ホールの隣り）
　　　　雨天の場合河口湖円形ホール
■日時　5/18（水） 11:00～15:00

　両国国技館で行われる全国大会の予選会。４・５・６年
生の上位優績者３名が全国大会に出場になります。また、
スペシャルゲストのＫＯＮＩＳＨＩＫＩ（小錦 八十吉）氏と
交流ができます。
■日時　5/21（土） 8:20～受付
■場所　忍野村国体記念土俵及び忍野村村民グラウンド
　　　   （雨天時は上記土俵及び忍野村村民体育館にて開催）
■住所　忍野村忍草1660-39

■日時　5/15（日）13:30開場　14:00開演
■場所　ふじさんホール
■費用　入場無料

■日時　5/15（日）　13:00～
■場所　ステラシアター大ホール
■内容　１５組のメンバーが、フォーク・ロック・Jポップな
　　　　ど、様 な々楽曲を演奏します。入場無料。

■日時　6/12（日） 開場13:30
　　　 （開演前ウェルカムコンサートあり）　開演14:00
■場所　富士五湖文化センター  ふじさんホール
■入場料　500円（高校生以下無料・未就学児の客席へ
　　　　　の入場はできません）

■開催日　5/24（火）　受付8:30～
　　　　　※雨天延期　予備日　　5/31（火）
■場所　富士北麓公園　陸上競技場
■料金　一人500円
■対象　50才以上の男女
■定員　120名
■申し込み方法　所定の申し込み用紙にボールペンで必
　要事項を記入し、FAX、郵送、または窓口に直接お申し
　込み下さい。※FAXでのお申込みの際は必ず用紙が届
　いているか、確認の電話をお願いします。
■申込期間　平成28年5/1（日）～5/20（金）　
　　　　　　9:00～17:00
※定員を超え次第、募集を締め切らせていただきます。
■申し込み先　〒403-0005　
　　　　　　　山梨県富士吉田市上吉田5000
　　　　　　　公益財団法人山梨県体育協会
　　　　　　　富士北麓公園管理事務所
　　　　　　　　　　　TEL: 0555-24-3651
　　　　　　　　　　　FAX: 0555-24-3368

　バンビーノの森の友達と一緒に森で遊びましょう。自然
の中は楽しいことがいっぱい！季節を感じるお散歩と遊び
親子で楽しみましょう。
■開催予定日　5/17・6/15・7/19・9/21・10/25・11/22・
　　　　　　　12/20
　　　　　　　2017年1/25・2/21・3/15
■時間　9：45～11：30
■場所　バンビーノの森　富士河口湖町勝山3407-1
■対象　2013年4/2～2014年4/1生まれの子どもとその
　　　　保護者（父母・祖父母）
■定員　各コース　親子10組
■持ち物　飲み水・着替え・長袖長ズボン・歩きやすい靴
　　　　　雨でも野外で遊びます。
　　　　　（その場合は長靴・カッパ使用）
■費用　1回　子ども1人+大人1人　500円
■申込　5/2（月）より℡にて　5/3よりメールも可

■日時　5/14（土）～5/15（日）9:00～17：00
■持ち物　作業着・軍手・雨具・筆記用具・昼食
■受講料　5000円（2日間）
■定員　先着10名（5名未満の場合は中止となります）
■締切　5/6（金）

ケ・カイ・マル・アイカネ＆ピカケ
　　　　ヘレマイフラ　十周年発表会
ケ・カイ・マル・アイカネ＆ピカケ
　　　　ヘレマイフラ　十周年発表会

●問合先　℡0555-23-7157（舟久保）

平成２８年度　
　　 「シルバーグラウンドゴルフ大会」
平成２８年度　
　　 「シルバーグラウンドゴルフ大会」
●問合先　公益財団法人山梨県体育協会　富士北麓公園管理事務所

　℡24-3651

富士五湖アコースティックギタークラブ
ステラシアターコンサート
富士五湖アコースティックギタークラブ
ステラシアターコンサート

●問合先　℡090-1812-5321（関野）

森で遊ぼう森で遊ぼう
●問合先　Fuji　こどもの家　バンビーノの森　
　　　　　℡72-9995　E-mail: info@bambino-mori.co.jp

富士五湖ウインドオーケストラ
　　　　　　　　 第24回定期演奏会
富士五湖ウインドオーケストラ
　　　　　　　　 第24回定期演奏会

●問合先　フジヤマ　℡0555-23-0033（小野）

和・洋ガーデニング教室
～和・洋式の趣向を凝らした坪庭を作ろう～
和・洋ガーデニング教室
～和・洋式の趣向を凝らした坪庭を作ろう～

●問合先　職業訓練法人富士吉田職業訓練協会　℡22-5214

吉田高校吹奏楽部第46回定期演奏会吉田高校吹奏楽部第46回定期演奏会
●問合先　吉田高校　℡0555-22-2540 (小佐野)

～第20回記念大会～わんぱく相撲　
　　　　　　　　　　　富士五湖場所
～第20回記念大会～わんぱく相撲　
　　　　　　　　　　　富士五湖場所

フラダンス自由参加型

演奏曲目：呪文と踊り、ミュージカル「美女と野獣」、
　　　　 梁塵秘抄～熊野古道の幻想～

指揮：坂本 修・岡 良介　
曲目：バレエ音楽「ガイーヌ」より・音楽対決血液型
　　 選手権～ジブリ音楽をテーマとしたアンサンブル
　　 対決～・大河スペシャル～「真田丸」メインテーマ
　　 他～・ビートルズ・メドレー  他
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　平成28年度県体育祭り、ゴルフ競技の部が9月1日
（木）、境川C.Cにおいて開催されます。つきましては、下
記の通り、町の代表選手5名、補欠選手2名を選考する大
会を開催いたします。
■日時　6/16（木） 9：09スタート　イン
■組合せ　6/10までに連絡しますので30分前には受付を
　　　　　済ませてください。
■場所　境川カントリー倶楽部　055-266-5012
■参加料　1000円　
■料金　プレイ代は各自払い（割引料金）
■申込先　渡辺　進　　73-2264　　FAX: 83-2864
        　　 小佐野鶴雄　080-5548-2433
　　　　　河口湖富士ゴルフセンター　82-2525
■締切　6/5

　世界文化遺産になった富士山の構成資産の散策や、自
然と触れあいながらのウォークラリーです。
■日時　5/28（土）受付8：30～　※雨天中止
■場所　富士北麓公園スタート　9：00～
　　　　制限時間2時間以内
　　　　※森の中も歩きます。
■対象　小学生以上　1チーム3～5名（男女混成可能）
※ただし、小学生だけで構成されたチームは参加できま
せん。
■参加料　1組500円
■申込期間　5/1（日）～5/25（水）9：00～17：00
■申込方法　所定の申込用紙にボールペンで必要事項を
　記入し、FAX、郵送、または窓口に直接お申し込みくだ
　さい。当日の参加申し込みも可能です。
■申込先　富士吉田市上吉田5000　
　　　　　山梨県体育協会 富士北麓公園管理事務所

平成28年度自然散策ウォークラリー平成28年度自然散策ウォークラリー
●問合先　益財団法人山梨県体育協会富士北麓公園管理事務所

　℡24-3651

山梨県体育祭り
　　　　　代表選手選考ゴルフコンペ
山梨県体育祭り
　　　　　代表選手選考ゴルフコンペ

●問合先　℡73-2264（渡辺　進）

木造住宅の無料耐震診断及び耐震化支援事業への補助について
　お住まいの住宅についての安全性を高める為に、木造住宅の「無料耐震診断」及び「耐震
化支援事業」の補助を実施しています。

◇木造住宅の「無料耐震診断」
　〔内　　容〕木造住宅の安全性を確認するための無料耐震診断。
　〔対象住宅〕昭和５６年５月３１日以前に着工された木造２階建て以下の住宅。
　　　　　　  併用住宅の場合は、述べ床面積の過半が住宅として使用されている住宅。

◇木造住宅の「耐震化支援事業」
　診断の結果「耐震性なし」と判断された住宅を対象
　①耐震改修設計事業
　　〔対象事業〕下記の耐震改修事業又は耐震性向上型改修事業の対象となる木造住宅の耐震改修設計に対す
　　　　　　　  る補助。
　　〔補助金額〕最大で２０万円

　②耐震改修事業
　　〔対象事業〕総合評点が１．０以上となる改修工事。
　　〔補助金額〕最大で１２０万円 （高齢者・障害者・未就学児子育て世帯は最大で１５０万円）

　③耐震性向上型改修事業
　　〔対象事業〕総合評点が０．７以上１．０未満となる改修工事。
　　〔補助金額〕最大で１２０万円 （高齢者・障害者・未就学児子育て世帯は最大で１５０万円）

　
　※補助金申請される方は事前に都市整備課担当者と打ち合わせを行い、申請手続き後に着工するようにしてくだ
　　さい。（申請前に着工した場合、補助は受けられませんのでご注意ください。）

〔問合先：町役場都市整備課　℡７２－１１７９ 〕

募集期間：平成２８年４月１日～平成２８年１０月３１日

　お住まいの住宅についての安全性を高める為に、木造住宅の「無料耐震診断」及び「耐震
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「ようこそ赤ちゃん事業」を拡充しました
不妊治療を受けているご夫婦に

　少子化対策の一環として、高額な不妊治療の経済負担の軽減を図るため、平成２５年４月１日から不妊治
療費の一部を助成していますが、平成28年度から助成額等を拡充しました。
　変更及び新制度の対象となるのは平成２８年４月以降の治療費となります。

・「助成金交付申請書※１」に「受診等証明書※２」と「領収書」を添えて受診等証明書の治療期間終了後１年以内に
　提出してください。（※１※2の書式は、町ホームページからダウンロードできます。また、他制度(山梨県、医療保険等)の助成を受ける
　場合は助成金額を確認できる書類を添付してください。）

お問い合わせは 健康増進課 TEL０５５５－７２－６０３７

●対象となるのは…
　夫又は妻が町内に１年以上住んでいて、法律上婚姻しているご夫婦です。かつ、医療保険に加入しており、町税等の
　滞納がない方が対象です。

●対象となる経費は・・・
　医療機関において行われる不育症を特定するための検査及びヘパリンを主とした不育症の治療費等です。

●助成金の内容は・・・
　・自己負担額から他制度の助成金を差し引いた金額の1/2とし、１回の妊娠期間の治療につき１５万円を限度とします。
　・助成金申請は、1年度あたり1回とし通算５年まで行うことができます。

不育症治療費　　　　助成限度額１５万円新制度

●対象となるのは…
　夫又は妻が町内に１年以上住んでいて、法律上婚姻しているご夫婦です。かつ、医療保険に加入しており、町税等の
　滞納がない方が対象です。

●対象となる経費は・・・
　特定不妊治療（体外受精・顕微授精）のうち、精子を精巣又は精巣上体から採取するための手術による治療です。

●助成金の内容は・・・
　・自己負担額から他制度の助成金を差し引いた金額の1/2とし、１年度１回７万５千円を限度とします。
　・助成金申請は、1年度あたり1回とし通算５年まで行うことができます。

男性不妊治療費　　　助成限度額７万５千円新制度

申請の方法は・・・

不妊治療費　　　　　助成限度額１０万円　⇒１５万円変　更

●変更点は…
【対象経費】第１子を対象とした不妊治療に加え第２子以降を対象とした不妊治療も助成します。
【対象者の居住要件】夫又は妻が町内に１年以上住んでいて、法律上婚姻しているご夫婦です。かつ医療保険に加入
　　　　　　　　　   しており、町税等の滞納がない方が対象です。

●助成金の内容は・・・
　　　・自己負担額から他制度の助成金を差し引いた金額の1/2とし、１年度１回１５万円を限度とします。
　　　・助成金申請は、1年度あたり1回とし通算５年まで行うことができます。

「ようこそ赤ちゃん事業」を拡充しました
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■屋外広告物の事例としては、右図のようなものがあります。

■山梨県屋外広告物条例により一定のルールがあり、また、
　一定規模以上の場合、許可が必要です。

◆屋外広告物とは？

◆基準強化の一例（あくまで一例です）

①新倉トンネル西側地区
 （道路両側各100ｍ以内の地域）

②船津小海線地区
 （道路両側各30～100ｍ以内の地域）

皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

○富士河口湖町役場都市整備課 【許可事務等は町で行っています】（TEL 0555-72-1976）
○山梨県　・富士東部建設事務所吉田支所（TEL0555-24-9049）
　　　　　・景 観 づ く り 推 進 室 　 （TEL 055-223-1325）

検　索山梨 景観保全型広告

　詳細につきましては、下記の山梨県ホームページをご覧いただくか、下記の問い合わせ先にご連絡ください。

◇屋外広告物の高さや面積、色彩等を抑え、景観
　を保全します。

※許可を要しない広告物についても、高さや面積、色彩等の
　基準が同様に適用されます。

○ ○ 店

H≦５ｍ

※その他様々な屋外広告物で、
　⇒色彩の数を3色以下、色の明るさなどの制約
　⇒高さや面積などの基準を厳しくします

建植広告物（自家用）
　⇒高さ５ｍ以下
　⇒面積４㎡/方向以下

屋上広告物
　⇒設置不可

電柱広告物

屋上広告物

壁面広告物
突出広告物

建植広告物
貼紙・貼札

立  看  板

広  告  幕

のぼり旗

富士河口湖町内の一部道路沿道で、
屋外広告物の基準が  

厳しくなります。

※表示している内容等を変更する場合も、新しい基準が適用されます。

　富士河口湖町内の景観を守り育むため、道路沿道に新たに設置する屋外広告物に
ついて、平成28年10月1日から高さや面積、色彩等の基準が厳しくなります。

◆新しい基準が適用される範囲

：新たな指定
：既指定

凡例
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TEL 72-6053　 FAX 73-1358
みんなの教育委員会  生涯学習課

 
○時間帯：月曜日～金曜日　午前９時～午後４時
○場　所：中央公民館1階
○対　象：お父さん・お母さん・子どもさん・おじいさん・おばあさん・先生方

「困っていること悩んでいること相談してみませんか」教育相談の御案内 連絡先
富士河口湖町立教育センター

 TEL８３－３０２２
E-mail

ed-center@kawaguchiko.ne.jp

……… ………

教育センターだより

富士河口湖町スポーツ推進事業富士河口湖町スポーツ推進事業富士山
総合型

地域スポーツクラブ

クラブクラブ

富士山富士山

申込方法

申 込 先

メールまたは電話にてお申込み下さい。メールの方は受信設定をお願いします。
①参加希望プログラム　　②氏名（ふりがな）　　③住所　　④電話番号（携帯番号）
総合型地域スポーツクラブ　クラブ富士山　　　club223@lcnet.jp　☎0555-72-4772

http://www.town.fujikawaguchiko.lg.jp★詳細は町ホームページ

平成28年度　富士河口湖町　世界遺産富士山講座「富士山～地域の誇り・世界の宝～」

（※各講座とも仮題です。）
　※内容は都合により変更になる場合があります。ご了承ください。

第１回
第２回
第３回
第４回
第５回
第６回
第７回
第８回
第９回
第10回

５月18日（水）
６月15日（水）
７月20日（水）
８月17日（水）
９月21日（水）
10月19日（水）
11月16日（水）
12月21日（水）
１月18日（水）
２月15日（水）

信仰と芸術を生み出した富士山の誕生
先史時代の富士山噴火と遺跡
河口浅間神社と古代の富士信仰
冨士御室浅間神社と甲斐の中世の修験
『勝山記』から読み取る戦国時代の富士山
「冨士御室浅間神社文書」にみえる領主の富士信仰
江戸時代の川口御師の活動
富士講の巡礼地としての富士五湖と船津胎内
「絵画に描かれた富士」芸術の源泉としての富士山
富士山麓の近代化と観光登山

年間実施計画書

　桜の花と菜の花、そして雪解けの始まった富士山。暖かくさわやかな色で町が華やいできました。でも、
それ以上に町を華やかにしてくれるのは、真新しいランドセルや制服に身を包み学校へと通う元気な子ども
達です。新年度が始まり早１か月がたちました。学校も会社も気持ちも新たによいスタートを切ることがで
きたと思います。
　しかし、張り切って迎えたはずの新年度…期待と裏返しの不安は、いつしか心と体を思った以上に疲れさ
せてしまうということも少なくありません。少しずつ「こんなはずじゃなかったのに。」が広がってしまうのも
この時期にはありがちなことです。でも、大丈夫…こんな時こそ一人で抱え込まず胸の内を誰かに吐き出し、
みんな同じなのだという気持ちの転換が必要ではないでしょうか。そんな誰かに、「教育センター」がなりたいものです。

期　日：水曜日【5/25休講】
時　間：午前10：30～11：30
場　所：町民体育館
持ち物：上履き、飲み物、タオル、ヨガマット
参加料：600円／回

期　日：5/9～7/11　毎週月曜日　　時　間：午前10：30～11：30
場　所：未来創造館　　
持ち物：上履き、タオル、飲み物　　　参加料：200円

⑫ 体幹トレーニング【昼の部】

期　日：木曜日［5/26休講］
時　間：午前10：30～11：30
場　所：町民体育館
持ち物：上履き、タオル、飲み物
参加料：600円／回

⑬ ラテンダンスフィットネスＺＵＭＢＡ

⑮ キッズビクス＆ママエアロ

⑱ 富士山月例マラソン
子どもから大人までが楽しく走るマラソンです。

競技志向のマラソンではありません。少人数でアットホーム！
期　日：6/11土曜日　　　　  時　間：10：30スタート
場　所：勝山小海公園　　　　持ち物：飲み物
部　門：個人の部、駅伝の部　1㎞、2.5㎞、5㎞、7.5㎞、10㎞
登録料：500円（初回のみ）
参加料：大人500円／回・小人300円／回
　　　　パスポート大人2,500円・小人1,700円

新企画
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みなさんのやる気を応援します!

中央公民館
ロビー展示
……………………………

毎週日曜日・祝日は休館日です。土曜日は、利用予約がない時間は閉館しております。
詳しい時間はお問い合わせください。皆さんのお越しをお待ちしております。

河口地区作品展「連掛」（俳句・短歌）
5月17日（火） 9：00～6月15日（水）17：15まで

“火山活動がつくりあげた富士山”

第１回 「信仰と芸術を生み出した富士山の誕生」

　美しい円錐形の富士山は人々の心に感銘を与え、絵画や文学作品に表現されてきました。また、火を噴く荒ぶる山の姿は、人々に
脅威を与え噴火を鎮めるために祈りを捧げるようになります。「信仰の対象・芸術の源泉」として世界文化遺産に登録された富士山
は、火山活動によって形成された山の姿に価値の根源があります。この秀麗な富士山の姿がどのようにして出来上がり現在に至るの
か、みなさんで楽しみながら迫りましょう！

日　時：平成28年5月18日（水曜日）　午後７時～午後９時
会　場：富士河口湖町中央公民館　２階　視聴覚室　講師：杉本悠樹（文化財担当）
参加費用：無　料（申込み不要・どなたでも参加できます）　　定　員：30名
※内容、会場（部屋）は都合により変更になる場合があります。ご了承ください。

平成２８年度　富士河口湖町　世界遺産富士山講座

「富士山 ～地域の誇り・世界の宝～」

平成２８年度　富士河口湖町　世界遺産富士山講座

まんまるカフェまんまるカフェまんまるカフェ
子育ての中で生まれる、大変なこと楽し
いこと、気軽に話し合ってみませんか♪み
んなでまあるくなって話せば、心も不思
議とまんまるに♪初めての方もお待ちし
ております！

申込み:6月13日（月）まで　ＴＥＬ72-6053

日　時：6月15日(水) 10:30～13:00　　　　　
場　所：子ども未来創造館
対　象：お子さんのいる保護者の方15名（3名以上で開催）
　　　（お子さん連れの参加・保護者の方のみの参加
　　　　　　　　　　　　　　　  どちらも大歓迎です。）
講　師：家庭教育支援チーム「ラ・ペジブル」の皆さん
持ち物：お子さんに必要なもの、お弁当（注文可能）
参加費：お弁当が必要な方は500円（お弁当持参OK）

アーティフィシャルフラワーとは、生花をリアルに再現し、生
花にはない美しさを表現した造られた花です。お花のある生
活をしてみませんか？

花の色は当日２色から選べます。花材や花器は変わる場合が
あります。ご了承ください。

アーティフィシャルフラワー教室

中央公民館　72-0001　または　生涯学習課72-6053

富士河口湖町囲碁大会富士河口湖町囲碁大会富士河口湖町囲碁大会第２3回
富士河口湖囲碁クラブ主催

囲碁好きな方必見！本格的なトーナメントで大人から子どもまで
熱戦を繰り広げます！
初心者さんもベテランさんも是非挑戦してみてください。

【日　時】6月１２日（日）  8：30～16：00
【場　所】勝山ふれあいセンター
【参加費】大　　人　１，５００円　
　　　　　小中学生　　 ５００円
【対　象】小学生以上
【競　技】レベル別で開催（少年の部、有段者Ａ・Ｂ）
【定　員】５０名（定員になり次第締め切り）

申し込み・お問い合わせ
　　５月３０日（月）までに生涯学習課　72‐6053まで

日　時：6月 3日（金）①13：30～　②19：00～
　　　  6月16日（木）③13：30～　④19：00～　　２時間程度
※1回の教室で1つの作品を完成させます。複数回の参加も可能です。
　①と②、③と④は同じ作品を作ります。
場　所：中央公民館
定　員：15名（3名以上で開催）親子での参加も歓迎♪
材料費：各回1500円
持ち物：持ち帰り用の袋（マチがあると持ち帰りやすいです）
講　師：The Monte　山口沙季先生・嶺山裕紀枝先生
申込み：5月19日（木）9：00～5月26日（木）17：00

6月3日①、②の回作成 6月16日③、④の回作成6月3日①、②の回作成 6月16日③、④の回作成
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休館日

休館日

9 10 11 12 13 14

1615 17 18 19 20 21

2322 24 25 26 27 28

3029 31 2 3 4

6 7 8 9 10 11

5/8

6/1

5

平成28年 5月8日～6月11日の予定表

☆乳幼児対象☆☆どなたでも☆☆小学生対象☆

問い合わせ先　☎72-6053

※未就学児は必ず保護者と一緒に活動して下さい。
※館内ではゲーム機・カードゲームを使って遊ぶことが
　できません。ご理解・ご協力をお願いします。
※教室・イベントに参加していただいた写真をお便り等
　に掲載させていただくことがあります。ご了承下さい。

　公衆電話はありませんが、1回10円で事務所の電話　
　　を使用することが出来ます。気軽に声をかけて下さい。
✆

☆12時から1時までは閉館です☆

月～金曜日　午前9時～午後6時
土・日曜日　午前9時～午後5時

4月から第２・４日曜日
祝祭日が休館日
になります！！

＜休館日＞
5月８・22日

福祉推進課発!!つどいの広場
「つどいの広場」は就学前の親子があつまる場で
す。子ども同士遊んだり、親同士おしゃべりをし
てストレスを解消しましょう。遊びの時間、身体測
定、相談など、お気軽にご利用ください。また、今
年度より妊活中ママや妊婦さん、産後ママのため
の助産師相談が始まります。基本毎月第1金曜日
13:00～15:00です。お気軽にどうぞ！
日時：毎週月・水・金　9:00～12:00　1:00～3:00
※子育て相談・栄養相談・助産師相談・お誕生会も実施
相談・イベント等の日程についてはカレンダーでご確
認ください。　　
　  お問い合わせ：福祉推進課 ☎72－6028

つどいの広場の時間をお借りして、
家族のためのリフレッシュタイムを
お届けします。

おやこの日

からだの日

読み聞かせの日

5月30日(月)
親子ストレッチと女性の為のトレーニング
5月18日(水)
「素敵な体幹を育てよう」をテーマに
 プチトレーニング
5月20日(金)
司書さんおすすめの絵本の紹介

○いずれも11時スタートです○
♪月・水・金以外もプレイルームは自由に遊べます♪

カウンセラー川邉修作先生をお招きして、テーマ
に沿いながら子育てのあれこれを相談したり、考
え合ったりします。目から鱗が落ちたり、心が軽く
なったりします☆

ぷち相談会ぷち相談会ぷち相談会

わらべうた、絵本の紹介とベビーマッサージ体験
で赤ちゃんとの癒しのひと時を♥

こどみらマムベビーこどみらマムベビーこどみらマムベビー

日　時：5月19日(木)　1：30～2:30
対　象：0歳親子（ハイハイ前まで）
持ち物：バスタオル　申込み・参加費：なし 

① 利用の際は必ず入館票を記入し、窓口に提出してください。
② 自分の荷物は自己責任で管理してください。
③ 館内は飲食禁止です。くつろぎルームでおねがいします。
④ ごみの持ち帰りにご協力をお願いします。
⑤ 帰る際は必ず『帰る名簿』に記入し、スタッフに一声かけてください。
※体調不良の場合や、家族に感染者がいる場合、学級閉鎖や学年閉鎖の時には
　利用をご遠慮ください。ご協力をお願いします。

利用
方法の再

確認をお願いします

日 月 火 水 木 金 土

funfunくらぶ

funfunくらぶ

funfunくらぶ

funfunくらぶ

つどいの広場

つどいの広場 クラブ富士山
キラキラビクス

つどいの広場
リトミック

つどいの広場

つどいの広場
午後エコフェスタ

つどいの広場

つどいの広場

マムベビー

育児学級

おもちゃ病院

おもちゃ病院

ワイワイくらぶ
おもちゃ病院

キッズ＆ママ

キッズ＆ママ

つどいの広場 つどいの広場
ぷち相談会

キッズ＆ママ

キッズ＆ママ

まんまるカフェ

はるまつり つどいの広場
(からだの日)

つどいの広場
(おやこの日)

つどいの広場
(読み聞かせ)

つどいの広場
(お誕生会)

【1～4時までホール
はサイエンスで貸切
です】

親子ふれあいA

親子ふれあいA
親子ふれあいB

つどいの広場
親子ふれあいB

親子ふれあい遊B

クラブ富士山ズンバ

クラブ富士山ズンバ

クラブ富士山ズンバ

クラブ富士山バレエ

クラブ富士山バレエ

クラブ富士山バレエ

つどいの広場
リトミック
キッズ＆ママ
クラブ富士山バレエ

クラブ富士山バレエ

ＡＭプラレール
将棋教室

ＡＭつみき
将棋教室

脳トレ２０１６脳トレ２０１６脳トレ２０１６

スペシャルサイエンスショースペシャルサイエンスショースペシャルサイエンスショー

そもそもfunfunくらぶとは…そもそもfunfunくらぶとは…
学校や家ではできない楽しい体験学習をするの
が「funfunくらぶ」です。富士河口湖町の小学生
ならだれでも参加できます！

おもしろクイズのプリントで、君の脳みそを
やわらかくなるように鍛えるのが《脳トレ》！

特別な講師を招いて、びっくりの科学実験をし
ます。テーマは『ドッキリビックリ！空気の力！』

こどみらの外で思いっきりいろいろなゲームを
するよ。雨が降ったら室内ゲームになるよ。

ふぁんふぁん

日　時：5月14日(土) １：００～３：００
　　    この時間内に自由に来てね。
参加費：持ち物：申し込み：なし

日　時：5月２１日(土) ２：００～４：００
参加費：持ち物：定員：なし　　
申し込み：5月7日(土) 10:00～
　　　　 (必ず申し込みはしてください。)　

日　時：5月２８日(土) ２：００～４：００
参加費：申し込み：定員:なし
持ち物：汗ふきタオル・ぼうし・のみもの

ｆunfunゲームｆunfunゲームｆunfunゲーム

はるまつりはるまつりはるまつり

エコフェスタエコフェスタエコフェスタ

　子ども未来創造館が縁日に大変身!
こどみら通貨Kodoをつかってお祭りのお
店屋さんを楽しもう！100円を、１００Kodo
に交換したらはるまつりのスタートです。

日　時：5月15日(日)
　　　２：００～３：００までに来てください。
参加費：100円　持ち物：ふくろ
定　員:申し込み：なし
参加費：100円　持ち物：ふくろ
定　員:申し込み：なし

日　時：5月28日(土)　1:00～4:00
※衣類等出品して頂く方は事前に連絡をください。
♪また、どなたでものぞきにきてください。

小学生くらいまでの眠ってい
る衣服やおもちゃはありませ
んか？　エコフェスタはあげ
たい人⇒欲しい人へ。お金の
授受はしないでそれらの物の
有効活用の場とするイベント
です。

テーマ：「子どもの心の信頼感を育むために」
日　時：６月１日(水)　10:30～
持ち物：参加費：なし　申込み：受付中
定　員：10組
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（ （午後助産師さん
相談
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生涯学習館生涯学習館生涯学習館
開館時間　平日 10:00～19:00/土・日   9:00～17:00

l ibrary@fujikawaguchiko.ed.jphttp://www.fuj ikawaguchiko.ed.jp
0555-73-1212　　　0555-73-1358生涯学習館問い合わせ

◎本館読み聞かせ◎◎本館読み聞かせ◎

5月24日（火）うさぎのおやこ
5月10日（火）ブラウンベア(えいご)

5月14日（土）
5月28日（土）

エトワールの会
パパのえほんタイム

●幼児～小学生低学年対象〈13:30～〉

●0・1・2・3歳対象〈10:30～〉

各図書館のおはなしくらぶ各図書館のおはなしくらぶ
5月の予定

大石・河口

上九一色

17日　河口3時5０分～
　　　  大石４時４５分～

19日　３時３０分～

火・木曜日

月～金曜日

午後3時～6時

午前8時30分～5時

分館 読み聞かせ 開館日 開館時間

（12時～1時は閉館）

※課題本は図書館で用意いたします。

第111回読書会第111回読書会第111回読書会
1冊の本から見える、いろんなキモチ。

日　時：５月２８日（土） 午後３時～

場　所：生涯学習館　学習室１

課　題：「小さいおうち」中島京子著

P

小学生までのお子さんが　　 のある講座に参加すると、おはなし王国へのポイント年間合計に1講座２ポイント加算されます。　P

毎週月曜日休館
3日(火)～5日(木)、31日(火)は、

休館になります。

第37回 小さな春の朗読会小さな春の朗読会小さな春の朗読会

　生涯学習館は、昨年度107名のボランティアさんにご
協力いただき、職員とボランティアの共働による図書館
サービスを実施してきました。今年は、新たに本の修理ボ
ランティアを募集いたします。
　図書館の本は、多くの方々に利用され、また時間の経
過で徐々に傷んでしまいます。ペー
ジが取れたり、破れたり、落書きが
あったり・・・。そのような本を直し、
再び利用可能に修理してくださるボ
ランティアを募集いたします。月2回
程度、来てくださる方は、生涯学習館
（73-1212）までご連絡ください。

本の修理ボランティア募集本の修理ボランティア募集

平成27年度表彰者平成27年度表彰者平成27年度表彰者 展示コーナーのお知らせ展示コーナーのお知らせ展示コーナーのお知らせ

　昨年1年間に図書館を利用して、本をたくさん読んだお
友だち上位10名を4月16日（土）のイベント「ようこそ！
おはなし王国2016」にて表彰いたしました。

第1位　　宮下　ゆいちゃん 　（511マイル）　
第2位　　久保　航太くん　　（470マイル）　
第3位　　安冨　希叶羽ちゃん　（456マイル）　　　 　
第4位　　宮下　優太朗くん　 （446マイル）
第5位　　外川　莉子ちゃん　 （432マイル）
第6位　　外川　莉埜ちゃん　 （431マイル）
第7位　　蓮沼　柚香ちゃん　 （417マイル）
第8位　　西　　智美ちゃん　 （365マイル）
第9位　　蓮沼　英虎くん　　 （360マイル）
第10位　　石川　葵ちゃん　　　（353マイル）

　春の暖かい空気に誘われて、ほっとする朗読会にいら
っしゃいませんか？
日　時：５月２８日(土)　午後２時～

場　所：生涯学習館　学習室１　　　

内　容：『青柳ものがたり』小泉　八雲著

　　　　　　　　　　読み手：鈴木　若子さん 　

　　　 『伊豆の踊子』川端　康成著

　　　　　　　　　　読み手：松浦　敬子さん

対象：小学生（定員20名）

本好き集まれ！一緒に本を読んだり、
いろいろな企画を考えて楽しみましょう♪

♪新しい展示コーナーを設置しました♪

☆★げんキッズクラブ募集★☆

◎花と野菜　　◎ＳＦファンタジー
◎母の日　父の日　　
◎国際アンデルセン賞
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町の文化財紹介町の文化財紹介町の文化財紹介町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
　

船
津
胎
内
樹
型
は
承
平
七
年
（
九
三
七
）
に
富
士
山

八
合
目
付
近
か
ら
流
出
し
た
剣
丸
尾
溶
岩
流
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
溶
岩
樹
型
で
す
。溶
岩
樹
型
と
は
、
溶
岩

が
流
れ
出
た
際
に
樹
木
を
取
り
込
み
な
が
ら
固
ま

り
、
そ
の
後
中
の
樹
木
が
燃
え
尽
き
て
で
き
た
洞
穴

を
指
し
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
世
界
文
化
遺
産
富
士
山
の
構
成
資
産
の
一
つ
で
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
然
科
学
だ
け
で
は
な
く
、
歴
史
と

民
俗
の
分
野
か
ら
も
貴
重
な
存
在
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

洞
穴
発
見
に
つ
い
て
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
神
社
の

伝
承
で
は
、
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
に
富
士
講
行
者

で
あ
る
、
村
上
七
衛
門
（
光
清
の
父
）
に
よ
っ
て
発
見

さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
後
、
江
戸
丸
藤
講

の
先
達
で
あ
る
藤
井
籐
四
郎
は
、
胎
内
を
浅
間
明
神

誕
生
の
地
と
し
て
世
間
に
広
め
、
多
く
の
参
拝
人
を

呼
び
込
み
ま
し
た
。胎
内
洞
穴
を
守
護
す
る
よ
う
に
、

無
戸
室
浅
間
神
社
の
社
殿
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
祭

神
は
木
花
開
耶
姫
命
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

富
士
講
の
講
員
は
登
山
の
際
に
必
ず
参
拝
し
た
と

い
わ
て
い
ま
す
。ま
た
船
津
口
登
山
道
及
び
吉
田
口

登
山
道
か
ら
近
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
相
ま
っ
て
、
江

戸
時
代
か
ら
多
く
の
講
員
を
迎
え
入
れ
て
お
り
、
富

士
講
に
と
っ
て
の
聖
地
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

樹
木
が
燃
え
尽
き
た
際
に
高
温
に
よ
る
再
融
溶
の

た
め
に
溶
岩
が
滴
下
し
た
洞
内
の
内
壁
は
、
人
間
の

体
の
中
に
似
て
お
り
、「
御
胎
内
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
、
信
仰
の
場
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。さ
ま
ざ
ま

な
祈
願
が
行
わ
れ
る
中
、
胎
内
洞
穴
で
は
安
産
祈
願

が
主
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

内
部
は「
父
の
胎
内
」、「
母
の
胎
内
」と
分
け
ら
れ
、

洞
穴
内
部
を「
肋
骨
」、「
胞
衣
石
」、「
乳
房
」な
ど
、
人

体
の
一
部
に
見
立
て
て
名
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。特

に
、
目
を
見
張
る
の
は
洞
穴
入
り
口
か
ら
す
ぐ
に
見

え
る
「
肋
骨
」
で
す
。側
面
の
溶
岩
が
垂
れ
て
洞
壁
の

模
様
が
肋
骨
状
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
同
じ
く
洞
内

の
壁
が
鉄
分
を
多
く
含
ん
で
い
る
た
め
赤
茶
け
た
色

合
い
を
し
て
お
り
、
見
事
な
ほ
ど
に
胎
内
を
連
想
す

る
形
状
と
容
姿
を
そ
な
え
て
お
り
ま
す
。

　

胎
内
と
い
う
言
葉
は
修
験
の
言
葉
で
あ
り
、
山
伏

が
洞
穴
を
抜
け
て
身
の
汚
れ
を
祓
う
も
の
で
す
が
、

船
津
胎
内
洞
穴
の
場
合
、
狭
い
洞
穴
を
く
ぐ
る
の
で
、

「
胎
内
く
ぐ
り
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。過
去
に
は
胎

内
く
ぐ
り
を
行
う
際
に
、
足
だ
け
で
は
な
く
膝
に
も

草
鞋
を
つ
け
て
、
そ
れ
こ
そ
狭
い
胎
内
を
抜
け
る
か

の
ご
と
く
、
這
い
つ
く
ば
っ
て
洞
穴
を
く
ぐ
っ
て
い

ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
胎
内
く
ぐ
り
を
行
っ
た
際
に
使

用
さ
れ
た
燃
え
残
り
の
蝋
燭
を
持
ち
帰
り
、
出
産
の

際
に
灯
す
こ
と
に
よ
っ
て
安
産
に
な
る
と
い
わ
れ
、

船
津
胎
内
で
の
お
土
産
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
ま
し

た
。ま
た
、
白
い
木
綿
の
襷
を
肩
に
く
く
り
、
持
ち
帰

っ
た
際
に
妊
婦
の
腹
帯
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
産

が
軽
く
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

江
戸
落
語
の
『
安
産
』
で
は
、
産
気
を
づ
い
た
妊
婦

の
枕
元
に
座
っ
た
産
婆
が
信
玄
袋
の
中
か
ら
、「
お
富

士
さ
ん
の
と
ぼ
し
か
け
の
蝋
燭
」
を
取
り
出
す
と
い

う
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。当
時
か
ら
、
富
士
山
と
安
産

祈
願
の
関
係
が
世
間
に
浸
透
し
て
い
た
の
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
船
津
胎
内
は
、
明
治
二
十
五
年（
一
八
九
二
）

年
に
吉
田
胎
内
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、「
旧
胎
内
」

と
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。船
津
胎
内
を
含

ん
だ
、
代
表
的
な
八
つ
の
胎
内
洞
穴
は
「
八
胎
内※

」

と
呼
ば
れ
、
富
士
山
の
登
拝
、
浅
間
神
社
な
ど
と
と
も

に
、
富
士
山
信
仰
の
重
要
な
意
味
を
与
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
八
胎
内
の
う
ち
、
船
津
胎
内
と
吉
田
胎
内

が
、
世
界
文
化
遺
産
富
士
山
の
構
成
資
産
と
し
て
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
も
、
安
産
祈
願
の
た
め
船
津
胎
内
に
足
を

運
ぶ
人
が
い
る
こ
と
か
ら
も
、
今
も
昔
も
安
産
へ
の

願
い
は
変
わ
ら
な
い
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

※

（
八
胎
内
と
は
印
野
胎
内
、
瓢
箪
権
野（
根
野
）胎
内
、
西
念
寺

　
丸
尾
胎
内
、雁
穴
丸
尾
胎
内
、船
津
胎
内
、吉
田
胎
内
、須
走
胎

　
内
、精
進
胎
内
の
八
カ
所
で
す
。）

岩
科
小
一
郎『
富
士
講
の
歴
史
　
江
戸
庶
民
の
山
岳
信
仰
』　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　  

名
著
出
版
　
二
〇
〇
〇

竹
谷
靱
負
　『
富
士
山
文
化
　
そ
の
信
仰
遺
跡
を
歩
く
』　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

　  

祥
伝
社  

二
〇
一
三

富
士
河
口
湖
町
教
育
委
員
会

　『
山
梨
県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
　
町
内
国
指
定

　
　
天
然
記
念
物
溶
岩
洞
穴
等
　
保
存
管
理・整
備
活
用
計
画
書
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
一
〇

中
村
章
彦 

「
古
文
書
に
み
え
る
船
津
の
富
士
信
仰
」 

二
〇
一
六

　
　
　
　
　
　  

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
　
大
野
将
臣
）

船
津
胎
内
樹
型
の
安
産
祈
願

船津胎内樹型

主
な
参
考
文
献

ふ
な
つ
た
い
な
い
じ
ゅ
け
い

あ
ん
ざ
ん
き
が
ん

じ
ょ
う
へ
い

じ
ゅ
も
く

み
ん
ぞ
く

し
ょ
せ
つ

で
ん
し
ょ
う

せ
ん
だ
つ

た
ん
じ
ょ
う

さ
ん
ぱ
い

し
ゅ 

ご

せ

け

ん

ふ

じ

い

と

う

し

ろ

う

せ
ん
げ
ん
み
ょ
う
じ
ん

え
ん
ぽ
う

ふ
じ
こ
う
ぎ
ょ
う
じ
ゃ

む
ら
か
み
し
ち
え
も
ん

む

つ

む

ろ

し
ゃ
で
ん

さ
い

こ
う
せ
い

え

ど

ま

る

と

う

こ

う

ど
う
け
つ

こ

も

つ

け
ん
ま
る
び
よ
う
が
ん
り
ゅ
う

て

ん

ね

ん

き

ね

ん

ぶ

つ

じ
ん

こ
う
い
ん

さ
い
ゆ
う
よ
う

な
い
へ
き

ら
く 

ご

さ
ん 

ば

し
ん
げ
ん
ぶ
く
ろ

ま
く
ら
も
と

す
わ

さ
ん 

け

し
ん
こ
う

ち
ち

は
は

あ

ば

ら

て

き

か

ち

ぶ

さ

た

ど
う
へ
き

し
ん
と
う

め
い 

じ

き
ゅ
う

し
ょ
う

は
ち

は
こ

い
ん 

の

ま
る 

び

す
ば
し
り

し
ょ
う
じ

が
ん
の
あ
な

ひ
ょ
う
た
ん
ご
ん
の

さ
い
ね
ん
じ

ど
う
な
い

て
つ
ぶ
ん

ぞ
う 

り

あ
か
ち
ゃ

れ
ん
そ
う

よ
う 

し

し
ゅ
げ
ん

ろ
う
そ
く

し
ゅ
っ
さ
ん

や
ま
ぶ
し

け
が

と
も

み 

や
げ

も 

め
ん

に
ん 

ぷ

は
ら
お
び

た
す
き

か
た ち

ょ
う
ほ
う

は
ら

せ
ま

ひ
ざ

は

も 

よ
う

_

ろ
っ
こ
つ
じ
ょ
う

え

な

い

し

お

せ
い 

ち

ふ

な

つ

ぐ

ち

と

ざ

ん

ど

う
あ
い

む
か

よ

し

だ

ぐ

ち

こ
の
は
な
さ
く
や
ひ
め
の
み
こ
と

ま
つ

せ

か

い

ぶ

ん

か

い

さ

ん

こ

う

せ

い

し

さ

ん

り
ゅ
う
し
ゅ
つ
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フ
ォ
ー
ラ
ム
を
終
え
て

～この町でつながれる喜び～～この町でつながれる喜び～～この町でつながれる喜び～

富士河口湖町男女共同参画推進委員会ふじサンサン

通
信

野
﨑
峯
子

　
３
月
６
日
に
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
男
女
共

同
参
画
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
内

容
は
男
女
共
同
参
画
委
員
か
ら
の
ユ
ニ
ー
ク
な
発

表
や
、「
コ
ー
ル
足
和
田
」の
合
唱
、
ゲ
ス
ト
の
お
話

し
な
ど
で
す
。

　
今
回
は
、「
Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ
こ
ど
も
の
家
バ
ン
ビ
ー
ノ

の
森
」の
横
田
聖
美
さ
ん
と
、
山
梨
中
央
銀
行
小
立

支
店
長
の
羽
田
眞
澄
さ
ん
に
お
願
い
を
し
、
女
性

が
責
任
あ
る
ポ
ス
ト
に
つ
い
た
時
の
苦
労
等
を
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
横
田
さ
ん
は
町
外
か
ら
移
り
住
ん
で
き
て
、
仕

事
を
進
め
て
い
く
上
で
「
ど
こ
の
何
者
？
」
と
い
う

風
潮
に
、
ま
ず
は
顔
と
名
前
を
覚
え
て
も
ら
わ
ね

ば
と
強
く
感
じ
、
お
願
い
さ
れ
た
役
は
全
て
引
き

受
け
、
人
と
の
縁
を
大
事
に
し
て
や
っ
て
き
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
羽
田
さ
ん
は
「
女
で
は
話
し
に
な
ら
ん
」
と
い

う
空
気
の
中
、
ひ
た
む
き
に
仕
事
を
こ
な
し
、
自
分

を
認
め
て
も
ら
っ
て
い
っ
た
こ
と
。今
で
は
、
銀
行

内
で
は
、
女
性
管
理
職
が
着
実
に
増
え
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
年
１
回
誰
で
も
参
加
し
や
す

い
内
容
の
濃
い
も
の
に
な
っ
て
い
て

(

手
前
み
そ

で
す
が
・
・
・)

も
っ
と
多
く
の
人
に
集
ま
っ
て

も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

『
生
活
に
役
立
つ
健
康
講
座
』を
開
催
し
て

　
三
月
二
十
七
日
（
日
）
に
み
ず
う
み
主
催
に
よ
る

『
心
と
身
体
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー
』
を
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
研
修
室
に
於
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
花
冷
え
の
す
る
中
、
大
勢
の
町
民
の
方
々
が

予
想
以
上
に
出
席
し
て
く
だ
さ
り
、
ご
夫
妻
で
一
緒
に

参
加
の
方
も
何
組
か
お
こ
し
下
さ
い
ま
し
た

　
講
師
に
は
ト
モ
エ
医
院
院
長
の
刑
部
光
太
郎
先
生

を
お
迎
え
し
『
生
活
に
役
立
つ
健
康
講
座
』
を
テ
ー
マ

に
、
課
題
三
つ
に
つ
い
て
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。主
な
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
一
、「
体
が
快
適
で
あ
る
」

　
　
　
健
康
に
過
ご
す
に
は
毎
日
続
け
る
運
動
が
大

　
　
　
切
で
あ
る
。一
日
の
生
活
の
中
で
家
事
を
し
て

　
　
　
い
る
時
、
テ
レ
ビ
を
見
た
り
す
る
時
で
も
軽
い

　
　
　
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
で
体
を
動
か
す
こ
と
。

　
二
、「
心
が
快
適
で
あ
る
」

　
　
　
ま
ず
、
自
分
を
愛
す
る
こ
と
が
大
切
。自
分
を

　
　
　
愛
せ
る
者
は
他
者
も
愛
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
ど
ん
な
こ
と
に
対
し
て
も
『
ぶ
れ
な
い
心
』
を

　
　
　
造
る
こ
と
。

　
三
、「
家
庭
及
び
社
会
生
活
に
お
い
て
も
快
適
で
あ
る
」

　
　
　
身
体
や
心
を
健
康
に
保
ち
、
家
族
や
社
会
生
活

　
　
　
に
お
い
て
も
、
自
信
を
持
ち
愛
情
を
持
っ
て
接

　
　
　
す
れ
ば
快
適
な
生
活
が
送
れ
る
。

　
先
生
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
巧
み
な
話
術
に
参
加

者
の
方
々
皆
が
熱
心
に
聞
き
入
り
メ
モ
を
取
る
方
も

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
な
か
で
印
象
的
な
話
は
、
毎
日
鏡
に
向
か
っ
た

と
き
『
自
分
が
一
番
』
と
自
信
と
自
覚
を
持
つ
こ
と
の

大
切
さ
を
丁
寧
に
説
い
て
頂
き
ま
し
た
。

　
後
日
集
計
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

　「
自
信
と
自
覚
の
持
つ
こ
と
も
大
切
で
す
ね
」

　「
自
分
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」、
な
ど
の
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
他
に
も
「
楽
し
く
聞

け
て
分
か
り
易
か
っ
た
、
皆
に
伝
え
た
い
」「
軽
い
運
動

か
ら
始
め
て
み
よ
う
」
な
ど
、
総
じ
て
ご
好
評
の
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
刑
部
先
生
を
は
じ
め
、
皆
様
の
ご
協
力
の
お
蔭
を
も

ち
ま
し
て
、
暖
か
み
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
講
演
会
を
執

り
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
会
員
一
同
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
生
活
に
役
立
つ
講
演
会
等
、
機
会
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
参
加
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

　

町
社
協
で
は
、
３
月
28
日
に
、
勝
山
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
交
流
の
集
い
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
社
協
役
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関

係
者
等
１
７
０
名
が
参
加
し
、
感
謝
状
の
贈

呈
や
児
童
生
徒
の
福
祉
作
文
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ポ
ス
タ
ー
入
選
者
の
表
彰
、
小
中
学
校
へ

の
共
同
募
金
会
長
表
彰
状
の
伝
達
も
併
せ
て

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
島
福
祉
レ
ク
研
究
舎
の
望
月
栄
司
さ
ん
を
お
迎
え
し
、

「
み
ん
な
で
楽
し
む
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
手
遊
び
な

ど
実
践
を
交
え
て
、
ゲ
ー
ム
の
意
義
や
簡
単
に
で
き
る
ゲ
ー
ム
、
心

構
え
な
ど
を
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
顔
な
じ
み
の
住
民
と
共
に
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
力
を
発
揮
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
の
大
切
さ
を
考
え
さ
せ
ら

れ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ふ
れ
愛
は
、
通
所
介
護
・
居
宅
介
護
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。ご

利
用
者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
や
ご
要
望
を
お
受
け
す
る
窓
口
を
設
け
て

い
ま
す
。こ
こ
に
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

富
士
河
口
湖
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、住
民
参
加
に
よ
る
近
隣

同
士
で
支
え
合
う
小
地
域
福
祉
活
動（
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
事

業
）を
推
進
し
て
い
ま
す
。今
年
度
も
、各
地
域
の
創
意
と
工
夫
に
よ

り
、特
性
を
活
か
し
た
活
動
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎　
　
　
　
　

…

『
河
口
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ロ
ビ
ー
』開
設

　
　

高
齢
者
や
障
害
者
等
へ
の
病
院
送
迎
、お
使
い
サ
ー
ビ
ス
。

◎　
　
　
　
　

…

『
大
石
福
祉
推
進
会
』

　
　

高
齢
者
サ
ロ
ン｢

い
き
や
ぁ
り
会｣

実
施
。

◎　
　
　
　
　

八
町
屋
区…

子
供
と
お
年
寄
り
の
交
流
。

◎　
　
　
　
　

…

区
毎
で
取
り
組
み
、地
区
公
民
館
等
を
利
用
し
、

　
　

高
齢
者
サ
ロ
ン
実
施
。

　

・
ひ
ば
り
区…

｢

ひ
ば
り
や
す
ら
ぎ
会｣

　

・
湖
南
区…

｢

湖
南
町
共
助
会｣
　

・
富
士
桜･

ス
バ
ル
区…

｢

富
士
桜･

ス
バ
ル
い
き
い
き
会｣
　

・
富
士
見
区…

｢

富
士
見
町
な
ご
み
会｣
　

・
浅
川
区…

｢

浅
川
健
康
体
操
の
会｣

　

・
南
台
区…

｢

南
台
や
す
ら
ぎ
会｣

　

・
富
士
区…

｢
富
士
区
い
き
や
り
会｣

◎　
　
　
　
　
　

…
区
毎
で
高
齢
者
サ
ロ
ン
実
施

　

・
大
嵐
区…

｢

大
嵐
区
い
き
い
き
サ
ロ
ン｣

　

・
長
浜
区…

｢

長
浜
絆
の
会｣

◎　
　
　
　
　

…

『
勝
山
福
祉
さ
く
や
会
』

　
　

高
齢
者
サ
ロ
ン
の
実
施
。

◎　
　
　
　
　
　
　

…

区
毎
で
、高
齢
者
サ
ロ
ン
実
施
。

　

・
富
士
ヶ
嶺
区…

「
富
士
ヶ
嶺
ふ
れ
あ
い
共
生
会
」

　

・
本
栖
区…

「
本
栖
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

　

こ
の
活
動
は
、民
生
・
児
童
委
員
、福
祉
委
員
、自
治
会
等
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
域
で
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
げ
ま
す
！

〜
近
隣
で
支
え
合
う
小
地
域
福
祉
活
動
〜

「
平
成
28
年
熊
本
地
震
義
援
金
」
を
募
集

『
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
の
集
い
』を
開
催

西
島
福
祉
レ
ク
研
究
舎
の
望
月
栄
司
さ
ん
を
迎
え
て

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ふ
れ
愛
か
ら
お
知
ら
せ

富
士
河
口
湖
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

河
口
地
区

大
石
地
区

小
立
地
区

船
津
地
区

勝
山
地
区

足
和
田
地
区

上
九
一
色
地
区

平成27年度
相談状況

ケ
ア
の
内
容
に
関
わ
る
事
項

２ 

件
２ 

件
０ 

件
３ 

件
２ 

件

個
人
の
嗜
好
選
択
に
関
わ
る
事
項

制
度･

施
策
・
法
律
に
関
わ
る
事
項

そ
の
他

要
望

　

平
成
28
年
４
月
14
日
の
熊
本
県
熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る
地
震

に
よ
り
、県
内
各
地
に
お
い
て
人
的
被
害
や
家
屋
の
倒
壊
な
ど
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
、熊
本
県
の
全
市
町
村
に
災
害
救
助
法
が
適
用
さ

れ
、今
後
、避
難
が
長
期
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

熊
本
県
共
同
募
金
会
で
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
を
支
援
す
る
た
め
、

義
援
金
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

■
受
付
期
間　

平
成
28
年
４
月
15
日（
金
）〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
月
30
日（
木
）ま
で

　

＊
肥
後
銀
行 

水
道
町
支
店

　
　
　

口
座
番
号　
（
普
通
）１
２
８
１
４
０
０

　
　
　

口
座
名
義　

 

（
福
）熊
本
県
共
同
募
金
会

　

＊
熊
本
銀
行 

花
畑
支
店

　
　
　

口
座
番
号　
（
普
通
）０
０
２
５
４
４
９

　
　
　

口
座
名
義　

 

（
福
）熊
本
県
共
同
募
金
会

　

※

右
記
以
外
の
銀
行
で
も
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

　

※

こ
の
義
援
金
は
、
所
得
税
及
び
、
法
人
税
の
税
制
優
遇
措
置
の

　
　

対
象
と
な
り
ま
す
。金
融
機
関
で
の
振
込
金
受
領
証
等
に
「
平

　
　

成
28
年
熊
本
地
震
義
援
金
募
集
要
綱
」を
添
え
て
、
確
定
申
告

　
　

時
に
提
出
く
だ
さ
い
。

　
　

要
綱
は
中
央
共
同
募
金
会
Ｈ
Ｐ
に
あ
り
ま
す
。

　
　

詳
し
く
は
町
社
協
事
務
局
に
問
合
せ
下
さ
い
。

　

■
問
合
せ
先…

山
梨
県
共
同
募
金
会
富
士
河
口
湖
町
分
会

　
　
　
　
　
　
　
（
富
士
河
口
湖
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
内
）

　
　
　
　
　
【
電　

話
】０
５
５
５―

７
２―

１
４
３
０

　
　
　
　
　
【
フ
ァ
ッ
ク
ス
】０
５
５
５―

７
２―

３
６
０
６

ひ     

ご  

ぎ
ん 

こ
う

く
ま 

も
と 

ぎ
ん 

こ
う

は
な 

ば
た   

し  

て
ん

す
い
ど
う
ち
ょ
う
し
て
ん
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～富士河口湖在宅医療推進協議会から～
　住み慣れた自宅での療養を望む住民の方が、希望する在宅ケアを受けられるように医療と介護の多職種が実際
にどのように連携を取って、みなさんの在宅ケアをサポートしているのか、昨年の７月号から事例を通して連載しな
がら関わりについてご紹介しています。

事 例
疾 患 名
本人の様子

経 過

脳梗塞　左片麻痺
意識はぼんやりしているが会話は可能。ベッドの起き上がり
に介助必要。少し介助されて車いすに乗る。食事は自分で食
べることができる。
排泄はおむつを使用している。
介護保険の申請をし、退院時にケアマネージャーを中心に
本人を含め各サービス担当者との話し合いにより、在宅での
生活環境を整え、管理栄養士の相談により食も進むように
なりました。主治医は近所の開業医の先生お願いすること
ができるようになり症状も安定してきました。出かける機会
が少なくなってしまい、お家で寝ていることが多くなり、足
の筋力が落ちてきて歩行時にふらつくことが増えてきまし
た。受診の際、主治医に相談し、訪問看護同様、指示書をも
らい理学療法士に関わってもらうことになりました。

Ａさん（男性・78歳）

リハビリの専門家で、主治医の指示
に基づき、ストレッチ・筋力トレーニ
ング・バランストレーニング・歩行練
習などを行います。
対象は、主に運動機能が低下した方
々ですが、原因さまざまであり、"病
気"や"けが"はもとより、"高齢"や"手
術"などにより体力や筋力が低下し
た方々も含まれます。
リハビリの専門家には、理学療法士
の他、作業療法士・言語聴覚士がい
ます。

◎理学療法士とは…

Aさんの場合、寝ている時間が多くなっていた為に、足の筋力低下・麻痺側の左膝が硬くなり膝の伸びきらない状況
がみられました。さらに歩行時には左足へ体重をかけにくく、ふらつきがありました。リハビリの目標は、筋力向上・
バランス能力の向上により、起きている時間が長くなる事・自宅内でふらつくことなく安全に生活できる事の２つにしま
した。具体的には、膝に対してのストレッチ・両足に対しての筋力トレーニング・ふらつきに対してのバランストレーニ
ングを実施しました。並行して自宅内での歩行練習・麻痺側の左半身を使用した日常生活動作活動訓練も行いました。
現在は、徐々にふらつきが軽減されてきており、起きている時間も多くなっている状況です。

◎理学療法士による訪問リハビリテーションの経過

病気や怪我が原因で生じた障害によって制限された日常生活活動を獲得・再獲得
するための訓練のことを指します。日常生活動作とは、寝る、起きる、座る、立ち上
がる、歩く（移動する）、食事をする、整容動作をする、排泄する、入浴する、更衣
するなどの基本的な動作が含まれます。

◎日常生活活動訓練（ADL訓練）とは…。

自宅にリハビリテーションスタッフ（理学療法士・作業療法士・言語聴覚士）が伺い、リハビリを行います。訪問リハ
ビリテーション事業所やリハビリスタッフが在籍する訪問看護ステーションがサービス提供事業所となります。

◎訪問リハビリテーションとは

今月は…理学療法士の紹介です。
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健康のまちづくり健康のまちづくり健康のまちづくり

　いつまでもいきいきと健康に自分らしく過ごすためには、元気なうちから予防することが大切です。運動機能の低
下をできるだけ予防し、いつまでも元気で生活できる体力と意欲を維持することを目指した「元気はつらつ教室」を
開催します。
　ボールや椅子、アンクル（足首に付ける重り）などを使い、全身運動とストレッチを組み合わせた運動機能向上
講座です。ぜひお申し込みください。

●タバコは百害あって一利なし。中でも肺がんは最もタバコとの関係が深い。
●1日に35本以上喫煙している人はタバコを吸わない人と比較すると約8.4倍、肺がんになる
　リスクがあり、予防には禁煙が欠かせません。

●やめたい、やめたいと思ってもなかなかやめられないのが「タバコ」。　　　　　
　それは意思が弱いからではなく、ニコチンに強い習慣性があり、身体的な依存や精神的依存もあるからです。

対　象：65歳～80歳位で「長距離の歩行が難しい」「痛みがあり、安静にしていたら体力が落ちてきた」等の 
　　　  運動機能が低下している恐れのある方　
　　　  ※今まで参加したことのない方が優先になります。
日　時：6月3日　から　毎週金曜日
　　　  教室参加時と終了時に体力測定を実施します。
期　間：参加した日から４か月間　
時　間：14：00～15：30
場　所：健康プラザ 2階 「来て！見て！実践室」
定　員：10名（定員になり次第締め切らせていただきます）
締　切：5月26日（木）
持ち物：水分補給のための飲み物
講　師：ARCA山梨　健康運動指導士　関本正志 先生

■6月開講　65歳からの筋トレ教室
元気はつらつ教室のご案内

　本当は「タバコをやめたい」と思っていませんか？

ＣＫＤ（慢性腎臓病）講演

 ■タバコは依存症の一種

「今日から始めるＣＫＤ予防」

●禁煙を精神的にだけ乗り越えようと思っても、ちょっとツライ。そんなときには、
　禁煙グッズを上手に利用してみるのも手です。
●主なものはニコチンパッチとニコチンガムです。まず喫煙という動作から離れること
　を可能にし、その後で精神的依存の治療をする、という禁煙プログラムにすれば、
　成功率もぐんとアップするでしょう。
●現在は、医療保険で禁煙治療がうけられます。ぜひ医療機関に相談してみましょう。

 ■禁煙補助薬を利用しよう
さあ、今日から

　禁煙チャレンジ
。

　禁煙チャレンジ
。

日時：平成28年6月3日（金）　午後2時
場所：勝山ふれあいセンター　１階ホール
講師：山梨赤十字病院　腎臓内科　
　　　　　　　　　　加藤　謙一　先生

内容：

申込み先：健康増進課　　0555-72-6037

①腎臓と塩分の関係を知ろう
②塩分を減らす工夫
③自分の舌の味覚判定

※事前に申込みが必要です。（当日参加も可能）

お問い合わせ・お申し込み　健康増進課 ☎ 72-6037

あなたの喫煙指数は？
１日あたりの喫煙本数　　　　本×喫煙年数　　　　年＝　　　　
※喫煙指数が200を超える場合は、ニコチンに対する依存性が高くなっています。

５月31日は世界禁煙デー

　いつまでもいきいきと健康に自分らしく過ごすためには、元気なうちから予防することが大切です。運動機能の低

膝や腰が痛くて
立ち上がりが大変
膝や腰が痛くて
立ち上がりが大変転ばないように

下半身の筋肉を
鍛えたい

転ばないように
下半身の筋肉を
鍛えたい

肩こりや足の疲れを
軽減したい

肩こりや足の疲れを
軽減したい
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『理解促進研修・啓発事業』
健康科学大学　健康科学部　福祉心理学科　古川　奨

今回は、臨床心理学と児童心理学をご専門とされ、健康科学大学で発達心理学の授業を担当されている
【瀧口綾准教授】に障害の特徴やかかわりのポイントについてわかりやすく解説して頂きます。

注意欠陥(欠如)多動性障害（ADHD）について特集します。

【認知症カフェあん・ど】が3月10日に無事開催され、当日は第1回目にもかかわらず11名の方に参加していただきました。
ゆったりとした空間の中、認知症と向き合う時間となりました。次回は5月12日（木）14時から16時までの予定です。場所
は今回も富士吉田市下吉田3－6－28の「LITTLE LOBOT 」です。多くの方のご参加をお待ちしております。席に限りが
ありますので、参加希望の方は「カフェ参加希望」と記入し、お名前・電話番号・参加人数を記載の上、FAX又はE-mailで
健康科学大学 教員 古川宛にご連絡をお願いいたします。
FAX　０５５５－８３－５２５３　E-mail　t-furukawa@kenkoudai.ac.jp

落ち着きがない、忘れ物が多い（不注意）、順番を待てな

い、せっかち（衝動性）、じっとしていられない、おしゃべり

（多動性）等、行動に特徴を持ちます。これらの特徴は、小

さい頃は元気な子と理解されやすいのですが、小学生にな

ると勉強や集団行動の中で困る場合もあります。小学校高

学年頃になると、ささいなミスを繰り返す、約束などをうっ

かり忘れる等の行動はありますが、見た目の落ち着きのな

さは減ってくることが多いです。

不注意優勢型：整理整とんが苦手で探し物が見つからな
い、ぼーっとしていることが多い等のタイプ、多動・衝動性
優勢型：ルールを守りにくい、手足をもじもじする、授業中
立ち歩く等のタイプ、混合型：両方の特徴を持つタイプがあ
ります。症状に合わせて、医師の診断で薬を使うこともあり

ます。薬をのむことで、集中力を高め、活動に取り組みやす

くなることが期待できます。大人になっても様々な症状はあ

りますが、生活上の工夫を取り入れることで症状とうまくつ

き合うことができ、多くの経験から生活のしやすさを身に付

けていきます。

マンガの「ドラえもん」に出てくるのび太とジャイアンが

ADHDだ、ときくと、驚かれるのではないでしょうか。精神科

医の司馬理英子氏は、二人の行動の特徴から不注意優勢型

を「のび太型」、多動・衝動性優勢型を「ジャイアン型」とし

ています。

それぞれのふるまいに「あれ？」と思う場面もありますが、

二人ともなんともにくめなく、人間味あふれる良さがありま

すね。

本人のわがままや努力不足、家庭のしつけなどによるものと

誤解され、本人や家族が苦しい思いをすることもあります。

ＡＤＨＤの原因は脳の働きの何らかのかたよりといわれて

いますが、詳しいことはよくわかっていません。

＊一番困っているのは本人です

うっかりがＡＤＨＤの行動の特徴です。例えば、学生の頃は

宿題を忘れる、大人になってからは会議の時間を忘れると

いった行動に対し、本人は「なぜ、忘れてしまうのかな？」と

感じています。そのため、本人にはまったく悪気はなく、叱っ

たり責めたりすることにはあまり意味がありません。また、

様々な行動に対し、まわりは「どうしてそんなことするの？」

と思うことがあるかもしれませんが、必ず理由があります。

その背景には「（話してはいけない時に）気づいたら話して

いた」といったように、してはいけないことをきちんと理解し

ていても、自然にからだが動いているということが多いよう

です。そのため、一番困っているのは本人であると周りが理

解することが大切です。

＊自分を大切に思えること
どのようにふるまえばいいのか分からないことが多いので、

具体的に行動の仕方を教えたり、一緒に考えたりする必要

があります。また、行動の特徴から、叱られるような場面が

どうしても多くなるため、自信をなくしやすく、孤立しやすい

ともいえます。得意なことを見つけてほめたり、少しがんば

ればできるような小さな目標を立て、できたらほめて達成感

を味わえるようにするなど、「自分ってなかなかやるじゃな

い！」という感覚をもてるような工夫も大

事になります。

この感覚は、早い時期からその子にあっ

たかかわり方をすることで得られるもの

です。

注意欠陥（欠如）多動性障害（ADHD）とは？ ADHDの原因は？

かかわりのポイント

ADHDの3種類のタイプ

のび太とジャイアン？

・・

・・・・
・・
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　新たな国民病として患者数の増加が予想されるCKDの予防と早期発見治療について、専門医の山梨赤十
字病院腎臓内科、加藤謙一先生にお話を伺いました。

　腎臓の機能の低下をどのように調べれば良いのか考えてみましょう。腎臓は体に不要な老廃物を尿として体の
外に捨てています。もし腎臓の働きが低下したら、うまく老廃物を尿として捨てることができなくなり老廃物は体
の中に溜まってしまいます。ですから血液を採取し老廃物の濃度が通常よりも上昇していれば、腎臓の働きが落
ちていることが分かるのです。健康診断や病院では、クレアチニンという筋肉の老廃物の血液中の濃度を測定し
ています。
　老廃物を尿として捨てるために腎臓の糸球体という部分がどれだけの量の血液（血漿）をろ過したかを、腎臓
の働きの量として数値化したのが糸球体ろ過量（glomerular filtration rate: ＧＦＲ）です。この糸球体ろ過量
（ＧＦＲ）は実際に測定するのは難しいため、クレアチニンの値と年齢、性別から計算で推定します。これを推定
糸球体濾過量（estimated ＧＦＲ：ｅＧＦＲ）と呼びます。ｅＧＦＲの低下は腎機能の低下を意味していて、ｅＧＦ
Ｒが６０未満になりそれが３ヶ月以上続けば慢性の経過と判断され慢性腎臓病（ＣＫＤ）に該当します。

　健康診断では尿検査が行われます。何を調べているかというと、主に蛋白が出ているか、潜血反応があるかを
調べています。通常の尿蛋白は－から＋/－で、１＋以上は異常と判断されます。１＋から２＋くらいの尿蛋白で
は症状はありませんが、尿の泡立ちを感
じることがあるかもしれません。
　尿検査で蛋白が出ているということ
は、何らかのダメージが腎臓にあること
を示しています。ですからその状態で放
っておくと、徐々に腎臓の働きが落ちて
くる可能性があります。また、大切な
血液中の蛋白質が失われてしまうため、
血管の状態が悪くなり心筋梗塞になり
やすくなります。これらから尿蛋白の有
無を調べることはとても大切と考えら
れ、尿蛋白が３ヶ月以上続けば例え腎
臓の働きが正常であったとしても慢性
腎臓病（ＣＫＤ）に該当することになり
ました。

　症状の有無にかかわらず健康診断などで血
液と尿検査を受けなければ、慢性腎臓病（ＣＫＤ）
かどうかを判断できないことがお分かりいただ
けたでしょうか。早期発見のためには、まずは検
査を受けていただく必要があります。
　最近山梨県では新規の透析患者さんを減ら
すため、行政から慢性腎臓病（ＣＫＤ）予防推
進事業が始まりました。山梨県の病診連携シス
テムでは、かかりつけ医と腎臓専門医が密に連
携して腎臓病の診療を行います。この病診連携
医名簿は県ホームページにも公開される予定
です。気になる方や実際に健康診断で引っかか
ってしまった方は、かかりつけ医がいればまず
はかかりつけの医師にご相談ください。かかり
つけ医がいなくても、まずは通院しやすい近く
のクリニックや医院の医師にご相談ください。専
門医への紹介が必要と判断されれば、速やかに専門医のいる病院へ紹介されるシステムになっています。

CKDってなに？  特集

 問い合わせ　健康増進課　72-6037

第２弾『慢性腎臓病(ＣＫＤ)の早期発見と病院受診について

クレアチニンとｅＧＦＲとは？

尿蛋白（たんぱく）とは？

CKDの重症度分類

まずはかかりつけ医に相談を
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≪詳細お問合せ先≫　西湖いやしの里根場総合案内所
3月～11月　午前9時～午後5時　無休

12月～２月　午前9時30分～午後4時30分　水曜日定休日
TEL；0555-20-4677　URL http://www.fujisan.ne.jp/iyashi/

町民の皆様は無料で入場できますので、お気軽にお越し下さい。
その際、免許証などご住所の確認できるものをご提示下さい。

八丁目会 5月のおススメ！

地域に根差して…
根場地区の第８番目の“組”です！

からのお知らせからのお知らせからのお知らせ

陶と香のかやぬま

紙屋　逆手山房

大石紬と布の館

土あそび富士炉漫窯

ちりめん細工・つるし飾り

おもいで屋

食事処　里山

石挽き手打ちそば松扇

匠や

白檀と沈香の粉末と刻みと小割がそろいました。

新聞紙で兜をつくろう！

上質で丁寧な仕上りの日本の工芸品を揃えました。

端午の節句に陶器のカブトふくろう。

節句飾りと小物がたくさんあります。

山梨のお土産はどれもおいしい！

山野草の天ぷら

当店の鴨せいろをお召し上がりください。

ガラスと銅器の小物たち

匠や　企画展

硝子：斎藤ゆう
金工：斎藤みき

見晴らし屋に
あなたの作品を展示してみませんか？

「お蚕さん」を育てます！

可愛いネコちゃんの陶器置物を作ろう！
送料着払いガラスと金工展

～初夏を迎えて～
現在開催中～6月9日㈭

絵画や写真などの作品展を行っている見晴らし屋。
ここにあなたの作品を展示
してみませんか？
詳細につきましては、
いやしの里総合案内所
（℡：２０－４６７７）
までお問い合わせ下さい。

～茅葺き屋根越しの大空に泳ぐこいのぼりで邪気を祓い、
子ども達の成長を一緒に願いましょう！～

昔の根場地区及び日本の農村生活の再現を目指した取組みと
して「お蚕さん」を育てます。『養蚕室（ようさんむろ）』を使
って、6月上旬から行う予定です。

いやしの里の端午の節句
６月５日(日)まで開催

各棟をめぐるスタンプラリー参加で、ちょっぴりプレゼントを用意しています。
それぞれのオリジナルの端午の節句飾りを見学しながらお楽しみください。

作品は乾燥、素焼き、本焼き後50日以内に
お送りします。
日　程；5月15日(日)又は22日(日)　
　　　  ※いずれかの日でご希望の日と
　　　　  時間をご予約下さい。
料　金；町民特別価格 2,000円
時　間；30分から60分
完成品；300グラムの粘土でネコ
　　　  ちゃん1体を作ります。
予　約；土あそび富士炉漫窯(前田)
　　　  TEL;080(5024)2735



The Kawaguchiko Stellar Theater. The May issue.The Kawaguchiko Stellar Theater. The May issue.The Kawaguchiko Stellar Theater. The May issue.

河口湖
ステラシアター通信

5月号

2016 イルカwith Friends Vol.12

スターダスト☆レビュー with んなアホなホーンズ 
　　　　　　　in ステラシアター

いよいよステラシアターの音楽に満ち溢れたシーズンがやってきました！
今年も皆さまにお楽しみいただけるコンサートが目白押しです！！

45th Anniversary

～我が心の友へ～
■日　時：2016年7月23日（土）　※可動屋根を設置し開催
　　　　  開場／PM2：00 　開演／PM3：00
■会　場：河口湖ステラシアター（野外音楽堂）　　　　
■出　演：イルカ（ＩＵＣＮ国際自然保護連合親善大使）
　　　　 〈ゲスト〉
　　　　　伊勢正三、ビリーバンバン、コロッケ、神部冬馬
　　　　　　　　　　　　　ダイアモンド　ユカイ
　　　　 〈45周年記念司会アシスタント(お祝い出演)〉江原啓之
■料　金：全席指定 　一般／6,800円（会員／6,300円）

■一般発売：2016年5月14日（土） AM10：00～

■日　時：2016年7月16日（土） 　※雨天の場合は可動屋根を設置し開催
　　　　  開場／PM4：00 　開演／PM5：00
■会　場：河口湖ステラシアター（野外音楽堂）
■出　演：スターダスト☆レビュー
■料　金：全席指定　一般／6,700円（会員／6,200円）

■一般発売：2016年5月29日（日） AM10：00～

※３歳以下のお子様の入場はご遠慮願います。
　尚、観覧可能な母子室はございませんので、予めご了承ください。

※未就学児童の入場はご遠慮願います。
　尚、観覧可能な母子室はございませんので、予めご了承ください。

Mt.FUJI楽園音楽祭2016

7月16日（土）開催のスターダスト☆レビュー公演の町民限定の特別先行予約を受付いたします！！
詳細につきましては、下記をご確認ください。

◆受付日時：2016年5月23日（月）　AM10：00～PM5：00
◆受付方法：電話予約のみ　☎72-5588
◆受取方法：窓口引換のみ　※ステラシアターチケットセンター窓口にお越しください。
◆受取期間：2016年6月1日(水)～10日（金）　AM9：00～PM5：00（※火曜日、祝翌日休館）

一般発売のお知らせ

町民特別先行予約決定

35th Anniversary
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このページについてのお問合せは、河口湖ステラシアター  ７２－５５８８までどうぞ

&
♪自然の香りが響きわたる♪

河口湖円形ホール河口湖円形ホール河口湖円形ホール
♪優しい音が湖風に舞う♪

http://www.stellartheater.jp/

■日　時：2016年6月12日（日）　
　　　　  開場／PM3：00 　開演／PM3：30
■会　場：河口湖ステラシアター（野外音楽堂）　　　　
■出　演：リオ・アメリカーノ高校コンサートバンド＆ジャズバンド
　　　　　やまなしジュニアオーケストラ
　　　　　河口湖南中学校吹奏楽部、吉田中学校吹奏楽部 
■料　金：入場無料　※入場時に入場整理券が必要となります。
■入場整理券配布先：河口湖ステラシアターチケットセンター窓口

■日　時：2016年7月3日（日） 　
　　　　  開場／PM3：00 　開演／PM3：30
■会　場：河口湖ステラシアター（野外音楽堂）　　　　
■出　演：オーケストラ・ジョヴェン・ダス・ジェライス
　　　　  台湾新生小学校、台湾新莊小学校
　　　　  やまなしジュニアオーケストラ
　　　　　 元ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団 第2ヴァイオリン首席奏者
　　　　  [スペシャルゲスト]ペーター・ヴェヒター
■料　金：入場無料　※入場時に入場整理券が必要となります。
■入場整理券配布先：河口湖ステラシアターチケットセンター窓口

■日　時：2016年7月2日（土）
　　　　　開場／PM4：30　開演／PM5：00
■会　場：河口湖円形ホール　　　
■出　演：ペーター・ヴェヒター（ヴァイオリン）
　　　　  後藤泉（ピアノ）
■曲　目：W.A.モーツァルト／ヴァイオリン・ソナタ 変ホ長調 KV380
        　　F.シューベルト／ヴァイオリンとピアノのための幻想曲 ハ長調 D934 op.159
　　　　　R.シュトラウス／ヴァイオリン・ソナタ 変ホ長調 op.18
■料　金：一般／3,500円（会員3,100円）　高校生以下／1,500円（会員1,300円）
■一般発売：2016年5月21日(土)AM10：00～

国際青少年交流音楽祭 Vol.1
富士山河口湖音楽祭2016　プレ企画

国際青少年交流音楽祭 Vol.2

ペーター・ヴェヒター　ヴァイオリンリサイタル

富士山河口湖音楽祭2016　プレ企画

一般発売のお知らせ

富士山河口湖音楽祭2016 開催決定！！

河口湖円形ホール～ウィーンの香り2016　元ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団 第2ヴァイオリン首席奏者

ピアノ／後藤泉
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アンケートにご協力ください
Q1 町からの情報の入手方法は？

Q3 広報誌は…

広報誌 ・ ＣＡＴＶ ・ 町公式ホームページ ・ フェイスブック ・ メルマガ・ 
回覧・公民館などの掲示やチラシ・ その他（　　　　　　　　）

Q2 広報誌の入手方法は？
自治会配布 ・ 銀行やコンビニ等 ・ 町役場や出張所 ・ 
その他（　　　　　　　　）

すべて読んでいる ・ 関心のある分野のみ ・ 読んでいない

Q4 広報誌の情報量は　多い ・ ちょうどよい ・ 少ない

Q5 今月号の広報誌で必要ないと感じた記事とその理由

Q6 今月号の広報誌で役に立った記事とその理由

Q7 こんな面白い人がいる、取り上げてほしいことがあるなどの情報や、
広報誌に関するご意見、要望などご自由にお書きください

アンケートの答え・年齢・性別・地区（プレ
ゼントを希望の場合は住所と名前必須）
を明記し、点線で切り取り、はがきに張り
付けるか、メールで下記連絡先の政策財
政課までお送りください。
いただいた情報は厳重に管理し、目的以
外には使用いたしません。

〒401-0392　
山梨県南都留郡富士河口湖町船津1700
　富士河口湖町役場
  　　政策財政課　広報担当　渡辺宛
e-mail:seisaku@town.fujikawaguchiko.lg.jp

回答方法

アンケート回答先
………………………………………

お答えいただいた方の中から、
抽選で10名様に

を差し上げます。

特製ふじぴょんタンブラー
（500ml）

※当選者は発送をもって
　　かえさせていただきます。
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5月11日㊌・25日㊌今月の相談日 時間:午後1時30分～／午後2時30分～　　場所:中央公民館  第2会議室

問合せ・申込み先　生涯学習課 【７２－6053】

女性なんでも相談のお知らせ（毎月第２･第４水曜日）

育児・心の悩み・身体の事など。お気軽にご相談下さい。相談は予約制（無料）です。

～災害を体験した方のエピソード～ 「一日前プロジェクト」

内閣府「一日前プロジェクト」　http://www.bousai.go.jp/kyoiku/keigen/ichinitimae/　総務課防災係　℡７２－１１１２

―平成19年新潟県中越沖地震（平成19年7月）― （柏崎市 20代 男性）

『そんなところで寝ていちゃ、ダメ ～家具の配置に要注意～』　

　前の日の夜が仕事で遅くて、その時間までまだ寝ていたんです。最初軽く揺れ出して、「あ、また地震

だな。まあ、いつものことだから」と思って、そんなに慌てもしなかったんですけど、すぐにクレーン車か

何かが突っ込んで来たんじゃないかと思うほどの揺れになりました。

　で、あわてて、パジャマのまま、２階の部屋の窓から１階の屋根の上に飛び出たんです。「上から２階の屋根のかわらが落ちて

きたりして、かえって危ないよ」とあとで人に言われたんですけど、その時は夢中でした。

　私が寝ていた場所というのは、頭のほうにテレビが置いてあって、足元には冷蔵庫が置いてありました。やっと揺れがおさまっ

て、振り返って自分の部屋の中を見たら、テレビと冷蔵庫が自分の寝ていた場所にドン、ドンと転がっていたのです。

　それを見て、「逃げてよかったな」と思うと同時に、「そんなところで寝ていちゃいけないな」と思いました。



お問い合わせ　■総務課　0555-83-5200（代表）　　■入試広報課　0555-83-5240
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●町民福祉館ふじやま　 午前10時～12時　  　 ●勝山出張所　 午後1時～3時
5月20日㈮

●町民福祉館ふじやま　 午前10時～午後2時
●勝山出張所　 午後  1時～ 4時

　 ●足和田出張所　　 午後1時～4時
　 ●上九一色出張所　 午後1時～4時実施日

弁護士相談

行政相談
心配ごと相談

●相談は予約制です● ※相談日の４日前までに政策財政課  ℡ 72-1129まで連絡してください。
　相談は、1人20分間です。

富士吉田商工会議所3階

月～金曜日（祝日を除く） 午前９時～午後５時
多重債務相談　消費者問題相談 ほか

消費者問題のお悩みは

相談専用ダイヤル ℡0555－22－1577
富士吉田市消費生活センターへ

渡辺久美子 72－2849　 　 堀内 　洽　83－2304　　　 渡辺 秀樹　82－2424　 　 渡辺袈裟司　87－2316町の行政相談委員さん

http://www.kenkoudai.ac.jp
『健康大ブログ』好評発信中！

お問い合わせ　■総務課　0555-83-5200（代表）　　■入試広報課　0555-83-5240

℡055－253－2376

山梨県司法書士会総合相談センターの
司法書士無料相談（予約制）

健康科学大学の「旬」な情報を毎月発信いたします健康科学大学の「旬」な情報を毎月発信いたします

毎月第４火曜日　午後１時～４時　　富士山駅ビル(Ｑ－ＳＴＡ) 地下１階
予約受付　月～金曜（祝日除く）　　午前９時～午後５時
　相続・遺言・成年後見・登記に関する相談、家・土地に関する相談　
　会社に関する相談、借金・日常生活のトラブルに関する相談 ほか

　　26,398人
(－103)

 12,927人
(－34)

 13,471人
　(－69)

 9,984　
(＋1)

人口

男

女

世帯

お
し
あ
わ
せ
に

（
結
婚
）

堀
内
　
仲
子
　
92
歳
　
堀
内
　
龍
成
　
大
石

小
林
よ
う
子
　
90
歳
　
小
林
　
恒
雄
　
勝
山

渡
辺
　
久
江
　
87
歳
　
渡
辺
　
美
男
　
西
湖
南

天
野
　
　
篤
　 

＝
　 

加
澤
み
の
り
　
船
津

志
村
　
大
地
　 

＝
　 

渡
邊
　
夏
代
　
小
立

堀
内
　
宣
栄
　 

＝
　 

渡
　
エ
リ
ナ
　
河
口

世
帯

人のうごき人のうごき

4月１日現在の
人口・世帯

日
　
時   

５
月
25
日 (

水)

　
　
　

   

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
（
12
時
か
ら
午
後
１
時
は
昼
休
み
）

場
　
所   

河
口
湖
商
工
会

問
合
せ   

日
本
年
金
機
構 

大
月
年
金
事
務
所

　
　
　

   

☎
０
５
５
４（
２
２
）３
８
１
１

日
　
時　

５
月
24
日 (

火)

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　

  

（
12
時
か
ら
午
後
１
時
は
昼
休
み
）

会
　
場　

山
中
湖
村
役
場

問
合
せ   

日
本
年
金
機
構 

大
月
年
金
事
務
所

　
　
　

   

☎
０
５
５
４（
２
２
）３
８
１
１

相
談
日　

６
月
５
日（
日
）

時
　
間　

午
前
10
時
〜
12
時

場
　
所　

町
民
福
祉
館
ふ
じ
や
ま　

２
階

問
合
せ　

町
社
協（
７
２ 

ー 

１
４
３
０
）

そ
の
他　

写
真
、身
分
証
を
持
参
す
る
こ
と
と
、

　
　
　
　

  

な
る
べ
く
ご
本
人
が
来
所
し
て
く
だ
さ
い
。

富
士
河
口
湖
町
結
婚
相
談
所
で
は
、毎
月
１
回

「
結
婚
相
談
日
」を
設
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※産業会館建て替えのため4/1より移動しました

―平成28年度入学式 挙行―
　平成28年4月4日(月)にハイランドリゾートホテル＆スパにて、平
成28年度健康科学大学入学式が挙行され、健康科学部14期生と
看護学部１期生合わせて271名が緊張した面持ちで入学いたしま
した。
　当日は、遠方からも多くの保護者の皆様、富士河口湖町をはじ
め周辺市町村関係者、教育関係者、医療・福祉関係者など多くの方
々にご列席いただきました。また、渡辺喜久男町長からは、新入生
へ歓迎のご祝辞を頂戴いたしました。お忙しいところご列席いた

だき、心よりお礼申し上げます。
　式典では、福祉心理学科1年生の羽田柚有紀さん（桂高校出身）が新入生を代表し、「こ
れからは、本学の学則に従い、人間としての誇りと自信を持って、多くの学友と共に、学業
と人間形成に励むことを誓います。」と力強く宣誓をしました。
　また、理学療法学科4年生の清水広海さん（学友会会長）が在学生を代表し、「四年間
という限られた時間を皆さんの人生にとって、有意義なものにしていってほしいと思いま
す。」と歓迎の辞を述べました。
　新入生の皆さんにはこれからの4年間、学業はもちろん、サークル活動、ボランティア
活動など大学時代にしかできないかけがえのない体験をたくさんしてもらいたいと思いま
す。町内の皆様も本学の学生さんたちをどうか暖かく見守っていただきたいと思います。

福祉心理学科 羽田柚有紀さんによる
新入生代表宣誓

在学生歓迎の辞を述べる
学友会会長 清水広海さん

 もっと知りたい！

健 康 大
 もっと知りたい！

健 康 大
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☎２３－４４４４ (富士五湖消防本部テレフォンサービス)
☎055-224-4199 (山梨県救急医療情報センター)

「広報富士河口湖」は資源保護とリサイクル促進のため再生紙を使用しています。

24時間対応 休日・夜間の救急医の問い合わせ先

 熊本県菊池市へ救援物資運搬～表紙の写真～

平成２８年経済センサス－活動調査を実施します

総務省・経済産業省・都道府県・市区町村

　総務省と経済産業省は、平成２８年６月１日現在で、「平成２８年経済センサス‐活動調査」を実施します。こ
の調査は、平成２６年に実施した「経済センサス‐基礎調査」や平成２７年に実施した「企業構造の事前確認」に
よって得られた事業所や企業の情報を活用して、売上高や経理項目の把握に重点を置いて実施します。
　調査票は、都道府県知事が任命した調査員がお伺いして直接配付するか、国が郵送します。調査員がお伺いす
る場合は、必ず「調査員証」のほか「従事者用腕章」を身に付けていますので、安心してご回答ください。

広報広報
ー自然と文化のかおるまちー

世界遺産のふるさと

ー自然と文化のかおるまちー

世界遺産のふるさと

ー自然と文化のかおるまちー

世界遺産のふるさと

をスマホで読もう
スマートフォンなどで使えるアプリ「i広報誌」で富士河口湖町の広報誌が読めます。
「いつでも」「どこでも」「お気軽に」広報富士河口湖をお楽しみください。

をスマホで読もう
スマートフォンなどで使えるアプリ「i広報誌」で富士河口湖町の広報誌が読めます。
「いつでも」「どこでも」「お気軽に」広報富士河口湖をお楽しみください。

　熊本県を中心に４月１４日から大規模な地震が多数発生している「平成
２８年熊本地震」では、甚大な被害が発生しています。まちかど情報局に
も掲載させていただきましたが、町では４月２２日に熊本県菊池市へ災害
救援物資の運搬に向かいました。
　今回の災害は、長期化することも懸念されていますので、町では引き続
き被災地の支援を続けて参ります。町内各施設にも義援金の募金箱を設
置しておりますので、ご協力をお願いいたします。
　災害はいつ起きるかわかりません。みなさまも防災意識を持ち、日頃の
備えをお願いいたします。

調査は、事業所の形態により、以下の２種類の方法のうち、いずれかで行います。
◎支社などがない単独の事業所には、調査員が訪問して調査票を配布　◎支社などがある企業等には、国が本社などに傘下の支社分の調査票をまとめて郵送

総務省・経済産業省・都道府県・市区町村からのお知らせです。
http://www.e-census2016.stat.go.jp/ 経済センサス2016 検索

ビルくんとケイちゃん

全国すべての事業所・企業が対象です。
ー調査票は平成28年5月末までにお届けします。ご回答、よろしくお願いいたします。ー
■この調査は統計法という法律に基づく基幹統計調査で、調査に回答する義務があります。　■回答いただいた内容は統計作成の目的以外（税の資料など）には、絶対に使用しません。

平成28年
6月1日

平成28年
6月1日

インターネットで
ご回答ください。

ぜひ

日本経済の未来は、あなたの調査票から。

全国すべての事業所・企業の
みなさまが対象です



町予算特集①

■
町
税　

　

町
税
に
つ
い
て
は
対
前

年
度
比
５
．１
％
増
の
40

億
６
３
６
６
万
９
千
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

増
額
の
主
な
要
因
は
、

個
人
・
法
人
の
町
民
税
と

固
定
資
産
税
の
増
額
が
見
込
め
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

■
地
方
譲
与
税

　

地
方
揮
発
油
譲
与
税
は
、国
が
徴
収
す
る
揮
発
油
税
な

ど
を
市
町
村
道
の
面
積
及
び
延
長
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
る

も
の
で
す
。

　

ま
た
、自
動
車
重
量
譲
与
税
は
、自
動
車
重
量
税
が
国

税
と
し
て
徴
収
さ
れ
、そ
の
収
入
の
一
部
が
市
町
村
道
の
面

町予算特集
平成２8年度予算

一般会計予算額一般会計予算額一般会計予算額

歳　入

歳入総額
１17億1,0００万円

町税
40億6,367万円
(34.7％)

地方譲与税
8,800万円(0.8％)

利子割交付金
500万円(0.0％)

配当割交付金
600万円(0.1％)

株式等譲渡所得割交付金
300万円(0.0％)地方消費税交付金

5億3,000万円
(4.5％)

ゴルフ場利用税交付金
4,500万円(0.4％)

自動車取得税交付金
1,300万円(0.1％)

地方特例交付金
1,200万円(0.1％)

地方交付税
23億0,000万円
(19.6％)

交通安全対策特別交付金
330万円(0.0％)

分担金及び負担金
1億1,610万円
(1.0％)

使用料及び手数料
9,774万円
(0.8％)

国庫支出金
9億6,899万円
(8.3％)

県支出金
5億2,425万円
(4.5％)

財産収入
1億2,376万円
(1.1％)

寄附金
5億0,000万円
(4.3％)

繰入金
4億1,227万円(3.5％)

繰越金
1億8,000万円
(1.5％)

諸収入
9,872万円(0.9％)

町債
16億1,920万円
(13.8％)

117    1,000117    1,000117    1,000億億億 万円万円万円
(前年度比 8億2,000万円増)

歳
入
の
内
容

歳入総額  117億1,000万円
前年度比較平成28度予算額款名称

町 税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
町 債
合 計 

40億6,367万円
8,800万円
500万円
600万円
300万円

5億3,000万円
4,500万円
1,300万円
1,200万円

23億0,000万円
330万円

1億1,610万円
9,774万円

9億6,899万円
5億2,425万円
1億2,376万円
5億0,000万円
4億1,227万円
1億8,000万円
9,872万円

16億1,920万円
117億1,000万円

1億9,892万円
0万円

100万円
100万円
0万円

6,000万円
500万円
0万円

240万円
△1億8,000万円

△70万円
△4,480万円
△7,325万円
1億3,637万円
3,169万円
6,790万円

5億0,000万円
△1,285万円
△7,000万円
△4,049万円
2億3,780万円
8億2,000万円

構成比
34.7%
0.8%
0.0%
0.1%
0.0%
4.5%
0.4%
0.1%
0.1%
19.6%
0.0%
1.0%
0.8%
8.3%
4.5%
1.1%
4.3%
3.5%
1.5%
0.9%
13.8%
100.0%

１ 

公
債
費

　

地
方
債
元
利
償
還
金　

15
億
６
２
７
４
万
５
千
円

　

公
債
費
は
、対
前
年
比
１
．５
％
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

合
併
特
例
事
業
等
の
推
進
に
よ
り
合
併
特
例
事
業
債
の
元

利
償
還
金
が
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、合
併
以
前
に
旧
団
体

で
行
わ
れ
た
起
債
の
償
還
が
終
了
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

公
債
費
の
伸
び
は
鈍
化
し
て
お
り
ま
す
。こ
の
合
併
特
例
事

業
債
の
元
利
償
還
金
に
つ
い
て
は
、償
還
額
の
70
％
が
普
通

交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、平

成
13
年
度
か
ら
の
交
付
税
制
度
の
見
直
し
で
、臨
時
財
政
対

策
債
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、臨
時
財
政
対
策
債

の
償
還
金
も
増
加
し
て
お
り
ま
す
が
、元
利
償
還
額
の
１
０
０

％
が
普
通
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※

臨
時
財
政
対
策
債　

地
方
の
一
般
財
源
の
不
足
に
対
処
す
る
た

　
め
、投
資
的
経
費
以
外
に
も
充
て
ら
れ
る
地
方
財
政
法
５
条
の

　

特
例
と
し
て
発
行
さ
れ
る
地
方
債
で
、本
来
地
方
交
付
税
と
し

　
て
自
治
体
に
交
付
さ
れ
る
額
の
一
部
に
つ
い
て
自
治
体
自
ら
に
地

　
方
債
を
発
行
さ
せ
て
調
達
す
る
も
の
。

２ 

諸
支
出

　

諸
支
出
金
は
、前
年
度
と
同
額
の
１
７
５
５
万
８
千
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、地
域
活
性
化
事
業（
旧
上
九
）に

よ
る
用
地
を（
旧
）山
梨
県
土
地
開
発
公
社
に
委
託
し
て
取

得
し
た
も
の
に
か
か
る
償
還
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。



町予算特集②

積
及
び
延
長
に
よ
っ
て
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

■
利
子
割
交
付
金

　

利
子
税
５
％
の
う
ち
、５
分
の
３
に
相
当
す
る
額
を
各

市
町
村
の
個
人
県
民
税
の
収
入
割
合
に
応
じ
て
市
町
村
に

交
付
金
と
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

■
配
当
割
交
付
金
及
び
株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金

　

金
融
証
券
税
制
の
軽
減
、簡
素
化
に
伴
い
、個
人
に
係
る

一
定
の
上
場
株
式
等
の
配
当
及
び
株
式
譲
渡
益
の
課
税
に

対
し
、県
が
徴
収
を
行
う
も
の
を
財
源
に
、そ
の
一
部
を
配

当
割
交
付
金
及
び
株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金
と
し
て

市
町
村
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

■
地
方
消
費
税
交
付
金

　

地
方
消
費
税
交
付
金
は
、地
方
消
費
税
の
一
部
を
財
源

と
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、消
費
税
率
の
改
定
に
よ

る
税
額
増
額
分
は
、17
分
７
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
交
付
金
の
交
付
基
準
は
、消
費
税
引
上
げ
前
の
従

来
分
は
、「
人
口
」と「
従
業
者
数
」の
割
合
で
按
分
し
、引
き

上
げ
に
よ
る
交
付
金
の
増
分
に
つ
い
て
は
、社
会
保
障
財
源

化
に
適
し
た
交
付
基
準
と
い
う
観
点
か
ら「
人
口
」の
み
で

按
分
交
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

■
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金

　

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の
一
部
を
ゴ
ル
フ
場
所
在
の
市
町
村
に

交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

■
自
動
車
取
得
税
交
付
金

　

自
動
車
取
得
税
額
の
一
部
を
市
町
村
に
国
県
道
の
面
積

・
延
長
に
よ
っ
て
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

減
額
分
に
つ
い
て
は
、消
費
税
の
引
き
上
げ
に
合
わ
せ
て

自
動
車
取
得
税
率
を
段
階
的
に
調
整
す
る
こ
と
に
よ
る
見

込
み
の
減
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

■
地
方
特
例
交
付
金

　

地
方
特
例
交
付
金
の
平
成
28
年
度
分
は
、減
収
補
て
ん

特
例
交
付
金
と
な
っ
て
お
り
、所
得
税
か
ら
住
民
税
へ
の
税

源
移
譲
に
伴
う
住
宅
取
得
控
除
関
係
の
減
収
を
補
て
ん
す

る
た
め
の
交
付
金
で
す
。

■
分
担
金
及
び
負
担
金

　

主
な
も
の
は
、保
育
所
の
保
育
料
と
な
っ
て
お
り
、総
額

１
億
１
６
１
０
万
２
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
地
方
交
付
税

　

普
通
交
付
税
は
、対
前
年
度
比
１
億
８
０
０
０
千
円
の

減
額
の
21
億
円
を
計
上
し
、特
別
交
付
税
と
合
わ
せ
て
、23

億
円
と
し
て
お
り
ま
す
。　

　

普
通
交
付
税
に
お
い
て
は
、合
併
算
定
替
の
縮
減
に
よ

る
減
額
分
と
し
て
約
１
億
７
千
万
円
の
減
額
が
あ
る
で
あ

ろ
う
こ
と
な
ど
を
見
込
み
、さ
ら
に
全
国
ベ
ー
ス
の
伸
び
率

を
適
用
し
た
参
考
資
料
及
び
実
績
額
を
も
鑑
み
計
上
し
て

お
り
ま
す
。

■
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金

　

道
路
交
通
法
の
反
則
金
の
一
部
の
額
が
交
通
事
故
件
数

や
市
町
村
道
の
延
長
距
離
等
に
よ
り
市
町
村
に
交
付
さ
れ

る
も
の
で
す
。

■
使
用
料
及
び
手
数
料

　

町
有
施
設
の
使
用
料
が
主
な
も
の
で
、温
泉
休
養
施
設

使
用
料
・・
蝙
蝠
穴
使
用
料
等
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

■
国
庫
支
出
金

　

16
．４
％
増
の
９
億
６
８
９
９
万
１
千
円
を
見
込
ん
で

お
り
ま
す
。

　

内
訳
は
、身
体
障
害
者
保
護
費
負
担
金
な
ど
扶
助
費
等

に
充
て
る
負
担
金
と
し
て
、約
５
億
４
千
万
円
と
な
っ
て
お

り
、補
助
金
で
は
、主
な
も
の
と
し
て
、社
会
保
障
・
税
番
号

制
度
の
導
入
に
要
す
る
補
助
金
約
１
千
百
万
円
や
地
域
生

活
支
援
事
業
費
等
補
助
金
な
ど
福
祉
関
係
事
業
に
充
て
る

も
の
が
、約
２
千
４
百
万
円
、普
通
建
設
事
業
に
充
て
る
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
、都
市
再
生
整
備
計
画
交
付
金

な
ど
約
３
億
７
千
万
円
と
な
っ
て
お
り
、補
助
金
の
合
計

は
、４
億
１
２
９
５
万
３
千
円
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

■
県
支
出
金 

　

６
．４
％
増
の
５
億
２
４
２
５
万
４
千
円
を
見
込
ん
で

お
り
ま
す
。

　

児
童
手
当
負
担
金
・
国
民
健
康
保
険
基
盤
安
定
制
度
負

担
金
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
基
盤
安
定
制
度
負
担
金
な

ど
の
負
担
金
が
、約
２
億
９
１
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

補
助
金
で
は
、主
な
も
の
と
し
て
、保
育
料
算
定
シ
ス
テ
ム

改
修
事
業
補
助
金
な
ど
福
祉
事
業
に
充
て
る
も
の
が
約
７

千
３
百
万
円
、乳
児
医
療
費
補
助
金
な
ど
衛
生
費
に
充
て

る
も
の
が
約
５
千
１
百
万
円
な
ど
で
総
額
２
億
１
０
９
７

万
７
千
円
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

■
財
産
収
入

　

１
２
１
．６
％
増
の
１
億
２
３
７
６
万
１
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

主
な
内
容
は
、財
産
貸
付
収
入
の
小
立
区
画
整
理
事
業

地
内
道
路
予
定
地
の
貸
付
収
入
が
６
千
９
５
０
万
７
千
円

と
な
っ
て
お
り
、利
子
及
び
配
当
金
が
、３
３
３
万
５
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
寄
附
金

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
増
収
を
見
込
み
、約
５
億
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
繰
入
金

　

３
．０
％
減
の
４
億
１
２
２
６
万
６
千
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　

基
金
繰
入
金
で
は
、建
設
事
業
へ
充
当
す
る
公
共
施
設

建
設
基
金
を
４
８
２
１
万
９
千
円
の
ほ
か
、合
併
特
例
事

業
債
の
償
還
の
為
、減
債
基
金
を
１
億
５
９
４
０
万
円
繰

り
入
れ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。



町予算特集③
　

ま
た
、各
地
区
の
財
産
区
か
ら
の
繰
入
金
を
総
額
２
億

４
６
４
万
７
千
円
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

■
諸
収
入

　

29
．１
％
減
の
９
８
７
１
万
５
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
も
の
は
、市
町
村
振
興
協
会
市
町
村
交
付
金
７
０

０
万
円
、蝙
蝠
穴
収
入
６
０
０
万
円
、い
や
し
の
里
事
業
等

収
入
１
３
８
０
万
円
、ご
み
袋
販
売
収
入
２
２
４
０
万
円

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
町
債

　

臨
時
財
政
対
策
債
を
対
前
年
度
比
４
６
０
０
万
円
減

の
４
億
４
４
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
お
り
、こ
れ
を
除
い
た

通
常
債
は
11
億
７
５
２
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
内
容
は
、町
道
登
山
道
線
道
路
整
備
事
業
、西
川

人
道
橋
整
備
事
業
、八
木
崎
公
園
整
備
事
業
、船
津
保
育

所
整
備
事
業
、大
石
紬
伝
統
工
芸
館
整
備
事
業
、町
民
体

育
館
耐
震
化
事
業
、河
口
湖
北
岸
地
整
備
事
業
、勝
山
公

民
館
整
備
事
業
な
ど
合
併
特
例
事
業
に
充
当
す
る
合
併

特
例
債
が
７
億
１
８
２
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、過
疎

対
策
事
業
債
を
１
億
２
３
５
０
万
円
と
民
生
債（
船
津
保

育
所
整
備
事
業
）を
１
億
２
７
５
０
万
円
、教
育
債（
船
津

小
学
校
建
設
事
業
）９
０
０
０
万
円
、辺
地
対
策
事
業
債

を
３
６
０
０
万
円
、公
共
事
業
等
債
を
６
７
５
０
万
円
、緊

急
防
災
・
減
災
事
業
債
を
１
２
５
０
万
円
起
債
す
る
こ
と

を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

目
的
別
歳
出
の「
款
」の
予
算
及
び
性
質

別
経
費
の
予
算
は
、別
表
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。こ
こ

か
ら
の
歳
出
予
算
の
内
容
に
つ
い
て
は
、事

業
の
目
的
を
わ
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
す

る
た
め
に
町
役
場
が
組
織
し
て
い
る
各
課
・

局
体
系
に
合
わ
せ
て
主
な
事
業
を
説
明
し

ま
す
。

【
資
料
に
つ
い
て
の
注
意
】

　

事
業
費
の
金
額
は
、千
円
単
位
で
表

示
し
て
お
り
ま
す
。千
円
未
満
を
四
捨

五
入
し
て
い
ま
す
の
で
、実
際
の
予
算

及
び
主
な
経
費
と
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、主
な
事
業
の
み
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
合
計
金
額
が
総
予
算
額

と
一
致
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

歳　出

歳出総額
１17億1,0００万円

議会費
9,512万円(0.8％)

諸支出金
1,756万円(0.1％)

予備費
1,000万円(0.1％)

総務費
16億9,713万円(14.5％)

農林水産業費
1億5,019万円(1.3％)

商工費
4億5,186万円(3.9％)

土木費
13億9,256万円
(11.9％)

消防費
5億2,437万円
(4.5％)

公債費
15億6,274万円(13.3％)

民生費
29億9,384万円
(25.5％)

教育費
14億9,629万円
(12.8％)

衛生費
13億1,835万円
(11.3％)

歳出総額  117億1,000万円
前年度比較構成比平成28度予算額款名称

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
公 債 費
諸 支 出 金
予 備 費
歳 出 合 計

9,512万円
16億9,713万円
29億9,384万円
13億1,835万円
1億5,019万円
4億5,186万円
13億9,256万円
5億2,437万円
14億9,629万円
15億6,274万円

1,756万円
1,000万円

117億1,000万円

△691万円
2億6,362万円
3億7,429万円
△1,794万円
1,570万円

△8,780万円
2億9,819万円
4,098万円

△3,653万円
△2,359万円

0万円
0万円

8億2,000万円

0.8%
14.5%
25.５%
11.3%
1.3%
3.9%
11.9%
4.5%
12.8%
13.3%
0.1%
0.1%

100.０%

歳
出
の
内
容

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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１ 

財
産
管
理
費　
１
８
，０
０
０
千
円

　

⑴
固
定
資
産
台
帳
整
備
策
定
事
業

　
　

１
８
，０
０
０
千
円

　
　

総
務
課
管
財
係
と
共
同
で
作
成
委
託
を
し
て
い
る
固

定
資
産
台
帳
整
備
・
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
策
定
業
務
の
２
箇
年
目
。　

　

平
成
27
年
１
月「
今
後
の
新
地
方
公

会
計
の
推
進
に
関
す
る
実
務
研
究
会
」

に
お
い
て
、「
統
一
的
な
基
準
に
よ
る
地

方
公
会
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
」が
取
り
ま
と
め

ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、総
務
大
臣
よ
り
、

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、統
一
的
な
基

準
に
よ
る
地
方
公
会
計
の
整
備
に
取
り

組
ま
れ
る
よ
う
、各
都
道
府
県
知
事
に

要
請
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、固
定

資
産
台
帳
の
整
備
を
行
う
も
の
。

 

２ 

企
画
政
策
事
業
費

　

 　
１
５
，６
０
９
千
円

　

⑴（
新
）第
２
次
富
士
河
口
湖
町

　
　
　
　

総
合
計
画
策
定
事
業

　
　
　
　
　
　
　

５
，１
０
０
千
円

　
　

平
成
30
年
度
か
ら
の
第
２
次
計
画

　
　

策
定
に
向
け
、町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　

調
査
の
実
施
、基
本
構
想
案
を
策

　
　

定
す
る
。 

　

⑵
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
関
係
事
業

　
　
　

１
，３
０
９
千
円 

 　
　

①
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
制
作
管
理
事
業

　
　
　

２
４
０
千
円 

 　
　

②
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
作
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
，０
６
９
千
円 

　

⑶
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
運
営
補
助
金 

１
，２
０
０
千
円

　
　

防
災
、観
光
な
ど
多
分
野
で
町
民
の
住
環
境
向
上
に

　
　

資
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局
の
運
営
を
補
助

　
　

す
る
。 

　

⑷
健
康
科
学
大
学
振
興
補
助
金　

 

８
，０
０
０
千
円

３ 

富
士
山
世
界
文
化
遺
産
保
全
推
進
事
業
費

　
　
６
，０
２
９
千
円

　

⑴
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
保
全
事
業

　
　
　

１
，８
０
０
千
円

　
　
（
新
）精
進
湖
村
浜
整
地
事
業　

１
，８
０
０
千
円

　
　
（
一
括
占
用
河
川
使
用
料（
精
進
湖
分
） 

４
７
２
千
円
）

　
　

構
成
資
産
で
あ
る
精
進
湖
の
世
界
遺
産
に
ふ
さ
わ
し

　
　
い
景
観
形
成
を
図
る
た
め
、官
民
協
働
の「
明
日
の
精

　
　

進
湖
創
造
協
議
会
」で
の
協
議
及
び「
明
日
の
精
進
湖

　
　

を
創
造
す
る
た
め
に―

目
標
及
び
手
法―

」に
基
づ

　
　

き
、環
境
調
査
を
実
施
の
う
え
、簡
易
整
地
を
行
う
。

　

⑵
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
関
連
負
担
金

　
　
　

４
，２
２
９
千
円

　
　

①
保
存
活
用
推
進
協
議
会
負
担
金

　
　
　
　

２
，２
１
４
千
円

　
　
　

保
全（
経
過
観
察
）と
活
用（
受
け
入
れ
体
制
整
備
）

　
　
　

策
の
実
施 

　
　

②
五
合
目
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議

　
　
　

会
負
担
金（
県
富
士
山
保
全
事
業
費
補
助
金
） 　

　
　
　
　

１
，７
４
３
千
円

　
　

③
五
合
目
救
護
所
設
置
運
営
負
担
金　

２
７
２
千
円

　
　
　
（
県
富
士
山
保
全
事
業
費
補
助
金
）

４ 

文
書
広
報
費　
１
６
，３
５
６
千
円

　

⑴
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
事
業

　
　

町
か
ら
の
情
報
や
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
掲
載
し
た

　
　
「
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
」を
作
成
し
、配
布
す
る
。

　
　

印
刷
部
数　

１
０
，０
０
０
部

　

⑵
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業　

１
０
，２
７
４
千
円

　
　

上
九
一
色
地
区
へ
整
備
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
に
よ

　
　

り
、情
報
格
差
の
是
正
を
図
る
た
め
、ま
た
地
上
デ
ジ

　
　

タ
ル
放
送
に
対
応
し
た
設
備
と
し
て
通
信
・
放
送
事

　
　

業
者
へ
貸
出
し
を
行
う
。

　
　

サ
ブ
セ
ン
タ
ー
及
び
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
保
守
、管
理 

　
　

電
柱
共
架
料（
東
電
１
，１
３
０
本
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
４
１
０
本
）

　
　
　
（
財
源
：
財
産
貸
付
収
入　

８
，０
７
０
千
円
）

事
業
概
要
説
明
書

政
策
財
政
課

前年度比較構成比平成28度予算額性質別経費
15億2,788万円
11億2,542万円
15億6,274万円
21億6,169万円
12,686万円

18億2,855万円
4億3,568万円

12億1,481万円
17億1,636万円
8億2,822万円
8億8,815万円

1,000万円
117億1,000万円

人 件 費
扶 助 費
公 債 費
物 件 費
維 持 補 修 費
補 助 費 等
積 立 金
投資及び出資金
貸 付 金
繰 出 金
普通建設事業費

補助事業
単独事業

災害復旧事業費
補助事業
単独事業

予 備 費
合     計

△6,435万円
3,602万円

△2,359万円
1,021万円
5,311万円
1,688万円

2億6,417万円

7,800万円
4億4,957万円
2億8,643万円
1億6,314万円

8億2,000万円

13.0%
9.6%
13.3%
18.5%
1.1%
15.6%
3.7%

10.4%
14.7%
7.1%
7.6%

0.1%
100.0%



７ 

い
や
し
の
里
運
営
事
業
費　
７
，２
９
６
千
円

　

⑴
い
や
し
の
里
借
地
料　

７
，２
９
６
千
円

１ 

土
木
総
務
費　
５
０
０
千
円

　

⑴
大
石
地
区
急
傾
斜
事
業
負
担
金　

５
０
０
千
円

　
　
　

１
０
，０
０
０
千
円×

５
％

２ 

道
路
橋
梁
総
務
費　
１
７
，５
４
３
千
円

　

⑴
道
路
安
全
対
策
工
事
費
等

　
　

①
Ｌ
Ｅ
Ｄ
外
灯
・
ポ
ー
ル
購
入　

２
，９
４
３
千
円

　
　

②
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
区
画
線
・
安
全
対
策
看
板
設
置

　
　
　

工
事　

５
，３
０
０
千
円 

（
新
）③
道
路
台
帳
整
備　

Ｇ
Ｉ
Ｓ
構
築　

９
，３
０
０
千
円

３ 

道
路
維
持
費　
２
４
６
，３
４
６
千
円

　

⑴
町
道
舗
装
補
修
工
事
、擁
壁
改
修
工
事
、除
雪
委
託
等

　
　

①
町
道
舗
装
、擁
壁
改
修
工
事
測
量
設
計
費

　
　
　
　

２
，５
０
０
千
円

　
　

②
町
道
舗
装
、擁
壁
改
修
工
事
等

　
　
　
　

４
６
，０
０
０
千
円

　
　

③
町
道
除
雪
作
業
委
託
料　

２
６
，０
０
０
千
円

　
　

④
除
雪
重
機
リ
ー
ス（
３
台
）　

３
，０
４
６
千
円 

（
新
）⑤
除
雪
重
機
リ
ー
ス（
１
台
）根
場
・
西
湖

　
　
　
　

８
０
０
千
円

　

⑵
橋
梁
長
寿
命
化
事
業 

　
　
（
財
源:

社
会
資
本
整
備
事
業
交
付
金
５
．５
／
10
）

　
　

①
橋
梁
定
期
点
検
委
託　

４
，８
０
０
千
円 

（
新
）②
橋
梁
修
繕
設
計
委
託　

３
，２
０
０
千
円

　

⑶
舗
装
修
繕
事
業

　
　

①
乳
ヶ
崎
線
他
４
路
線
舗
装
工
事

　
　
　
　

１
４
０
，０
０
０
千
円

　
　

②
工
事
に
伴
う
各
種
委
託
料　

１
０
，０
０
０
千
円

町予算特集⑤
　

⑶
行
政
番
組
放
映
委
託
事
業　

３
，４
３
２
千
円

　
　
　

役
場
の
情
報
と
町
の
出
来
事
を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

　
　

を
通
じ
て
紹
介
す
る
番
組
こ
う
ほ
う
富
士
河
口
湖
の

　
　

制
作
お
よ
び
放
送（
30
分
番
組
）

　
　
　

町
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
Ｆ
Ｍ
ふ
じ
や
ま
に
よ
る
全
国
放

　
　

送
特
別
番
組
放
送
お
よ
び
行
方
不
明
者
捜
索
用
放
送 

　

⑷
行
政
放
送
シ
ス
テ
ム
委
託
事
業　

９
６
０
千
円

　
　
　

防
災
行
政
無
線
放
送
の
内
容
を
中
心
と
し
た
緊

　
　

急
放
送
の
内
容
を「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
河
口
湖
」と
の

　
　

連
携
に
よ
る
Ｌ
字
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
放
映

　
　

す
る
。（
シ
ス
テ
ム
使
用
料
）　

　

 ５ 

広
報
誌
作
成
事
業
費　
９
，３
１
０
千
円

　

⑴
広
報
誌
作
成
事
業 

町
か
ら
の
情
報
や
行
事
、イ
ベ
ン

　
　

ト
及
び
出
来
事
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
広
報
誌「
広

　
　

報
富
士
河
口
湖
」を
毎
月
発
行
す
る
。

　
　

印
刷
部
数　

８
，０
０
０
部（
平
均
31
ペ
ー
ジ
） 

 

６ 

企
画
推
進
費　
２
７
５
，５
５
６
千
円

　

⑴
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
経
費（
２
名
）

　
　
　

８
，７
５
６
千
円

　
　

精
進
地
区
、本
栖
地
区
の
地
域
活
性
化
を
目
的
に
活

　
　

動
を
開
始
し
本
年
度
が
２
年
目
と
な
る
。本
事
業
に

　
　

従
事
し
な
が
ら
、あ
わ
せ
て
隊
員
の
定
住
・
定
着
を
図

　
　

る
。従
事
期
間
は
３
年
間
で
あ
る
。「
平
成
30
年
３
月

　
　

31
日
ま
で
」（
特
別
交
付
税
措
置
）

　

⑵
ふ
る
さ
と
納
税
者
謝
礼
品　

２
５
０
，０
０
０
千
円

　
　

富
士
河
口
湖
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を
行
っ
た
寄
附

　
　

者
に
対
し
て
地
域
の
特
産
品
、ホ
テ
ル
宿
泊
ク
ー
ポ
ン
券

　
　

等
を
謝
礼
品
と
し
て
お
送
り
す
る
。（
還
元
率
50
％
）

　

⑶
定
住
及
び
二
地
域
居
住
促
進
事
業

　
　
　

１
，２
０
０
千
円

　
　

ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
招
聘
事
業「
船
井
総
合

　
　

研
究
所
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
業
務
委
託
」

　

⑷
移
住
促
進
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金　

　
　
　

２
，０
０
０
千
円

　
　

空
家
の
有
効
活
用
と
移
住
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

　
　

に
空
家
バ
ン
ク
へ
登
録
す
る
条
件
で
上
限
２
０
０
千

　
　

円
の
補
助
を
行
う
。

　

⑸
新
築
住
宅
建
築
等
奨
励
事
業　

８
，０
０
０
千
円

　
　

定
住
を
促
進
し
、地
域
の
活
性
化
と
福
祉
の
向
上
を

　
　

図
る
た
め
、定
住
の
意
思
を
も
っ
た
新
規
転
入
者
の

　
　

住
宅
建
設
及
び
住
宅
団
地
の
造
成
に
対
し
助
成
金
を

　
　

交
付
す
る
。ま
た
、空
き
家
の
有
効
活
用
を
図
り
、移

　
　

住
や
二
地
域
居
住
を
推
進
す
る
。

　
　

新
築
住
宅
奨
励
金　

補
助
限
度
額
４
０
０
千
円　

　
　

予
定
件
数
18
件

　
　

住
宅
団
地
造
成
助
成
金　

補
助
限
度
額
８
０
０
千

　
　

円　

予
定
件
数
１
件 

　
　
（
財
源
：
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金（
地
域
住
宅

　
　
　

交
付
金
）

　
　

交
付
率
45
％　

１
，８
０
０
千
円
）

　

⑹
地
方
バ
ス
路
線
対
策
事
業　

４
，０
０
０
千
円

　
　

地
域
住
民
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、生
活
の
足
と
な

　
　

る
地
域
生
活
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
、バ
ス
運
行
事
業

　
　

者
に
対
し
支
援
す
る
。

　
　

対
象
路
線
５
路
線　

　
　

運
行
キ
ロ
数
延
べ
１
０
２
，９
０
７
．３
㎞ 

　

⑺
企
業
立
地
推
進
計
画
事
業　

１
，６
０
０
千
円

　
　

企
業
立
地
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
招
聘
事
業

　
　
「
船
井
総
合
研
究
所
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
業
務
委
託
」

７ 

電
子
計
算
費　
９
１
，８
５
３
千
円

　

⑴
電
子
自
治
体
構
築
事
業　

７
４
，９
４
１
千
円

　
　

行
政
事
務
の
効
率
化
を
推
進
し
、電
算
シ
ス
テ
ム
及

　
　

び
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
、通
常
業
務

　
　

に
対
応
す
る
。

　
　
　

電
算
業
務
シ
ス
テ
ム
保
守
委
託

　
　
　

基
幹
系
シ
ス
テ
ム
構
築
・
機
器
等
リ
ー
ス

　

⑵
電
子
市
町
村
シ
ス
テ
ム
及
び
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム

　
　

共
同
化
事
業　

５
，７
４
１
千
円

　
　

電
子
申
請
な
ど
の
山
梨
県
市
町
村
シ
ス
テ
ム
共
同
化

　
　

負
担
金
、コ
ン
ビ
ニ
で
の
住
民
票
、印
鑑
証
明
書
の
交

　
　

付
に
対
す
る
運
営
費
用
。

　
　

山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
、地
方
公
共
団
体
情

　
　

報
シ
ス
テ
ム
機
構
へ
の
負
担
金 

　

⑶
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
費　

　
　
　

９
，２
４
５
千
円

　
　

平
成
29
年
７
月
の
情
報
連
携
に
向
け
た
中
間
サ
ー
バ

　
　

ー
と
の
連
携
テ
ス
ト
等
を
実
施
す
る
。　

　
　
　

国
庫
補
助
事
業　

補
助
金
額　

 

６
，１
６
３
千
円

　
　
　

総
務
省
分　

２
，７
９
４
千
円　
　

　
　
　

補
助
率　

10
／
10

　
　
　
　
　
　
　
（
住
基
シ
ス
テ
ム
、宛
名
シ
ス
テ
ム
）

　
　
　

補
助
率　

２
／
３（
税
シ
ス
テ
ム
）↓
１
／
３
は
交

　
　
　
　
　
　
　

付
税
措
置

　
　
　

厚
生
労
働
省
分　

３
，３
６
９
千
円

　
　
　

補
助
率　

10
／
10（
国
民
年
金
）

　
　
　

補
助
率　

２
／
３（
一
般
シ
ス
テ
ム
分
）↓
１
／
３

　
　
　
　
　
　
　

は
交
付
税
措
置

　
　
　

↓
税
シ
ス
テ
ム
、一
般
シ
ス
テ
ム
分
交
付
税
措
置
対

　
　
　

象
額　

３
，０
８
２
千
円 

　

⑷
中
間
サ
ー
バ
ー
利
用
に
係
る
負
担
金

　
　
　

１
，９
２
６
千
円

　
　

中
間
サ
ー
バ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
利
用
に
係
る
負

　
　

担
金（
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
） 

　
　

 

　
　

補
助
率　

10
／
10

８ 

消
費
者
行
政
費　
１
，２
０
７
千
円

　

⑴
消
費
者
行
政
事
業　

　
　

富
士
河
口
湖
町
外
５
市
町
村
に
よ
る
消
費
生
活
広

　
　

域
相
談
窓
口
の
運
営
負
担
金 

９ 

国
際
交
流
事
業
費　
４
，７
５
２
千
円

　
　

富
士
山
世
界
遺
産
登
録
に
よ
り
外
国
人
来
訪
者
が

　

以
前
に
も
増
し
訪
れ
て
お
り
、町
民
が
日
頃
か
ら
外
国

　

人
や
外
国
語
に
触
れ
国
際
感
覚
を
養
え
る
よ
う
な
国
際

　

交
流
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
町
の
国
際
交
流
を
推
進



町予算特集⑥
　

す
る
。 
　

⑴
日
本
文
化
で
国
際
交
流
事
業　

３
０
０
千
円

　
　
　

西
湖
い
や
し
の
里
根
場
に
お
い
て
、昔
か
ら
行
わ
れ

　
　

て
い
る
日
本
の
文
化
、遊
び
を
、訪
れ
る
外
国
人
と
町

　
　

民
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
。（
財
源
：
体
験
料
）

　

⑵
駅
前
で
国
際
交
流
体
験
事
業　

62
千
円

　
　
　

河
口
湖
駅
前
に
お
い
て
、募
集
し
た
中
高
生
が
ボ
ラ

　
　

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
な
が
ら
訪
れ
る
外
国
人
に
対

　
　

し
て
簡
単
な
英
語
案
内
を
体
験
す
る
。 

　

⑶
幼
少
期
英
語
体
験
交
流
事
業　

40
千
円

　
　
　

外
国
人
講
師
が
保
育
所
へ
訪
問
し
、児
童
に
日
常

　
　

身
近
な
英
単
語
を
教
え
た
り
し
な
が
ら
、幼
少
期
か

　
　

ら
外
国
人
や
英
語
に
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
う
。 

　

⑷
オ
ン
ラ
イ
ン
、ア
ー
ト
交
流
委
託
事
業　

６
０
０
千
円

　
　
　

住
民
や
学
生
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ー
ト
交
流
、ま
た
絵

　
　

画
を
通
じ
た
国
際
交
流
を
委
託
し
実
施
す
る
。 

　

⑸（
新
）友
好
都
市
交
流
事
業　

３
，７
５
０
千
円

　
　
　

富
士
河
口
湖
町
と
外
国
友
好
都
市（
ス
イ
ス
、ツ
ェ

　
　
ル
マ
ッ
ト
）と
の
友
好
都
市
関
係
促
進
を
目
的
と
し
て

　
　

実
施
す
る
。 

10 

基
幹
統
計
調
査
事
業　
２
，４
２
１
千
円

　
　
（
財
源
：
県
委
託
金
） 

　

⑴
工
業
統
計
調
査　

20
千
円

　

⑵
学
校
基
本
調
査　

24
千
円

　

⑶
経
済
セ
ン
サ
ス　

２
，３
７
７
千
円

１ 

財
産
管
理
費　
１
２
，９
５
０
千
円

　

⑴
本
栖
公
民
館
周
辺
公
共
用
地
整
備
事
業

　
　
　

３
，８
５
０
千
円

　

 

　

本
栖
公
民
館
一
帯
の
公
共
施
設
の
解
体
・
整
地
を
行

　
　
い
、一
部
隣
地
と
の
境
界
壁
を
設
置
す
る
。旧
教
員
住

　
　

宅
解
体
、擁
壁
設
置
、不
要
木
伐
採

　

⑵（
新
）庁
舎
周
辺
改
修
等
工
事　

３
，１
０
０
千
円

　
　
　

庁
舎
前
通
路
の
舗
装
が
痛
ん
で
お
り
、横
断
歩
道

　
　

も
消
え
か
け
て
い
る
た
め
、改
修
を
行
う
。ま
た
、庁

　
　

舎
南
側
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
駐
車
ス
ペ
ー
ス

　
　

を
新
た
に
確
保
す
る
。

　

⑶
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画　

６
，０
０
０
千
円

　
　
　

平
成
27
・
28
年
度
で
財
政
係
と
共
同
で
作
成
委
託

　
　

を
し
て
い
る
固
定
資
産
台
帳
整
備
・
公
共
施
設
等
総

　
　

合
管
理
計
画
策
定
業
務
の
２
箇
年
目
。収
集
し
た
資

　
　

料
を
基
に
台
帳
整
備
、計
画
策
定
を
行
う
。

２ 

地
域
振
興
費　
６
，５
８
０
千
円

　

⑴
地
域
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業　

６
，１
０
０
千
円 

　
　
　

青
色
回
転
灯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
の
運
行
に
よ
り
、町

　
　

民
の
安
心
安
全
を
守
る
た
め
の
巡
回
警
ら
を
行
う
と

　
　

共
に
、小
中
学
校
下
校
時
の
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
実
施
、

　
　

町
有
施
設
や
湖
畔
駐
車
場
な
ど
も
廻
り
防
犯
意
識
の

　
　

向
上
を
図
る
。

　

⑵
地
域
共
助
支
援
事
業　

４
８
０
千
円

　
　
　

行
政
区
単
位
に
お
い
て
、避
難
所
や
防
火
水
利
、危

　
　

険
箇
所
の
位
置
な
ど
を
示
し
た
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し

　
　

て
い
た
だ
き
、災
害
時
の
地
域
住
民
の
一
括
し
た
情
報

　
　

源
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
う
。

３ 

常
備
消
防
費　
３
９
６
，２
８
５
千
円

　

⑴
常
備
消
防
負
担
金（
富
士
五
湖
消
防
本
部（
常
備
消

　
　

防
）の
運
営
費
に
か
か
る
負
担
金
） 

　
　
　

通
常
の
負
担
金
の
ほ
か
特
別
負
担
金
に
お
い
て
は
、

　
　

消
防
車
両（
調
査
、査
察
）の
購
入
、河
口
湖
消
防
署

　
　

耐
震
診
断
、西
部
出
張
所
内
壁
塗
装
な
ど
に
お
け
る

　
　

負
担
金
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

①
富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
負
担
金 

　
　
　
　
　

３
１
３
，１
９
２
千
円

　
　
　

②
富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防

　
　
　
　
　

特
別
負
担
金　

６
６
，５
５
８
千
円

　
　
　

③
富
士
五
湖
消
防
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
起
債
償
還

　
　
　
　
　

負
担
金　

１
６
，５
３
５
千
円

４ 

非
常
備
消
防
費　
３
，４
８
３
千
円

　

⑴（
新
）耐
切
創
性
手
袋
購
入

　
　
　
　
（
消
防
団
の
装
備
の
充
実
事
業
）

　
　
　
　
　

１
，３
４
８
千
円

　
　
　

消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実
強

　
　

化
に
関
す
る
法
律
を
受
け
、救
助
活
動
用
装
備
の
充

　
　

実
を
図
る
た
め
、消
防
団
に
装
備
品
と
し
て
耐
切
創

　
　

性
手
袋
を
購
入
す
る
。 

　

⑵（
新
）県
消
防
操
法
大
会
出
動
に
係
る
経
費

　
　
　
　
　

２
，１
３
５
千
円

　
　
　

平
成
28
年
度
開
催
さ
れ
る
山
梨
県
消
防
操
法
大

　
　

会
に
町
消
防
団
が
出
場
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
こ

　
　

と
か
ら
、練
習･

大
会
当
日
使
用
す
る
ホ
ー
ス
や
管
槍

　
　

等
を
を
購
入
す
る
。ま
た
、操
法
大
会
の
た
め
の
練
習

　
　

出
動
に
対
す
る
費
用
弁
償
、大
会
当
日
の
昼
食
代
。

５ 

消
防
施
設
費　
６
１
，３
６
５
千
円

　

⑴
防
火
水
槽
、消
火
栓
等
水
利
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　

９
，４
３
１
千
円

 

　
　

町
内
各
所
の
消
火
栓
の
新
設
及
び
老
朽
化
し
た
消

　
　

火
栓
の
更
新
を
行
う
。（
地
域
か
ら
の
要
望
に
よ
り
設

　
　

置
場
所
は
自
治
会
・
区
と
調
整
）水
道
管
の
新
設
な

　
　

ど
に
も
あ
わ
せ
て
実
施
す
る
。ま
た
、防
火
水
槽
の
修

　
　

繕
な
ど
、水
利
施
設
の
維
持
管
理
を
行
う
。

　

⑵（
新
）Ａ
Ｅ
Ｄ
リ
ー
ス（
消
防
団
の
装
備
の
充
実
事
業
） 

　
　
　
　

９
３
４
千
円　

　
　
　

消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実
強

　
　

化
に
関
す
る
法
律
を
受
け
、救
助
活
動
用
装
備
の
充

　
　

実
を
図
る
た
め
、各
地
区
の
消
防
車
輛
へ
全
12
台
の

　
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
配
備
す
る
。

　

⑶（
新
）足
和
田
分
団
大
嵐
詰
所
新
築
工
事

　
　
　
　

１
６
，０
０
０
千
円

　
　
　

足
和
田
分
団
大
嵐
詰
所
は
昭
和
40
年
代
に
新
築

　
　

さ
れ
、経
年
劣
化
や
老
朽
化
に
よ
り
破
損
が
著
し
く
、

　
　

ま
た
耐
震
性
の
問
題
や
土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
に
位

　
　

置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、新
た
な
場
所
に
詰
所
の
新
築

総
務
課



町予算特集⑦
　
　

を
行
う
。

　
　

①
詰
所
新
築
工
事
に
係
る
実
施
設
計･

監
理
業
務
委
託

　
　
　
　

１
，０
０
０
千
円

　
　

②
詰
所
新
築
工
事
、既
設
建
物
取
壊
し
工
事　
　
　

　
　
　
　

１
５
，０
０
０
千
円 

　

⑷（
新
）上
九
一
色
分
団
消
防
ポ
ン
プ
車
購
入

　
　
　
　

３
５
，０
０
０
千
円

　
　

消
防
団
車
輌
の
更
新
事
業 

　
　
　

上
九
一
色
分
団（
富
士
ヶ
嶺
）に
配
備
し
て
い
る
水

　
　

槽
付
消
防
ポ
ン
プ
車
は
平
成
３
年
度
購
入
し
て
い
る

　
　

が
、経
年
劣
化
や
老
朽
化
に
よ
り
破
損
が
著
し
い
た

　
　

め
更
新
を
行
う
。

６ 

災
害
対
策
費 

１
０
，０
９
２
千
円

　

⑴
備
蓄
食
糧
配
備
及
び
防
災
備
品
整
備
事
業

　
　
　

４
，０
９
２
千
円

　
　
　

備
蓄
倉
庫
等
に
備
蓄
し
て
い
る
食
糧
の
更
新
を
行

　
　

う
。ま
た
、ス
ペ
ー
ス
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト（
５
０
０
）と
災

　
　

害
用
濾
水
機（
１
台
）を
購
入
し
備
蓄
備
品
の
充
実

　
　

を
図
る
。

　

⑵（
新
）町
地
域
防
災
計
画（
改
訂
版
）策
定
業
務　
　

　
　
　

２
，７
０
０
千
円

　
　
　

平
成
25
年
３
月
策
定
さ
れ
た
町
地
域
防
災
計
画

　
　

を
改
定
す
る
。雪
害
対
策
や
地
震
災
害
時
の
火
災
想

　
　

定
、富
士
山
火
山
災
害
に
係
る
広
域
避
難
計
画
等
の

　
　

追
加
。

　

⑶（
新
）町
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
策
定
業
務

　
　
　

２
，７
０
０
千
円

　
　
　

今
後
想
定
さ
れ
る
大
地
震
や
富
士
山
火
山
噴
火
、

　
　

豪
雨･

豪
雪
な
ど
の
大
規
模
自
然
災
害
に
対
す
る
備

　
　

え
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、国
や
県
の
動
き

　
　

に
合
わ
せ
、町
に
お
い
て
も
強
靭
化
へ
の
取
り
組
み
を

　
　

進
め
る
こ
と
と
し
、災
害
に
強
く
安
心
し
て
暮
ら
す

　
　

こ
と
の
で
き
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
た
、町
強
靭
化

　
　

計
画
を
策
定
す
る
。28
年
度
は
体
制
づ
く
り
、基
礎
デ

　
　

ー
タ
収
集
、基
本
方
針
等
の
検
討
を
行
う
。

　

⑷
防
災
士
資
格
取
得
促
進
補
助
金　

３
０
０
千
円

　
　
　

地
域
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
活
躍
し
て

　
　

い
た
だ
く
防
災
士
の
資
格
取
得
を
促
進
す
る
た
め

　
　

に
、経
費
の
一
部
に
つ
い
て
補
助
を
す
る
。

　

⑸
自
主
防
防
災
マ
ッ
プ
作
成
費
補
助
金　

３
０
０
千
円

　
　
　

地
域
の
防
災
マ
ッ
プ
作
成
を
推
進
す
る
た
め
、経

　
　

費（
印
刷
費
）の
一
部
に
つ
い
て
補
助
を
す
る
。

１ 

児
童
措
置
費（
扶
助
費
） 

４
６
４
，４
０
０
千
円

　

⑴
児
童
手
当
支
給
事
業　

４
６
４
，４
０
０
千
円　

　
　

０
歳
〜
３
歳
未
満

　
　
　
　

６
７
５
人×

12
ヵ
月×

１
５
，０
０
０
円  

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
１
，５
０
０
千
円  

　
　

３
歳
以
上
〜
小
学
校
修
了
前（
第
１
子
・
第
２
子
）

　
　
　
　

１
，７
５
０
人×

12
ヵ
月×

１
０
，０
０
０
円 

 
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
１
０
，０
０
０
千
円 

 
　
　

３
歳
以
上
〜
小
学
校
修
了
前（
第
３
子
）

　
　
　
　

２
１
５
人×

12
ヵ
月×

１
５
，０
０
０
円  

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

３
８
，７
０
０
千
円 

 

　
　

中
学
生　

　
　
　

 

６
８
０
人×
12
ヵ
月×

１
０
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

８
１
，６
０
０
千
円

　
　

特
例
給
付（
所
得
制
限
該
当
）

　
　
　

 

２
１
０
人×

12
ヵ
月×
５
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

１
２
，６
０
０
千
円

１ 

水
道
費　
６
１
，２
０
７
千
円

　

⑴
水
道
事
業
特
別
会
計
補
助
金
事
業

　
　
　

２
０
，４
７
９
千
円

　
　

水
道
事
業
特
別
会
計
に
対
し
て
起
債
の
元
利
償
還
金

　
　

相
当
額
の
補
助
を
行
う
。

　

⑵
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
事
業

　
　
　

４
０
，７
２
８
千
円

　
　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
に
対
し
て
起
債
の
元
利
償

　
　

還
金
相
当
額
の
繰
出
し
を
行
う
。

１ 

賦
課
徴
収
費　
２
５
，６
４
０
千
円

　

⑴（
新
）Ｈ
30
年
度
基
準
評
価
替
業
務
委
託
事
業　
　

　
　
　
　

２
５
，６
４
０
千
円

　
　
　

固
定
資
産
税
の
土
地
と
家
屋
の
評
価
額
は
３
年
に

　
　
一
度
の
評
価
替
え
が
行
わ
れ
ま
す
。次
回
評
価
替
え
は

　
　

平
成
30
年
度
に
な
り
ま
す
が
、平
成
28
年
度
に
土
地

　
　

の
標
準
宅
地
鑑
定
評
価(

２
１
７
ポ
イ
ン
ト
）、路
線

　
　

価
鑑
定
評
価（
８
２
３
路
線
）を
行
い
平
成
30
年
度
の

　
　

評
価
替
え
を
行
う
。

１ 

社
会
福
祉
総
務
費　
５
０
８
，７
４
６
千
円

　

⑴
ふ
れ
あ
い
声
か
け
事
業　

８
，９
５
０
千
円

　
　

青
木
ヶ
原
樹
海
で
の
自
殺
防
止
を
図
る
た
め
の
水
際

　
　

対
策
。全
額
、県
補
助
事
業

　
　

監
視
員
３
名
を
雇
用
、コ
ウ
モ
リ
穴
管
理
事
務
所
を

　
　

拠
点
に
３
６
５
日
監
視
、保
護
活
動
を
行
う
。

　
　
（
財
源:

県
補
助
金 

10
／
10
）

　

⑵
手
話
通
訳
者
設
置
事
業　

２
，９
４
７
千
円

　
　

手
話
通
訳
者
を
雇
用
し
、聴
覚
障
害
者
の
相
談
支

　
　

援
、町
イ
ベ
ン
ト
や
講
演
会
で
の
手
話
通
訳
、来
町
者

　
　
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
を
行
う
。 

　
　

(

財
源:

国
１
／
２
、県
１
／
４　

２
，２
０
９
千
円)

　

⑶
介
護
給
付
・
訓
練
等
給
付
事
業　
　
　

　
　
　

３
１
８
，７
１
１
千
円

　
　

障
害
者
に
対
し
て
、訪
問
・
通
所
・
入
所
支
援
を
行
う
。 

　
　

(

財
源:

国
１
／
２
、県
１
／
４　
２
３
９
，０
３
２
千
円) 
　

⑷
地
域
生
活
支
援
事
業　

１
９
，７
２
０
千
円

住
民
課

水
道
課

税
務
課

福
祉
推
進
課



町予算特集⑧
　
　

障
害
者
に
対
し
て
、移
動
・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
日

　
　

中
一
時
・
相
談
支
援
を
行
う
。

　
　

ま
た
、障
害
者
に
対
す
る
虐
待
等
の
一
時
保
護
を
行
う
。

　
　

(
財
源:

国
１
／
２
、県
１
／
４　

１
４
，７
９
０
千
円) 

　

⑸
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業

　
　

８
０
，４
０
０
千
円

　
　

重
度
心
身
障
害
者
に
対
し
、医
療
費
の
助
成
を
行
う
。 

　
　

(

財
源:

県
１
／
２　

４
０
，２
０
０
千
円) 

　

⑹
生
活
困
窮
者
支
援
等
の
た
め
の
共
助
の
基
盤
づ
く
り

　
　

事
業　

８
，５
９
６
千
円

　
　

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
の
集
い
の
開
催

　
　

小
地
域
福
祉
活
動
の
推
進　

住
民
参
加
型
ま
ち
づ

　
　

く
り
事
業 

　
　

(

財
源:

国
基
準
額
の
１
／
２　

１
，４
２
０
千
円
）

　

⑺
心
身
障
害
児（
者
）福
祉
手
当
支
給
事
業

　
　
　

２
５
，０
８
２
千
円

　
　

障
害
者
手
帳
所
持
者
に
対
し
、等
級
に
よ
り
手
当
を

　
　

支
給
し
、福
祉
の
増
進
に
努
め
る
。

　

⑻
医
療
費
扶
助
費　

４
４
，３
４
０
千
円

　
　

①
自
立
支
援
医
療
費
助
成
事
業（
更
正
医
療
）　
　

　
　
　
　

４
３
，４
７
０
千
円

　
　

②
自
立
支
援
医
療
費
助
成
事
業（
育
成
医
療
）

　
　
　
　

８
７
０
千
円 

　
　
　

(

財
源:

国
１
／
２
、県
１
／
４　
３
３
，２
５
５
千
円)

２ 

老
人
福
祉
費　
６
２
，１
０
７
千
円

　

⑴
寝
た
き
り
・
認
知
症
高
齢
者
介
護
慰
労
金
支
給
事
業

　
　
　

３
，０
０
０
千
円

　
　

寝
た
き
り
・
認
知
症
高
齢
者
介
護
者
に
対
し
、慰
労

　
　

金
を
支
給
し
、介
護
者
を
労
う
。

　

⑵
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
支
援
事
業　

８
４
８
千
円

　
　

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
が
よ
り
長
く
、安
全
に
自
動
車

　
　

の
運
転
が
で
き
る
よ
う
、認
知
症
予
防
体
操
、ド
ラ
イ

　
　

ブ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
走
行
訓
練
等
を
実
施
す
る
。

　

⑶
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
助
成
事
業　

４
，４
１
６
千
円

　
　

各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
活
発
に
活
動
で
き
る
よ
う

　
　

補
助
金
を
給
付
し
、助
成
を
行
う
。

　

⑷
地
区
敬
老
会
開
催
助
成
事
業　

６
，０
０
８
千
円

　
　

各
地
区
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
敬
老
会
に
対
し
、補
助

　
　

金
を
給
付
し
、敬
老
会
開
催
の
助
成
を
行
う
。

　

⑸
老
人
日
常
生
活
用
具
給
付
貸
与
事
業　

６
５
２
千
円

　
　

介
護
保
険
法
、総
合
支
援
法
対
象
外
の
高
齢
者
に
対

　
　

し
、生
活
が
し
易
く
な
る
よ
う
、紙
お
む
つ
や
住
宅
用

　
　

火
災
警
報
器
な
ど
の
日
常
生
活
用
具
を
給
付
、貸
与

　
　

す
る
。

　
　

①
老
人
日
常
生
活
用
具
給
付
貸
与
助
成
金

　
　
　
　

１
０
０
千
円

　
　

②
住
宅
用
火
災
警
報
器
給
付
費

　
　

③
紙
お
む
つ
給
付
助
成
金　

５
５
２
千
円

　

⑹
敬
老
祝
金
給
付
事
業　

１
，９
３
０
千
円

　

⑺
社
会
福
祉
協
議
会
委
託
事
業　

２
０
，５
４
７
千
円

　
　

①
み
ん
な
で
支
え
る
地
域
福
祉
推
進
事
業

　
　
　
　

３
，３
５
２
千
円

　
　

②
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業　

４
，４
９
３
千
円

　
　

③
居
宅
介
護
施
設
指
定
管
理
事
業　

　
　
　
　

１
２
，７
０
２
千
円

　

⑻
医
療
費
扶
助
費　

２
４
，７
０
６
千
円

　
　

①
老
人
医
療
費
助
成
金　

２
０
０
千
円

　
　

②
老
人
ホ
ー
ム
入
所
助
成
金　

２
４
，５
０
６
千
円

３ 

児
童
福
祉
総
務
事
業
費　
２
６
，８
７
８
千
円

　

⑴
つ
ど
い
の
広
場
、フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
費

　
　
　

７
，０
１
７
千
円

　

⑵
発
達
相
談
事
業
費　

２
８
０
千
円 

　

⑶
ふ
れ
あ
い
児
童
ク
ラ
ブ（
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
）

　
　
　

１
７
，５
２
３
千
円

　

財
源
：
県
補
助
金 

９
，０
０
０
千
円（
放
課
後
児
童
健

　

全
育
成
事
業
）

　

児
童
ク
ラ
ブ
負
担
金　

２
，７
０
０
千
円

　

⑷
児
童
虐
待
関
連
支
援
事
業　

１
１
４
千
円

　

⑸
子
育
て
支
援
サ
イ
ト
運
営
事
業　

１
，９
４
４
千
円

４ 

母
子
福
祉
事
業
費　
１
５
，０
０
０
千
円

　

⑴
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
扶
助
等
事
業

　
　
　

１
５
，０
０
０
千
円

　

財
源:

県
補
助
金　

７
，５
０
０
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
）

５ 

保
育
所
事
業
費　
１
，０
４
１
，９
６
５
千
円

　

⑴
町
内
保
育
所
運
営
事
業
費　

５
９
８
，５
１
６
千
円

　
　

保
育
士
人
件
費
、給
食
材
料
費
等

　
　
　
（
入
所
予
定
児
童
７
５
８
名
）

　
　

保
育
料　

１
０
７
，６
１
６
千
円

　
　
　
（
管
外
受
託
分
含
む
）

　
　

財
産
区
繰
入
金　

２
，７
１
１
千
円

　

⑵
管
外
保
育
委
託
事
業
費　

２
２
，２
２
４
千
円

　
　

他
市
町
村
保
育
所
等
へ
の
園
児
保
育
委
託（
委
託
予

　
　

定
園
児
26
名
）

　
　

国
庫
負
担
金　

３
，０
０
０
千
円（
児
童
措
置
費
）

　
　

県
負
担
金　
　

１
，５
０
０
千
円（
児
童
措
置
費
）

　

⑶
私
立
保
育
所
運
営
扶
助
事
業
費　
３
９
，０
０
０
千
円

　
　

認
定
こ
ど
も
園
ド
リ
ー
ム
ツ
リ
ー
へ
の
入
所
児
童
運
営

　
　

扶
助
費 (

入
所
予
定
園
児
80
名
）

　

☆
上
記
の
財
源
内
訳

　
　

国
庫
負
担
金　

１
３
，０
０
０
千
円（
児
童
措
置
費
）

　
　

県
負
担
金　

 　

  

６
，５
０
０
千
円（
児
童
措
置
費
）

　

⑷（
新
）保
育
所
建
設
事
業
費　

３
８
２
，２
２
５
千
円

　
　

建
設
工
事
費　

２
６
９
，５
４
０
千
円

　
　

建
設
工
事
監
理
委
託
料　

６
，０
１
２
千
円

　
　

用
地
購
入
費　

 

１
０
６
，６
７
３
千
円

　

☆
上
記
の
財
源
内
訳

　
　

船
津
財
産
区
繰
入
金　

３
１
，８
７
５
千
円

　
　

合
併
特
例
債　

２
０
５
，９
０
０
千
円

　
　

保
育
所
施
設
整
備
事
業
債　

１
２
７
，５
０
０
千
円

　
　
一
般
財
源　

１
，６
９
５
千
円　
　
　



４ 

母
子
福
祉
事
業
費　
１
５
，０
０
０
千
円

　

⑴
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
扶
助
等
事
業

　
　
　

１
５
，０
０
０
千
円

　

財
源:

県
補
助
金　

７
，５
０
０
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
）

５ 

保
育
所
事
業
費　
１
，０
４
１
，９
６
５
千
円

　

⑴
町
内
保
育
所
運
営
事
業
費　

５
９
８
，５
１
６
千
円

　
　

保
育
士
人
件
費
、給
食
材
料
費
等

　
　
　
（
入
所
予
定
児
童
７
５
８
名
）

　
　

保
育
料　

１
０
７
，６
１
６
千
円

　
　
　
（
管
外
受
託
分
含
む
）

　
　

財
産
区
繰
入
金　

２
，７
１
１
千
円

　

⑵
管
外
保
育
委
託
事
業
費　

２
２
，２
２
４
千
円

　
　

他
市
町
村
保
育
所
等
へ
の
園
児
保
育
委
託（
委
託
予

　
　

定
園
児
26
名
）

　
　

国
庫
負
担
金　

３
，０
０
０
千
円（
児
童
措
置
費
）

　
　

県
負
担
金　
　

１
，５
０
０
千
円（
児
童
措
置
費
）

　

⑶
私
立
保
育
所
運
営
扶
助
事
業
費　
３
９
，０
０
０
千
円

　
　

認
定
こ
ど
も
園
ド
リ
ー
ム
ツ
リ
ー
へ
の
入
所
児
童
運
営

　
　

扶
助
費 (

入
所
予
定
園
児
80
名
）

　

☆
上
記
の
財
源
内
訳

　
　

国
庫
負
担
金　

１
３
，０
０
０
千
円（
児
童
措
置
費
）

　
　

県
負
担
金　

 　

  

６
，５
０
０
千
円（
児
童
措
置
費
）

　

⑷（
新
）保
育
所
建
設
事
業
費　

３
８
２
，２
２
５
千
円

　
　

建
設
工
事
費　

２
６
９
，５
４
０
千
円

　
　

建
設
工
事
監
理
委
託
料　

６
，０
１
２
千
円

　
　

用
地
購
入
費　

 

１
０
６
，６
７
３
千
円

　

☆
上
記
の
財
源
内
訳

　
　

船
津
財
産
区
繰
入
金　

３
１
，８
７
５
千
円

　
　

合
併
特
例
債　

２
０
５
，９
０
０
千
円

　
　

保
育
所
施
設
整
備
事
業
債　

１
２
７
，５
０
０
千
円

　
　
一
般
財
源　

１
，６
９
５
千
円　
　
　

町予算特集⑨

６ 

児
童
館
事
業
費　
１
１
，８
２
１
千
円

　

⑴
町
立
児
童
館
運
営
事
業
費　

１
１
，８
２
１
千
円

　
　

勝
山
児
童
館
、大
嵐
児
童
館
運
営

　
　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業 

　
　
（
財
源 
県
補
助
金　

３
，０
０
０
千
円　

児
童
ク
ラ

　
　

ブ
負
担
金　

１
，５
０
０
千
円
）

１ 

温
泉
休
養
施
設
費　
３
０
，２
８
０
千
円

　

⑴
船
津
温
泉
休
養
施
設「
芙
蓉
の
湯
」管
理
運
営
事
業

　
　
　

３
０
，２
８
０
千
円

２ 

高
齢
者
体
力
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
費　
３
４
，３
０
５
千
円

　

⑴「
健
康
プ
ラ
ザ
」管
理
運
営
事
業

　
　
　

３
４
，３
０
５
千
円

３ 

保
健
衛
生
総
務
費　
８
８
，４
５
５
千
円

　

⑴
休
日
夜
間
急
患
診
療
対
策
負
担
金

　
　
　

１
２
，１
７
４
千
円

　

⑵
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

　
　
　

７
６
，２
８
１
千
円

４ 

山
梨
赤
十
字
病
院
建
設
債
償
還
事
業

　
　
５
６
，５
１
６
千
円

　

⑴
長
期
療
養
型
病
床
群
建
設
負
担
金（
Ｈ
35
年
ま
で
）

　
　
　

３
９
，７
３
９
千
円

　

⑵
産
科
病
床
増
改
修
建
設
負
担
金（
Ｈ
41
年
ま
で
）　

　
　
　

１
６
，７
７
７
千
円

５ 

健
康
増
進
事
業　
５
，１
３
２
千
円

　

⑴
健
康
増
進
法
に
基
づ
く
、町
民
の
健
康
増
進
の
た
め

　
　
の
教
育
支
援
事
業　

５
，１
３
２
千
円

　
　
（
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
、歯
周
疾
患
検
診
、肝
炎
ウ
イ

　
　
ル
ス
検
診
、健
康
相
談
、健
康
教
育
等
）

　
　

補
助
率　

県　

基
準
額
の
２
／
３

６ 

母
子
保
健
事
業　
４
７
，８
１
４
千
円

　
　
　

母
子
保
健
法
の
も
と
乳
幼
児
の
健
や
か
な
成
長
と

　
　

妊
産
婦
、保
護
者
へ
の
支
援

　
　
　

妊
娠
期
か
ら
乳
幼
児
期
・
思
春
期
ま
で
の
健
康
管

　
　

理
事
業

　

⑴
乳
幼
児
健
診
、発
達
相
談
、母
親
学
級
、育
児
学
級
等

　
　
　

１
０
，１
５
９
千
円

　

⑵
妊
婦
一
般
検
診
事
業　

２
０
，５
１
７
千
円

　
　
（
14
回
＋
２
回〈
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
抗
体
検
査
、ク
ラ
ミ
ジ
ア

　
　

抗
原
検
査
〉）

　
　
（
平
成
28
年
度
か
ら
双
生
児
の
場
合
は
４
回
追
加
）

　

⑶
妊
婦
歯
科
疾
患
検
診
事
業　

９
３
２
千
円

　

⑷
小
児
フ
ッ
化
物
塗
布
受
診
券
交
付
事
業　
７
５
０
千
円 

　
　
（
１
歳
６
か
月
児
及
び
６
歳
児
を
対
象
）

　

⑸
養
育
医
療
給
付
事
業　

４
，０
０
５
千
円

　
　
（
未
熟
児
養
育
医
療
給
付
）　

　
　

補
助
率　

国
１
／
２　

県
１
／
４

　

⑹
よ
う
こ
そ
赤
ち
ゃ
ん
事
業（
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
）

　
　
　

５
，２
５
０
千
円

　
（
新
）（
平
成
28
年
度
か
ら
第
２
子
以
降
の
不
妊
治
療
費

　
　
　
・
男
性
不
妊
治
療
費
・
不
育
症
治
療
費
に
つ
い
て
も

　
　
　

助
成
対
象
）

　

⑺
小
児
救
急
医
療
事
業
負
担
金　

６
，２
０
１
千
円

７ 

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業　
９
６
，６
７
０
千
円

　
　
　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
寄
与
し
、保
護
者
の

　
　

医
療
費
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、高
校
３
年
生
ま
で

　
　
の
子
ど
も
に
関
す
る
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
。 

　
（
新
）(

平
成
28
年
度
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
を
高
校
３

　
　
　

年
生
ま
で
に
拡
充
）

　

⑴
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業　

９
６
，６
７
０
千
円

　
　

対
象
人
員　

４
，６
０
０
人

　
　
（
生
保
、重
度
医
療
、ひ
と
り
親
医
療
費
助
成
対
象
者

　
　

を
除
く
）

　
　

補
助
率　

県　

基
準
額

　
　
　
　
　
　
（
乳
幼
児
医
療
部
分
）の
１
／
２

８ 

健
康
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業　
４
，８
１
９
千
円

　
　

健
康
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
及
び
健
康
の
ま
ち
づ
く
り

　

計
画
に
基
づ
く
、栄
養
・
食
生
活
の
健
康
課
題
へ
の
取
り

　

組
み
と
し
て「
食
育
」を
推
進
す
る
た
め
の
道
し
る
べ
と

　

な
る
計
画
を
策
定
実
践
し
て
い
く
。

　

⑴
第
２
期
食
育
推
進
計
画
策
定
業
務
等

　
　
　

４
，８
１
９
千
円

９ 

予
防
接
種
事
業　
８
１
，３
４
４
千
円

　
　

感
染
の
恐
れ
が
あ
る
疾
病
の
発
生
や
ま
ん
延
を
予
防

　

す
る
た
め
、町
民
に
対
し
て
予
防
接
種
を
行
う
。予
防
接

　

種
法
に
基
づ
く
定
期
の
予
防
接
種
を
契
約
医
療
機
関
で

　
の
個
別
接
種
で
実
施
す
る
。

　

⑴
定
期
予
防
接
種
事
業　

８
０
，５
６
４
千
円

　

⑵
任
意
予
防
接
種
事
業　

７
８
０
千
円

10 

住
民
健
診
事
業　
３
３
，３
３
７
千
円

　
　

住
民
健
診
で
病
気
の
早
期
発
見
、早
期
治
療
、さ
ら
に

　

生
活
の
質
を
高
め
る
た
め
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
改
善
の
き

　
っ
か
け
と
な
り
、健
康
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
、町

　

民
が
健
康
な
生
活
を
送
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
住
民
健

　

診
を
実
施
す
る
。

　

⑴
基
本
健
診
及
び
特
定
健
診
追
加
分
等

　
　
　

７
，３
３
１
千
円

　
　
　
　

20
歳
か
ら
39
歳
、75
歳
以
上

　

⑵
が
ん
検
診
事
業　

２
２
，８
２
０
千
円

　
　

肺
が
ん
、乳
が
ん
、子
宮
が
ん
、胃
が
ん
、肝
が
ん
、大

　
　

腸
が
ん

　

⑶
が
ん
検
診
推
進
事
業　

３
，１
８
６
千
円

　
　
　

国
庫
補
助
事
業「
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
が
ん

　
　

検
診
推
進
事
業
」と
し
て
、乳
が
ん
、子
宮
が
ん
の
無

　
　

料
ク
ー
ポ
ン
券
を
交
付
し
、が
ん
検
診
推
進
事
業
を

　
　

実
施
す
る
。

　
　

国
庫
補
助
率　

基
準
額（
自
己
負
担
分
）の
１
／
２

健
康
増
進
課
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１ 
富
士
高
原
診
療
所
事
業
費　
８
，２
２
１
千
円

　
　

地
域
住
民
の
健
康
増
進
と
利
便
性
を
高
め
る
こ
と
を

　

目
的
と
し
て
、上
九
一
色
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
併

　

設
し
て「
富
士
高
原
診
療
所
」を
開
所
し
、週
に
一
度
内

　

科
・
小
児
科
の
診
療
を
行
う
。

１ 

環
境
衛
生
費　
５
，１
０
９
千
円

　

⑴
ご
み
減
量
化
推
進
事
業　

４
，５
１
７
千
円

　
　

資
源
ご
み
回
収
を
、自
治
会
に
し
て
も
ら
う
こ
と
に

　
　

よ
り
、ご
み
の
減
量
化
に
つ
な
が
る
た
め
各
自
治
会
に

　
　

報
償
を
支
払
う
も
の
。

　

⑵
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
推
進
事
業　

５
９
２
千
円

２ 

富
士
五
湖
聖
苑
運
営
事
業　
１
７
，５
７
３
千
円

　

⑴
広
域
火
葬
場
管
理
運
営
負
担
金　
１
７
，５
７
３
千
円

　
　

負
担
割
合
は
、人
口
割
70
％
と
均
等
割
30
％
で
聖
苑

　
　

全
体
の
運
営
に
係
る
費
用
で
す
。

 

３ 

合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
補
助
事
業

　
　
５
，９
８
４
千
円

　

⑴
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
補
助
事
業

　
　
　

５
，９
８
４
千
円

　
　

下
水
道
に
接
続
で
き
な
い
下
水
道
認
可
区
域
外
に
浄

　
　

化
槽
を
設
置
す
る
の
に
際
し
、国
、県
、町
で
各
３
分

　
　

の
１
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、美
し
い
豊
か
な
自
然
環

　
　

境
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

４ 

し
尿
処
理
事
業
費　
１
７
，４
９
８
千
円

　

⑴
青
木
ヶ
原
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
費
負
担
金

　
　
　

１
７
，４
９
８
千
円

　
　

年
間
投
入
量
８
，３
０
０
kl
の
内
、当
町
の
予
定
量
は

　
　

約
７
割
の
６
，０
０
０
kl
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

５ 

景
観
保
全
費　
１
５
，７
０
０
千
円

　

⑴
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
事
業

　
　
　

７
，５
０
０
千
円

　
　

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
推
進
し
、環
境
保
全

　
　

や
温
暖
化
防
止
を
図
り
、自
然
豊
か
な
環
境
に
や
さ

　
　

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
目
的
で
、太
陽
光
設

　
　

置
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
　

現
行
の
限
度
額
１
５
０
千
円
と
す
る
。

　

⑵
河
口
湖
治
水
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

　
　
　

８
，２
０
０
千
円

　
　

釣
り
客
か
ら
徴
し
た
遊
漁
税
を
、湖
畔
の
周
辺
の
ト

　
　

イ
レ
や
駐
車
場
整
備
す
る
た
め
に
河
口
湖
治
水
事
業

　
　

特
別
会
計
に
繰
り
出
す
も
の
。

　

⑶
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
策
定　

４
，０
０
０
千
円

　
　

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
20
条
の

　
　

３
項
に
基
づ
き
、町
が
管
理
運
営
す
る
施
設
の
温
暖

　
　

化
対
策
実
行
計
画
を
策
定
す
る
。

６ 

花
ト
ピ
ア
推
進
事
業　
１
３
，６
３
８
千
円

　

⑴
花
ト
ピ
ア
推
進
事
業　

１
３
，６
３
８
千
円

　
　

自
治
会
が
管
理
し
て
い
る
花
壇
の
肥
料
、花
壇
苗
と

　
　

町
が
管
理
し
て
い
る
花
壇
、緑
地
帯
の
除
草
作
業
を

　
　
シ
ル
バ
ー
に
委
託
す
る
も
の
。

７ 

清
掃
総
務
費　
４
８
２
，０
１
２
千
円

　

⑴
吉
田
焼
却
場
可
燃
ご
み
処
理
組
合
負
担
金　
　
　

　
　
　

２
８
０
，０
０
０
千
円

　
　

処
理
負
担
金
は
、４
市
町
村
の
搬
入
量
に
応
じ
て
積

　
　

算
さ
れ
る
も
の
で
、年
間
３
３
，７
０
０
ト
ン
を
見
込

　
　

ん
で
お
り
、当
町
の
予
定
量
は
全
体
の
約
33
パ
ー
セ
ン

　
　

ト
で
、年
間
１
１
，０
０
０
ト
ン
で
す
。

　

⑵
吉
田
焼
却
場
起
債
償
還
負
担
金　

　
　
　

１
６
１
，４
７
２
千
円

　
　

負
担
割
合
は
、人
口
割
、均
等
割
、処
理
量
の
合
算
に

　
　

基
づ
き
算
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

⑶
青
木
ヶ
原
ご
み
処
理
組
合
負
担
金

　
　
　

１
３
，１
６
１
千
円

　
　

年
間
２
１
０
ト
ン
を
見
込
ん
で
お
り
、当
町
の
予
定
量

　
　

は
全
体
の
約
64
パ
ー
セ
ン
ト
で
年
間
１
３
４
ト
ン
で
す
。

　

⑷
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
負
担
金

　
　
　

１
０
，０
４
５
千
円

　
　

廃
棄
物
を
県
内
で
処
理
す
る
た
め
の
建
設
及
び
維
持

　
　

管
理
の
負
担
金
で
す
。

　

⑸
指
定
ご
み
袋
作
製
事
業　

１
７
，３
３
４
千
円

　
　

可
燃
ご
み
袋
１
，４
２
０
，０
０
０
枚
と
不
燃
ご
み
袋

　
　

１
３
０
，０
０
０
枚
を
作
製
す
る
も
の
で
す
。

８ 

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
費

　
　

１
５
，８
３
４
千
円

　

⑴
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、リ
ュ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

　
　
　
１
５
，８
３
４
千
円

　
　

リ
サ
イ
ク
ル
及
び
リ
ュ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
全
体
の
運
営
に

　
　

係
る
費
用
。

９ 

塵
芥
処
理
費　

１
０
５
，９
５
２
千
円

　

⑴
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
処
理
委
託
事
業

　
　
　

４
５
，５
４
０
千
円

　

⑵
粗
大
廃
棄
物
搬
出
委
託
事
業　

３
２
，４
０
０
千
円

　

⑶
二
次
廃
棄
物
処
理
委
託
事
業　

２
０
，４
１
２
千
円

　

⑷
不
燃
処
理
施
設
等
補
修
工
事
費　

７
，６
０
０
千
円

１ 

農
業
振
興
事
業
費　

４
７
３
千
円 

　

⑴
実
験
農
場
及
び
遊
休
農
地
へ
の
試
験
栽
培
事
業

　
　
　

４
７
３
千
円

　
　

富
士
ヶ
嶺
実
験
農
場
及
び
遊
休
農
地
に
果
樹
や
野
菜

　
　

の
試
験
栽
培
を
行
い
地
域
特
栽
品
の
開
発
を
行
っ
て

　
　
い
く
。

２ 

畜
産
業
事
業
費　

４
，０
５
０
千
円

　

⑴
富
士
ヶ
嶺
フ
ァ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
開
催
事
業　

上
九
一
色
出
張
所

環
境
課

農
林
課



町予算特集⑪
　
　
　

８
０
０
千
円

　
　

富
士
山
と
広
大
な
草
原
、牧
場
が
与
え
る
牧
歌
的
な

　
　

雰
囲
気
は
、観
光
資
源
と
し
て
期
待
で
き
る
ほ
か
、畜

　
　

産
業
を
知
る
機
会
に
も
繋
が
る
と
し
て
、地
域
活
性

　
　

を
図
る
意
味
で
も
酪
農
と
観
光
を
結
び
付
け
都
市
と

　
　

農
村
の
交
流
を
促
進
さ
せ
る
。

　

⑵
家
畜
防
疫
対
策
補
助
事
業　

３
，２
５
０
千
円

　
　

家
畜
伝
染
病
の
発
生
予
防
と
蔓
延
防
止
を
図
る
た

　
　

め
、家
畜
の
予
防
接
種
を
生
産
者
が
行
っ
た
場
合
ワ

　
　

ク
チ
ン
接
種
料
金
の
１
／
２
を
補
助
す
る
。

 

３ 

農
地
事
業
費　

１
９
，８
８
１
千
円

　

⑴
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
負
担
事
業

　
　
　

１
７
，５
０
０
千
円

　
　

富
士
ヶ
嶺
地
区
の
生
産
基
盤
や
集
落
環
境
の
整
備
を

　
　

総
合
的
に
行
い
、畑
作
物
の
生
産
の
振
興
及
び
畑
作

　
　

経
営
の
改
善
・
安
定
を
図
る
。

　

⑵
遊
休
農
地
対
策
事
業　

２
，３
８
１
千
円

　
　

遊
休
農
地
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、船
津
、小
立

　
　

島
原
地
区
の
農
地
を
借
り
上
げ
、ふ
れ
あ
い
農
園
や

　
　

景
観
形
成
作
物
の
植
栽
を
行
い
環
境
保
全
と
農
地
の

　
　

有
効
活
用
を
図
る
。

４ 

水
田
営
農
活
性
化
対
策
事
業
費　

５
５
０
千
円

　

⑴
水
田
農
業
推
進
協
議
会
補
助
事
業
費　

５
５
０
千
円

　
　

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
推
進
と
こ
れ
を
円
滑

　
　

に
実
施
す
る
た
め
に
地
域
農
業
再
生
協
議
会
へ
補
助

　
　

す
る
。

５ 

林
業
振
興
事
業
費　

１
４
，４
９
２
千
円

　

⑴
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業　

１
０
，２
９
８
千
円

　
　

近
年
、鳥
獣
被
害
は
中
山
間
地
域
を
中
心
に
深
刻
化

　
　

し
て
お
り
、市
街
地
に
頻
繁
に
出
没
す
る
よ
う
に
な

　
　

る
と
住
民
や
観
光
客
に
ま
で
危
害
が
及
ぶ
事
態
も
懸

　
　

念
さ
れ
る
た
め
、こ
れ
ま
で
以
上
に
捕
獲
圧
を
加
え

　
　

被
害
を
縮
小
さ
せ
る
。

　

⑵
有
害
鳥
獣
防
護
柵
設
置
費
補
助
事
業　

６
０
０
千
円

　
　

農
作
物
を
有
害
鳥
獣
か
ら
防
護
す
る
た
め
、防
護
柵

　
　
の
設
置
者
に
対
し
費
用
の
１
／
２
を
補
助
す
る
。

　

⑶
松
く
い
虫
被
害
木
伐
倒
駆
除
事
業　

１
，２
２
６
千
円

　
　

松
く
い
虫
の
被
害
の
防
止
を
図
る
た
め
、松
く
い
虫
に

　
　

犯
さ
れ
た
松
を
伐
倒
駆
除
し
、被
害
木
の
拡
大
を
防

　
　

ぐ
。

　

⑷
富
士
桜
ま
つ
り
開
催
事
業　

２
，２
５
０
千
円

　
　

創
造
の
森
に
群
生
し
て
い
る
３
千
本
の
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ

　
　

が
色
鮮
や
か
に
咲
き
誇
る
４
月
下
旬
か
ら
ゴ
ー
ル
デ

　
　
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
期
間
開
催
し
県
内
外
か
ら
訪
れ
る
観

　
　

光
客
や
町
民
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

　
　

定
着
し
て
い
る
。

　

⑸
新
規
狩
猟
者
確
保
対
策
事
業　

１
１
８
千
円 

　
　

野
生
鳥
獣
の
捕
獲
の
担
い
手
で
あ
る
狩
猟
免
許
所
持

　
　

者
の
高
齢
化
に
伴
い
、新
規
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た

　
　

め
狩
猟
免
許
や
銃
砲
所
持
の
許
可
を
新
た
に
取
得
す

　
　

る
者
に
取
得
費
の
一
部
を
助
成
し
有
害
鳥
獣
駆
除
の

　
　

促
進
を
図
る
。

６ 
地
籍
調
査
事
業
費　

５
，５
１
４
千
円

　

⑴
地
籍
調
査
事
業　

５
，５
１
４
千
円

　
　

地
籍
の
明
確
化
を
図
る
た
め
、成
果
の
認
証
に
向
け

　
　

た
地
籍
調
査
実
施
地
区
の
修
正
測
量
等
を
行
う
。

１ 

商
工
振
興
費　

３
３
，０
２
８
千
円

　

⑴
商
工
会
一
般
事
業
推
進
費
補
助
金　

９
，５
２
８
千
円

　
　

町
内
の
商
工
業
事
業
者
の
健
全
な
経
営
指
導
、新
規

　
　

の
支
援
等
積
極
的
に
取
り
組
む
事
業
を
推
進
す
る
商

　
　

工
会
へ
の
活
動
経
費
に
対
し
補
助
を
行
う
。

　

⑵
ハ
ー
ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
補
助
金

　
　
　

９
，０
０
０
千
円

　
　

河
口
湖
ハ
ー
ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ｈ
28
．６
．17
〜
７
．

　
　

10（
八
木
崎
会
場
）、〜
７
．18（
大
石
会
場
）。富
士
河

　
　

口
湖
町
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
住
民
は
も
と
よ
り
観

　
　

光
客
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、潤
い
を
与
え
富
士
河
口

　
　

湖
の
Ｐ
Ｒ
を
更
に
強
化
し
て
い
く
。

　

⑶（
新
）大
石
紬
館
玄
関
・
ト
イ
レ
改
修
工
事

　
　
　

１
４
，０
０
０
千
円

　
　

玄
関
の
移
設（
南
側
）及
び
ト
イ
レ
の
増
設
工
事

　

⑷（
新
）創
業
支
援
事
業　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
委
託　

　
　
　

５
０
０
千
円

　
　

産
業
競
争
力
強
化
法
に
基
づ
き
、町
と
民
間
等
で
連

　
　

携
し
創
業
支
援
を
行
う
事
業
の
一
環
で
、ワ
ン
ス
ト
ッ

　
　

プ
窓
口
・
創
業
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
河
口
湖
商
工
会
へ

　
　

委
託
す
る
。

２ 

観
光
費　
１
７
５
，６
２
８
千
円

　

⑴
観
光
拠
点
・
施
設
整
備
費　

６
８
，３
１
０
千
円

　
　

①
東
海
自
然
歩
道
、三
つ
峠
・
御
坂
山
系
登
山
道
、船

　
　
　

津
登
山
道
、そ
の
他
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
等
の
維
持

　
　
　

整
備
費　

４
，４
７
８
千
円

　
　

②
所
管
観
光
施
設
修
繕
・
補
修
工
事

　
　
　
　

１
，７
０
０
千
円

　
　

③
案
内
看
板
等
文
字
訂
正
等
整
備　

５
０
０
千
円

　
　

④
公
衆
ト
イ
レ
維
持
管
理
費　

２
０
，６
２
７
千
円

　
　

⑤
観
光
施
設
維
持
管
理
費　

６
，５
６
４
千
円 

（
新
）⑥
ハ
ー
ブ
館
庭
園
改
修
工
事　

１
，８
０
０
千
円

　
　

⑦
公
衆
ト
イ
レ
改
良
工
事　

２
，０
０
０
千
円 

（
新
）⑧
河
口
地
区
県
有
地
購
入
費　

２
７
，３
４
１
千
円 

（
新
）⑨
観
光
周
遊
バ
ス
路
線
拡
充
運
営
補
助

　
　
　
　

３
，３
０
０
千
円

　

⑵
観
光
宣
伝
事
業
費　

３
０
，１
２
７
千
円

　
　

①
ポ
ス
タ
ー
、チ
ラ
シ
等
の
印
刷　

１
２
，６
０
０
千
円

　
　
　

総
合
観
光
パ
ン
フ
Ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
、プ
チ
Ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
ナ
ビ
、

　
　
　

イ
ベ
ン
ト
ポ
ス
タ
ー（
４
種
）、イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ（
４

　
　
　

種
）、通
年
型
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ（
１
種
）、Ａ
３
判
ガ

　
　
　

イ
ド
マ
ッ
プ
、絵
は
が
き（
16
種
）、観
光
圏
パ
ン
フ

　
　
　
レ
ッ
ト

　
　

②
観
光
広
告
宣
伝　

７
，９
０
０
千
円

観
光
課



町予算特集⑫
　
　
　

各
種
旅
行
雑
誌
・
新
聞
・
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
誌
・
タ

　
　
　

ブ
ロ
イ
ド
紙
へ
の
イ
ベ
ン
ト
等
告
知
広
告
、ラ
ジ
オ

　
　
　

使
用
に
よ
る
広
告
、中
央
高
速
バ
ス
車
内
放
送
広

　
　
　

告
・
Ｖ
Ｊ
地
方
連
携
事
業
広
告

　
　

③
観
光
情
報
発
信
・
収
集　

１
，５
０
０
千
円

　
　

④
観
光
案
内
所
運
営　

７
，２
６
３
千
円

　
　

⑤
観
光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
保
守
管
理　

８
６
４
千
円

　

⑶
国
際
観
光
推
進
事
業　

５
，４
５
０
千
円

　
　

①
外
国
人
誘
客
の
た
め
の
観
光
展（
国
内
開
催
）へ
の

　
　
　

参
加　

１
５
０
千
円

　
　

②
外
国
人
誘
客
ツ
ー
ル
作
成
並
び
に
配
布　

　
　
　
　

３
０
０
千
円

　
　

③
外
国
人
誘
客
の
た
め
の
観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン
並
び
に

　
　
　

観
光
展（
海
外
開
催
）へ
の
参
加　

３
，５
０
０
千
円

　
　

④
外
国
人
誘
客
の
た
め
の
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
実
施（
海

　
　
　

外
旅
行
代
理
店
・メ
デ
ィ
ア
の
招
聘
）

　
　
　
　

１
，５
０
０
千
円

　

⑷
各
種
団
体
育
成
事
業　

７
１
，７
４
１
千
円

　
　

①
町
観
光
連
盟
及
び
各
地
区
観
光
協
会
の
育
成
、各

　
　
　

種
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
対
す
る
助
成

　
　
　
　

７
１
，２
９
１
千
円

　
　

②
立
寄
り
観
光
施
設
で
組
織
す
る
会
が
実
施
す
る
国

　
　
　

内
観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
対
す
る
助
成　

４
５
０
千
円

３ 

観
光
振
興
支
援
費　
１
０
，８
０
０
千
円

　

⑴
観
光
立
町
推
進
事
業　

６
，０
０
０
千
円 

（
新
）①「
富
士
山
」活
用
推
進　

１
，０
０
０
千
円

　
　
　

代
表
的
な
富
士
山
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
選
定
や
、世

　
　
　

界
遺
産
と
し
て
の
富
士
山
を
楽
し
む
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　

開
発
な
ど
を
行
う
。

　
　

②「
食
」「
宿
」の
魅
力
向
上　

１
，０
０
０
千
円

　
　
　
「
食
」「
宿
」に
つ
い
て
の
勉
強
会
の
開
催
や
、情
報

　
　
　

発
信
を
行
う
。

　
　

③
地
区
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定　

１
，０
０
０
千
円

　
　
　

特
定
地
区
に
お
け
る
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
観
光

　
　
　

協
会
や
地
区
住
民
な
ど
と
策
定
す
る
。 

（
新
）④
観
光
防
災
対
応
方
策
検
討
調
査　

３
，０
０
０
千
円

　
　
　

観
光
防
災
対
応
に
関
す
る
体
制
や
役
割
分
担
、情

　
　
　

報
伝
達
方
法
、地
域
別
避
難
誘
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を

　
　
　

検
討
す
る
。

　

⑵
観
光
ま
ち
づ
く
り
企
画
提
案
事
業　

１
，０
０
０
千
円

　
　

住
民
自
ら
が
企
画
し
実
施
す
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
事

　
　

業
へ
の
補
助
金

　

⑶（
新
）観
光
統
計
調
査　

２
，５
０
０
千
円

　
　

入
込
統
計
、宿
泊
統
計
、消
費
統
計
、ニ
ー
ズ
等
観
光

　
　

に
関
す
る
統
計
情
報
を
収
集
し
、整
理
し
て
発
表
す

　
　

る
。

　

⑷（
新
）富
士
山
西
麓
観
光
連
絡
会
議　
１
，３
０
０
千
円

　
　

富
士
宮
市
と
連
携
し
て
国
道
１
３
９
号
ル
ー
ト
の
観

　
　

光
活
性
化
事
業
を
企
画
し
実
施
す
る
。

４ 

野
鳥
の
森
公
園
事
業
費　
８
，１
２
７
千
円

５ 

西
湖
蝙
蝠
穴
管
理
費　
４
７
，９
１
７
千
円

　

⑴
管
理
運
営
委
託　

１
４
，９
１
７
千
円

　
　

蝙
蝠
穴
入
洞
及
び
ク
ニ
マ
ス
館
の
運
営
管
理
及
び
警

　
　

備
等
を
委
託
し
事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

　

⑵（
新
）売
店
、レ
ス
ト
ラ
ン
改
修
事
業　

　
　
　

３
０
，０
０
０
千
円

　
　

ク
ニ
マ
ス
展
示
館
の
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、売
店
、レ
ス
ト

　
　

ラ
ン
、駐
車
場
を
改
修
す
る
。

　

⑶（
新
）ク
ニ
マ
ス
展
示
館
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
作
成
費　

　
　
　

３
，０
０
０
千
円

　
　

ク
ニ
マ
ス
展
示
館
の
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、チ
ラ
シ
、ポ
ス

　
　

タ
ー
、レ
ジ
袋
等
を
一
新
し
、作
成
す
る
。

６ 

道
の
駅
管
理
事
業　
９
８
４
千
円 

　

⑴
道
の
駅
管
理
運
営
費　

９
８
４
千
円

　
　

道
の
駅
運
営
に
係
る
経
常
経
費

　
　

保
険
料
、臨
時
駐
車
場
用
地
借
上
げ
料

７ 

い
や
し
の
里
運
営
事
業
費　
７
，２
９
６
千
円

　

⑴
い
や
し
の
里
借
地
料　

７
，２
９
６
千
円

１ 

土
木
総
務
費　
５
０
０
千
円

　

⑴
大
石
地
区
急
傾
斜
事
業
負
担
金　

５
０
０
千
円

　
　
　

１
０
，０
０
０
千
円×

５
％

２ 

道
路
橋
梁
総
務
費　
１
７
，５
４
３
千
円

　

⑴
道
路
安
全
対
策
工
事
費
等

　
　

①
Ｌ
Ｅ
Ｄ
外
灯
・
ポ
ー
ル
購
入　

２
，９
４
３
千
円

　
　

②
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
区
画
線
・
安
全
対
策
看
板
設
置

　
　
　

工
事　

５
，３
０
０
千
円 

（
新
）③
道
路
台
帳
整
備　

Ｇ
Ｉ
Ｓ
構
築　

９
，３
０
０
千
円

３ 

道
路
維
持
費　
２
４
６
，３
４
６
千
円

　

⑴
町
道
舗
装
補
修
工
事
、擁
壁
改
修
工
事
、除
雪
委
託
等

　
　

①
町
道
舗
装
、擁
壁
改
修
工
事
測
量
設
計
費

　
　
　
　

２
，５
０
０
千
円

　
　

②
町
道
舗
装
、擁
壁
改
修
工
事
等

　
　
　
　

４
６
，０
０
０
千
円

　
　

③
町
道
除
雪
作
業
委
託
料　

２
６
，０
０
０
千
円

　
　

④
除
雪
重
機
リ
ー
ス（
３
台
）　

３
，０
４
６
千
円 

（
新
）⑤
除
雪
重
機
リ
ー
ス（
１
台
）根
場
・
西
湖

　
　
　
　

８
０
０
千
円

　

⑵
橋
梁
長
寿
命
化
事
業 

　
　
（
財
源:

社
会
資
本
整
備
事
業
交
付
金
５
．５
／
10
）

　
　

①
橋
梁
定
期
点
検
委
託　

４
，８
０
０
千
円 

（
新
）②
橋
梁
修
繕
設
計
委
託　

３
，２
０
０
千
円

　

⑶
舗
装
修
繕
事
業

　
　

①
乳
ヶ
崎
線
他
４
路
線
舗
装
工
事

　
　
　
　

１
４
０
，０
０
０
千
円

　
　

②
工
事
に
伴
う
各
種
委
託
料　

１
０
，０
０
０
千
円

都
市
整
備
課



　

⑴
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
保
全
事
業

　
　
　

１
，８
０
０
千
円

　
　
（
新
）精
進
湖
村
浜
整
地
事
業　

１
，８
０
０
千
円

　
　
（
一
括
占
用
河
川
使
用
料（
精
進
湖
分
） 

４
７
２
千
円
）

　
　

構
成
資
産
で
あ
る
精
進
湖
の
世
界
遺
産
に
ふ
さ
わ
し

　
　
い
景
観
形
成
を
図
る
た
め
、官
民
協
働
の「
明
日
の
精

　
　

進
湖
創
造
協
議
会
」で
の
協
議
及
び「
明
日
の
精
進
湖

　
　

を
創
造
す
る
た
め
に―

目
標
及
び
手
法―

」に
基
づ

　
　

き
、環
境
調
査
を
実
施
の
う
え
、簡
易
整
地
を
行
う
。

　

⑵
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
関
連
負
担
金

　
　
　

４
，２
２
９
千
円

　
　

①
保
存
活
用
推
進
協
議
会
負
担
金

　
　
　
　

２
，２
１
４
千
円

　
　
　

保
全（
経
過
観
察
）と
活
用（
受
け
入
れ
体
制
整
備
）

　
　
　

策
の
実
施 

　
　

②
五
合
目
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議

　
　
　

会
負
担
金（
県
富
士
山
保
全
事
業
費
補
助
金
） 　

　
　
　
　

１
，７
４
３
千
円

　
　

③
五
合
目
救
護
所
設
置
運
営
負
担
金　

２
７
２
千
円

　
　
　
（
県
富
士
山
保
全
事
業
費
補
助
金
）

４ 

文
書
広
報
費　
１
６
，３
５
６
千
円

　

⑴
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
事
業

　
　

町
か
ら
の
情
報
や
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
掲
載
し
た

　
　
「
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
」を
作
成
し
、配
布
す
る
。

　
　

印
刷
部
数　

１
０
，０
０
０
部

　

⑵
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業　

１
０
，２
７
４
千
円

　
　

上
九
一
色
地
区
へ
整
備
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
に
よ

　
　

り
、情
報
格
差
の
是
正
を
図
る
た
め
、ま
た
地
上
デ
ジ

　
　

タ
ル
放
送
に
対
応
し
た
設
備
と
し
て
通
信
・
放
送
事

　
　

業
者
へ
貸
出
し
を
行
う
。

　
　

サ
ブ
セ
ン
タ
ー
及
び
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
保
守
、管
理 

　
　

電
柱
共
架
料（
東
電
１
，１
３
０
本
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
４
１
０
本
）

　
　
　
（
財
源
：
財
産
貸
付
収
入　

８
，０
７
０
千
円
）

町予算特集⑬
　

⑷
道
路
排
水
施
設
整
備
事
業

　
　

①
側
溝
改
修
及
び
浸
透
施
設
工
事

　
　
　
　

１
０
，０
０
０
千
円

４ 

一
般
町
道
新
設
改
良
事
業
費　
４
５
，０
０
０
千
円

　

⑴
一
般
町
道
新
設
改
良
事
業
費

　
　

①
道
路
拡
幅
工
事
測
量
分
筆
委
託
費

　
　
　
　

５
，５
０
０
千
円

　
　

②
道
路
拡
幅
工
事
測
量
設
計
費　

６
，０
０
０
千
円

　
　

③
工
事
請
負
費　

２
８
，０
０
０
千
円

　
　
　

町
道
５
０
２
５
号
線
道
路
改
良
工
事
等

　
　

④
用
地
補
償
料
・
電
柱
移
転
補
償
料

　
　
　
　

５
，５
０
０
千
円

５ 

農
道
整
備
事
業
費　
９
，５
０
０
千
円

　

⑴
農
道
整
備
事
業
費

　
　

①
農
道
測
量
設
計
費　

５
０
０
千
円

　
　

②
工
事
請
負
費　

９
，０
０
０
千
円

６ 

登
山
道
線
道
路
整
備
事
業
費　
２
１
３
，９
１
２
千
円

　
　

富
士
登
山
道
線（
町
道
０
１
０
１
号
線
）は
、中
央
自

　

動
車
道
河
口
湖
IC
か
ら
国
道
１
３
９
号
を
経
て
県
道
富

　

士
河
口
湖
富
士
線
に
接
続
し
て
い
る
道
路
で
あ
り
、沿

　

線
に
は
商
業
施
設
、住
宅
が
立
ち
並
び
普
段
か
ら
交
通

　

量
の
多
い
道
路
で
あ
る
。近
年
、大
型
バ
ス
、大
型
作
業

　

車
の
通
行
、ま
た
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
お
い
て
は
中
央
高
速

　

道
路
や
東
富
士
五
湖
道
路
か
ら
の
県
外
車
の
増
加
な
ど

　

で
、舗
装
状
況
が
悪
く
な
り
交
通
に
支
障
を
来
た
し
て

　

い
る
。国
道
１
３
９
号
か
ら
河
口
湖
総
合
公
園
ま
で
は

　

舗
装
改
良
を
含
め
、電
線
の
地
中
化
事
業
を
実
施
し
て

　
い
る
。

　

Ｌ=

４
０
０
ｍ　
　

Ｗ=

12
．０
ｍ

　

⑴
登
山
道
線
道
路
整
備
事
業
費

　
　

①
積
算
委
託
料
・
現
場
管
理
委
託

　
　
　

 (

財
源
：
単
独
費) 　

７
，９
１
２
千
円

　
　

②
工
事
請
負
費

　
　
　

(

財
源:

社
会
資
本
整
備
事
業
交
付
金
５
．５
／
10) 

　
　
　

１
７
４
，８
０
０
千
円

　
　

③
付
帯
工
事
費 (

財
源
：
単
独
費) 

６
，０
０
０
千
円

　
　

④
水
道
会
計
繰
出 

　
　
　

(

財
源:

社
会
資
本
整
備
事
業
交
付
金
５
．５
／
10) 

　
　
　

２
５
，２
０
０
千
円

７ 

笈
の
峠
７
号
線
道
路
整
備
事
業
費

　
　
３
２
，０
０
０
千
円

　

⑴
笈
の
峠
７
号
線
道
路
整
備
事
業
費

　
　

①
工
事
請
負
費

　
　
　

(

財
源:

社
会
資
本
整
備
事
業
交
付
金
５
．５
／
10) 

　
　
　

３
０
，０
０
０
千
円

　
　

②
県
有
地
買
上
費　

２
，０
０
０
千
円

８ （
新
）西
川
人
道
橋
整
備
事
業
費　
５
５
，０
５
２
千
円

　

⑴
西
川
人
道
橋
整
備
事
業
費

　
　

①
積
算
委
託
料
・
現
場
管
理
委
託　

２
，０
５
２
千
円

　
　

②
予
備
・
詳
細
設
計
委
託　

１
５
，０
０
０
千
円

　
　

③
工
事
請
負
費

　
　
　

(
財
源:

社
会
資
本
整
備
事
業
交
付
金
５
．５
／
10) 

　
　
　

３
７
，０
０
０
千
円

　
　

④
付
帯
工
事
費 (

財
源
：
単
独
費) 　

１
，０
０
０
千
円

９ 

河
川
改
良
費　
６
，５
０
０
千
円

　

⑴
雪
解
沢
護
岸
改
修
・
浚
渫
・
伐
採
・
除
草
工
事

　
　
　

２
，５
０
０
千
円

　

⑵
雪
解
沢
護
岸
横
断
防
護
柵
設
置
工
事

　
　
　

１
，５
０
０
千
円

　

⑶
浅
川
、戸
沢
川
浚
渫
工
事　

２
，０
０
０
千
円

　

⑷
準
用
河
川
浚
渫
工
事　

５
０
０
千
円

10 

都
市
計
画
総
務
費　
１
５
，０
５
０
千
円

　

⑴
生
け
垣
設
置
補
助
金　

４
５
０
千
円

　
　

安
全
で
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

　
　

町
並
み
緑
化
の
一
環
と
し
て
住
民
が
居
住
す
る
宅
地

　
　
の
公
道
に
面
す
る
生
け
垣
設
置
に
対
し
て
の
補
助
金
。

　

⑵
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
景
観
形
成
支
援
事
業
補
助
金

　
　
　

１
４
，４
０
０
千
円

　
　

県
が
認
定
し
た
景
観
形
成
モ
デ
ル
事
業
地
区
に
お
い

　
　
て
、修
景
事
業
等
に
補
助
す
る
も
の
。

　
　
（
精
進
・
本
栖
地
区
）

　

⑶
景
観
形
成
事
業
補
助
金　

２
０
０
千
円

　
　

河
口
地
区
景
観
形
成
事
業
補
助
金

　
　
（
財
源
河
口
財
産
区
全
額
）

11 

総
合
公
園
事
業
費　
８
０
０
千
円

　

⑴
総
合
公
園
事
業
費 

　
　

公
園
長
寿
命
化
修
繕
補
修　

８
０
０
千
円

12 

近
隣
公
園
事
業
費　
２
，０
０
０
千
円

　

⑴
近
隣
公
園
事
業
費

　
　

大
石
公
園
木
製
遊
歩
道
の
修
復
工
事

　
　
　

２
，０
０
０
千
円

13 

地
区
公
園
事
業
費　
１
７
０
，０
０
０
千
円

　

⑴（
新
）八
木
崎
公
園
改
修
工
事（
一
工
区
）

　
　
　

１
７
０
，０
０
０
千
円

☆
上
記
の
財
源
内
訳

　

国
庫
補
助
金　

８
５
，０
０
０
千
円

　

小
立
財
産
区
繰
入
金　

２
１
，２
５
０
千
円

　

合
併
特
例
債　

６
０
，５
０
０
千
円

　
一
般
財
源　

３
，２
５
０
千
円

14 

グ
リ
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事
業
費　
４
，１
１
３
千
円

　

⑴
グ
リ
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事
業
費

　
　

①
除
草
委
託
・
害
虫
駆
除
・
剪
定
委
託

　
　
　
　

１
，３
０
０
千
円

　
　

②
湖
畔
及
び
街
路
植
栽
緑
化
管
理
委
託

　
　
　
　

１
，３
０
０
千
円

　
　

③
土
地
使
用
料　

６
１
３
千
円



町予算特集⑭
　
　

④
樹
木
植
栽
工
事
・
原
材
料
費　

９
０
０
千
円

15 
集
合
看
板
整
備
事
業
費　
１
，９
６
４
千
円

　

⑴
集
合
看
板
整
備
事
業
費

　
　

①
屋
外
広
告
物
整
理
統
合
事
業　

１
，０
０
０
千
円

　
　

②
集
合
看
板
用
地
使
用
料　

９
６
４
千
円

16 

住
宅
総
務
費　
２
０
，１
０
０
千
円

　

⑴
木
造
住
宅
耐
震
診
断
委
託　

４
５
０
千
円

　
　

委 

託 

先 　

個
人
申
請

　
　
　
　
　
　
　
（
委
託
先
は
建
築
士
事
務
所
協
会
）

　
　

補 

助 

率 　

県
１
／
４ 

市
町
村
１
／
４ 

国
２
／
４

　
　

対
象
戸
数　

 

10
戸

　

⑵
木
造
住
宅
耐
震
改
修
設
計
費
補
助
金

　
　
　

１
，０
０
０
千
円

　
　

補 

助 

先 　

個
人

　
　

補 

助 

率 　

事
業
費
の
２
／
３

　
　

対
象
工
事 

耐
震
改
修
設
計
、耐
震
性
向
上
型
耐
震

　
　
　
　
　
　
　

設
計

　
　

対
象
戸
数   

５　

戸

　

⑶
木
造
住
宅
耐
震
改
修
支
援
事
業
費
補
助
金

　
　

２
，７
０
０
千
円

　
　

補 

助 

先 　

個
人

　
　

補 

助 

率　

 

高
齢
者
世
帯　

事
業
費
の
１
／
６

　
　
　
　
　
　
　
一
般
世
帯　
　

事
業
費
の
１
／
３

　
　

対
象
工
事　

耐
震
診
断
の
総
合
評
点
０
．７
未
満
を

　
　
　
　
　
　
　

 

１
．０
以
上
に
改
修
す
る
工
事
等

　
　

対
象
戸
数 　

２　

戸

　

⑷
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
対
策
事
業　

２
，２
５
０
千
円

　
　

①
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
調
査
費
補
助
金　

　
　
　
　

２
５
０
千
円

　
　

補 

助 

先 　

民
間
事
業
者

　
　

補 

助 

率 　

国　

10
／
10

　
　

対
象
件
数　

１　

件

　
　

②
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
対
策
費
補
助
金

　
　
　
　

２
，０
０
０
千
円

　
　

補 

助 

先 　

民
間
事
業
者
・
個
人

　
　

補 

助 

率 　

事
業
費
の
１
／
３

　
　

対
象
件
数 　
１ 

件

⑸
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金　

２
，０
０
０
千
円

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
し
て
、耐
震
改
修
を
兼
ね
て
実
施

　

し
た
場
合
は
、１
件
当
た
り
20
万
円
の
補
助
、一
般
リ
フ

　

ォ
ー
ム
に
つ
い
て
は
10
万
円
の
補
助
を
支
給
。

　
　

耐
震　

20
万
円×

５
件　
一
般　

10
万
円×

10
件

⑹
避
難
路
沿
道
建
築
物
耐
震
補
助
金　

１
１
，７
０
０
千
円

　

指
定
緊
急
避
難
道
路
の
建
築
物
に
対
し
て
耐
震
診
断
、

　

耐
震
設
計
、耐
震
改
修
を
実
施
し
た
場
合
の
補
助

　

①
避
難
路
沿
道
建
築
物
耐
震
診
断
費
補
助
金

　
　
　

２
，０
０
０
千
円

　

②
避
難
路
沿
道
建
築
物
耐
震
設
計
費
補
助
金

　
　
　

２
，０
０
０
千
円

　

③
避
難
路
沿
道
建
築
物
耐
震
改
修
費
補
助
金

　
　
　

７
，７
０
０
千
円

17 

住
宅
管
理
費　
１
２
，５
０
０
千
円

　

⑴
町
営
住
宅
等
管
理
費　

２
，５
０
０
千
円

　
　

町
営
住
宅
２
団
地
の
保
守
管
理
、修
繕
費
で
あ
り
、

　
　

適
切
な
管
理
を
行
う
た
め
の
費
用
。　　
　
　
　
　

　
　
（
財
源
：
住
宅
使
用
料
、家
賃
低
廉
化
事
業
補
助
金
）

　

⑵（
新
）雇
用
促
進
住
宅
購
入
費

　
　
　
（
５
年
分
割
の
初
年
度
分
）　

１
０
，０
０
０
千
円

18 

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
費　
７
１
，５
０
０
千
円

　

⑴
河
口
湖
北
岸
地
区
整
備
事
業
費

　
　

①
長
浜
親
水
公
園
用
地
分
筆
測
量　

１
，０
０
０
千
円

　
　

②
河
口
多
目
的
広
場
整
備
工
事（
駐
車
場
他
）　
　

　
　
　
　

６
０
，０
０
０
千
円

　
　

③
湖
畔
街
路
灯
整
備
事
業（
大
石
地
区
）

　
　
　
　

７
，０
０
０
千
円

　
　

④
河
口
湖
北
岸
サ
イ
ン
事
業　

１
，０
０
０
千
円

　
　

⑤
長
浜
親
水
公
園
用
地
購
入
費　

２
，５
０
０
千
円

１ 

教
育
委
員
会
事
業
費　
５
，０
０
０
千
円

　

⑴
人
づ
く
り
学
校
づ
く
り
事
業 

５
，０
０
０
千
円

　
　

各
小
中
学
校
の
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
取
り
組
み

　
　

に
対
し
て
の
補
助
金

２ 

事
務
局
費
事
業
費　
１
，７
０
０
千
円

　

⑴
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
事
業　

１
，２
０
０
千
円

　
　

私
立
幼
稚
園
に
通
う
園
児
の
低
所
得
世
帯
へ
の
援
助

　

⑵
富
士
登
山
実
行
委
員
会
補
助
事
業　

５
０
０
千
円

３ 

教
育
セ
ン
タ
ー
費
事
業
費　
９
，７
５
９
千
円

　

⑴
相
談
員
設
置
事
業　

２
，６
８
８
千
円

　

⑵
町
単
教
諭
配
置
事
業　

３
，５
７
２
千
円

　

⑶
常
勤
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置

　
　
　

３
，５
１
９
千
円

４ 

小
学
校
管
理
費
事
業
費　
９
６
，６
４
９
千
円

　

⑴
町
単
教
諭
配
置
事
業　

３
２
，４
１
９
千
円

　

⑵
町
単
支
援
員
配
置
事
業　

４
０
，９
３
０
千
円

　
　
（
要
支
援
児
童
対
応
）

　

⑶
学
校
施
設
整
備
事
業（
修
繕
・
工
事
）

　
　
　

２
３
，３
０
０
千
円

　
　

①
学
校
施
設
整
備（
修
繕
・
工
事
）　

　
　
　
　

１
１
，９
０
０
千
円 

（
新
）②
小
立
小
学
校
プ
ー
ル
循
環
浄
化
装
置
修
繕

　
　
　
　

６
，０
０
０
千
円 

（
新
）③
小
立
小
学
校
駐
車
場
整
備　

３
，３
０
０
千
円 

（
新
）④
河
口
小
学
校
体
育
館
ト
イ
レ
洋
式
化
工
事

　
　
　
　

２
，１
０
０
千
円

５ 

小
学
校
教
育
振
興
費
事
業
費　
２
１
，６
０
４
千
円

　

⑴
小
学
校
パ
ソ
コ
ン
設
置
事
業　

１
９
，４
７
８
千
円

　

⑵
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
導
入
事
業　

２
，１
２
６
千
円

学
校
教
育
課
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６ 

小
学
校
建
設
事
業
費　
１
２
０
，０
０
０
千
円

　

⑴（
新
）船
津
小
学
校
実
施
設
計
他
委
託
料

　
　
　

１
２
０
，０
０
０
千
円

☆
上
記
の
財
源
内
訳

　

学
校
施
設
整
備
事
業
債　

９
０
，０
０
０
千
円

　
一
般
財
源　

３
０
，０
０
０
千
円

７ 

中
学
校
管
理
費
事
業
費　
２
０
６
，９
１
６
千
円

　

⑴
外
国
語
指
導
助
手
配
置
事
業　

１
２
，２
４
８
千
円

　

⑵
町
単
教
諭
配
置
事
業　

１
０
，５
８
０
千
円

　

⑶
河
口
湖
南
中
学
校
組
合
負
担
金
事
業

　
　
　

１
６
７
，１
３
８
千
円

　
　

①
河
口
湖
南
中
学
校
組
合
負
担
金

　
　
　
　

１
２
５
，７
３
６
千
円

　
　

②
河
口
湖
南
中
学
校
プ
ー
ル
建
設
事
業
債
負
担
金

　
　
　
　

６
，５
６
２
千
円

　
　

③
河
口
湖
南
中
学
校
学
校
施
設
建
設
事
業
債
負
担
金

　
　
　
　

３
４
，８
４
０
千
円

　

⑷
学
校
施
設
整
備
事
業（
修
繕
・
工
事
）　

　
　
　
　

８
，９
５
０
千
円

　
　

①
学
校
施
設
整
備（
修
繕
・工
事
）　

６
，８
５
０
千
円 

（
新
）②
河
口
湖
北
中
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
工
事

　
　
　
　

２
，１
０
０
千
円

　

⑸（
新
）勝
山
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入

　
　
　
　

８
，０
０
０
千
円

☆
上
記
の
財
源
内
訳

　

過
疎
対
策
事
業
債　

８
，０
０
０
千
円

８ 

中
学
校
教
育
振
興
費
事
業
費　
１
０
，６
８
９
千
円

　

⑴
中
学
校
パ
ソ
コ
ン
設
置
事
業　

９
，５
３
３
千
円

　

⑵
双
龍
太
鼓
活
動
補
助
金　

１
，０
０
０
千
円

　

⑶（
新
）デ
ジ
タ
ル
教
科
書
導
入
事
業　

１
５
６
千
円

９ 

学
校
給
食
費
事
業
費　
１
６
，４
３
７
千
円

　

⑴
児
童
生
徒
給
食
費
補
助
事
業　

８
，１
５
７
千
円

　
　

①
学
校
給
食
補
助
金　

６
，３
８
８
千
円

　
　

②
学
校
給
食
地
産
地
消
促
進
補
助
金　

　
　
　
　

１
，７
６
９
千
円

　

⑵
給
食
施
設
工
事
請
負
費　

４
，２
０
０
千
円

　

⑶
給
食
備
品
購
入
費　

４
，０
８
０
千
円

１ 

公
民
館
費　
１
３
３
，４
０
０
千
円

　

⑴
中
央
公
民
館
・
地
区
公
民
館
主
催
事
業
報
償
費

　
　
　

９
０
０
千
円

　
　

中
央
及
び
地
区
公
民
館
活
動
に
お
け
る
各
種
教
室
な

　
　

ど
講
師
料

　

⑵
勝
山
地
区
公
民
整
備
事
業　

１
３
２
，５
０
０
千
円

２ 

青
少
年
教
育
費　
５
，６
４
７
千
円

　

⑴
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業　

２
，９
２
３
千
円

　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

　

⑵
家
庭
教
育
事
業　

１
，２
３
５
千
円

　
　

子
ど
も
未
来
創
造
館
で
行
っ
て
い
る
幼
児
を
対
象
と

　
　

し
た
家
庭
教
育
事
業

　
　

①
教
育
相
談
事
業　

２
２
５
千
円

　
　

②
親
子
ふ
れ
あ
い
事
業　

７
３
０
千
円

　
　

③
幼
児
子
育
て
事
業　

２
８
０
千
円

　

⑶
青
少
年
教
育
事
業　

１
，４
８
９
千
円

　
　

①
自
然
観
察
事
業　

１
２
０
千
円

　
　

②
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業　

３
３
２
千
円

　
　

③
子
ど
も
未
来
創
造
館
事
業　

１
，０
３
７
千
円

３ 

図
書
館
費　
１
０
，１
１
１
千
円

　

⑴
図
書
館
事
業　

１
０
，１
１
１
千
円

　
　

①
図
書
館
利
用
時
の
託
児
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　
　
　

３
３
２
千
円

　
　

②
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業　

５
０
４
千
円

　
　

③
読
書
推
進
事
業　

４
７
５
千
円

　
　

④
資
料
提
供
事
業　

８
，８
０
０
千
円

４ 

文
化
財
保
護
費　
２
，７
４
１
千
円

　

⑴（
新
）新
天
然
記
念
物
富
士
風
穴　

　
　
　
　

利
活
用
適
正
推
進
事
業　

４
２
９
千
円

　
　

天
然
記
念
物
富
士
風
穴
の
適
正
な
利
活
用
の
た
め
に

　
　

監
視
員
を
配
置
し
、入
洞
者
の
安
全
確
保
、天
然
記

　
　

念
物
の
保
護
を
図
る
事
業
。

　

⑵
町
内
遺
跡
分
布
調
査
事
業　

３
９
５
千
円

　
　

開
発
行
為
に
伴
う
土
地
の
形
状
変
更
の
事
前
に
埋
蔵

　
　

文
化
財
の
試
掘
・
確
認
調
査
を
実
施
し
、町
内
の
遺

　
　

跡
の
分
布
状
況
、遺
跡
の
内
容
や
年
代
等
を
把
握
す

　
　

る
た
め
の
事
業
。

　

⑶
古
文
書
調
査
・
活
用
事
業　

６
４
４
千
円

　
　

町
内
に
保
存
さ
れ
て
い
る
古
文
書
を
調
査
研
究
し
、

　
　

目
録
を
作
成
し
て
刊
行
す
る
事
業
。ま
た
、調
査
研
究

　
　

に
用
い
た
古
文
書
を
題
材
に
講
座
を
行
っ
て
活
用
を

　
　

図
り
、価
値
を
啓
蒙
す
る
事
業
。

　

⑷
勝
山
歴
史
民
俗
資
料
館
運
営
事
業　

９
２
７
千
円

　
　

勝
山
歴
史
民
俗
資
料
館
の
展
示
公
開
を
通
し
て
文

　
　

化
財
の
活
用
、教
育
普
及
を
図
る
事
業
。

　

⑸
世
界
文
化
遺
産
富
士
山
構
成
資
産
安
全
管
理
事
業 

　
　
　

２
３
４
千
円

　
　

世
界
文
化
遺
産
富
士
山
の
構
成
資
産
に
登
録
さ
れ
て

　
　

い
る
河
口
浅
間
神
社
、冨
士
御
室
浅
間
神
社
、船
津

　
　

胎
内
樹
型
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
、来
訪
者
の
緊
急
時

　
　

に
対
応
す
る
事
業
。

　

⑹
指
定
文
化
財
整
備
活
用
事
業 

１
１
２
千
円 

　
　

町
指
定
文
化
財
の
整
備
、説
明
板
の
設
置
等
を
行
い

　
　

文
化
財
の
保
護
・
活
用
を
図
る
事
業
。

５ 

男
女
共
同
参
画
費　
１
５
１
千
円 

　

⑴
男
女
共
同
参
画
啓
蒙
・
啓
発
活
動　

74
千
円

　
　
「
第
２
次
ふ
じ
サ
ン
サ
ン
プ
ラ
ン
」を
推
進
し
、男
女
共

　
　

同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

　
　

①「
標
語
・
俳
句
・
川
柳
」等
の
募
集
及
び
表
彰

　
　

②「
カ
ジ
ダ
ン・
イ
ク
メ
ン
写
真
」の
募
集
及
び
表
彰

　
　

③「
講
座
」・「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の
開
催

生
涯
学
習
課
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⑵
女
性
な
ん
で
も
相
談
事
業　

77
千
円

　
　

女
性
達
が
、生
活
し
て
い
く
中
で
抱
え
て
い
る
心
配
事

　
　

や
悩
み
を
聞
く
相
談
所
を
設
置
し
、女
性
相
談
員
が

　
　

そ
の
問
題
の
助
言
や
指
導
に
当
た
る
。

６ 

保
健
体
育
総
務
費　
２
，１
０
８
千
円

　

⑴
田
沢
湖
交
流
マ
ラ
ソ
ン　

２
０
８
千
円

　

⑵
ウ
ル
ト
ラ
ト
レ
イ
ル
マ
ウ
ン
ト
フ
ジ
運
営
補
助
金　
　

　
　
　

１
，６
０
０
千
円

　

⑶（
新
）ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
委
員
会
補
助
金　

　
　
　

３
０
０
千
円

７ 

体
育
施
設
費　
２
８
，３
０
０
千
円

　

⑴
体
育
施
設
各
種
工
事　

８
，３
０
０
千
円

　
　

町
民
運
動
場
防
球
保
護
ネ
ッ
ト
設
置
工
事
、町
民
体

　
　

育
館
北
側
駐
車
場
整
備
、海
洋
セ
ン
タ
ー
循
環
ポ
ン

　
　

プ
取
替
え
工
事

　

⑵（
新
）公
園
施
設
長
寿
命
化
対
策
支
援
事
業

　
　
　

２
０
，０
０
０
千
円

　
　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金　

補
助
率
50
％

　
　

町
民
体
育
館
耐
震
補
強
・
大
規
模
業
務
委
託　

実
施

　
　
・
改
修
設
計

１ 

文
化
振
興
費　
５
，５
０
０
千
円

　

⑴
地
域
文
化
振
興
活
動　

２
，１
０
０
千
円

　
　

地
域
及
び
学
校
な
ど
で
文
化
活
動
を
促
し
、活
性
化

　
　

を
図
る
事
業
な
ど

　
　

①
文
化
協
会
、文
化
団
体
、文
化
祭
実
行
委
員
会
補

　
　
　

助
事
業　

１
，６
５
０
千
円

　
　

②
音
楽
活
性
化
事
業
補
助
事
業　

４
５
０
千
円

　

⑵
地
域
文
化
活
動
支
援
育
成
事
業　

９
０
０
千
円

　
　

地
域
で
独
自
に
取
り
組
む
文
化
活
動
に
対
し
て
支
援

　
　

育
成

　
　

①
梶
原
林
作
基
金
助
成
事
業　

７
０
０
千
円

　
　

②
地
域
文
化
活
動
支
援
事
業　

２
０
０
千
円

　

⑶
地
域
文
化
活
性
化
事
業　

２
，５
０
０
千
円

　
　

地
域
文
化
を
新
た
に
創
出
し
、活
性
化
を
図
る
事
業
等

　
　

①
富
士
山
・
河
口
湖
映
画
祭
実
行
委
員
会
補
助
事
業

　
　
　

２
，５
０
０
千
円

２ 

ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
管
理
費　
３
９
，６
０
０
千
円

　

⑴
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
事
業
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
事
業

　
　
　

１
９
，６
０
０
千
円

　
　

ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
等
の
各
コ
ン
サ
ー
ト
等
を
通
じ
て
、

　
　

地
域
住
民
の
文
化
活
動
を
促
進
す
る
機
会
を
つ
く

　
　

り
、同
時
に
地
域
の
経
済
活
性
化
を
図
る
。併
せ
て
各

　
　

事
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
と
そ
の
も
て
な
し
を
通

　
　

し
て
、住
民
と
一
体
と
な
っ
た
運
営
を
図
る
。

　
　

①
富
士
山
河
口
湖
音
楽
祭
実
行
委
員
会
補
助
事
業

　
　
　
　

１
３
，０
０
０
千
円

　
　

②
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
補
助
事
業

　
　
　
　

６
，０
０
０
千
円

　
　

③
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
サ
ポ
ー
タ
ズ
ク
ラ
ブ
活
動
補
助
金

　
　
　
　

６
０
０
千
円

　

⑵（
新
）施
設
修
繕
事
業（
可
動
屋
根
塗
装
工
事
）　
　

　
　
　
　

２
０
，０
０
０
千
円

３ 

円
形
ホ
ー
ル
管
理
費　
２
，０
０
０
千
円

　

⑴
円
形
ホ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
補
助
事
業　
　

　
　
　

２
，０
０
０
千
円

　
　

円
形
ホ
ー
ル
の
各
コ
ン
サ
ー
ト
等
を
通
じ
て
、地
域
住

　
　

民
の
文
化
活
動
を
促
進
す
る
機
会
を
つ
く
り
、地
域

　
　
の
経
済
活
性
化
を
図
る
。

４ 

美
術
館
管
理
費　
３
８
，８
８
０
千
円

　

⑴
河
口
湖
美
術
館
管
理
運
営
委
託
事
業

　
　
　

３
８
，８
８
０
千
円

　
　

河
口
湖
美
術
館
の
管
理
運
営
を
委
託
し
、地
域
住
民

　
　

の
文
化
活
動
を
促
進
す
る
機
会
を
つ
く
り
、地
域
の

　
　

経
済
活
性
化
を
図
る
。

１ 

公
債
費

　

地
方
債
元
利
償
還
金　

15
億
６
２
７
４
万
５
千
円

　

公
債
費
は
、対
前
年
比
１
．５
％
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

合
併
特
例
事
業
等
の
推
進
に
よ
り
合
併
特
例
事
業
債
の
元

利
償
還
金
が
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、合
併
以
前
に
旧
団
体

で
行
わ
れ
た
起
債
の
償
還
が
終
了
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

公
債
費
の
伸
び
は
鈍
化
し
て
お
り
ま
す
。こ
の
合
併
特
例
事

業
債
の
元
利
償
還
金
に
つ
い
て
は
、償
還
額
の
70
％
が
普
通

交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、平

成
13
年
度
か
ら
の
交
付
税
制
度
の
見
直
し
で
、臨
時
財
政
対

策
債
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、臨
時
財
政
対
策
債

の
償
還
金
も
増
加
し
て
お
り
ま
す
が
、元
利
償
還
額
の
１
０
０

％
が
普
通
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※

臨
時
財
政
対
策
債　

地
方
の
一
般
財
源
の
不
足
に
対
処
す
る
た

　
め
、投
資
的
経
費
以
外
に
も
充
て
ら
れ
る
地
方
財
政
法
５
条
の

　

特
例
と
し
て
発
行
さ
れ
る
地
方
債
で
、本
来
地
方
交
付
税
と
し

　
て
自
治
体
に
交
付
さ
れ
る
額
の
一
部
に
つ
い
て
自
治
体
自
ら
に
地

　
方
債
を
発
行
さ
せ
て
調
達
す
る
も
の
。

２ 

諸
支
出

　

諸
支
出
金
は
、前
年
度
と
同
額
の
１
７
５
５
万
８
千
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、地
域
活
性
化
事
業（
旧
上
九
）に

よ
る
用
地
を（
旧
）山
梨
県
土
地
開
発
公
社
に
委
託
し
て
取

得
し
た
も
の
に
か
か
る
償
還
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

文
化
振
興
局

そ
の
他
の
支
出

予算と税金の比較
本年度の一般会計を
町民１人当たりで
計算すると、

次のとおりになります。

平成28年4月1日現在の人口で計算 (26,399人)

４４,３５８円

町民１人当たりに使われる
町の予算

１５,３９３円

町民１人当たりが負担する
税金
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